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論

文

別
宮
遷
宮
の
歴
史
に
つ
い
て

音

羽

悟

□
要

旨

別
宮
と
は
正
宮
（
本
宮
）
に
対
す
る
別
け
宮
で
あ
り
、
正
宮
に
つ
ぐ
重
要
な
お
宮
で
す
。

古
く
は
天
皇
陛
下
の
勅
書
に
よ
り
、
後
に
は
官
符
を
以
て
宣
下
さ
れ
た
神
社
だ
け
が
宮
号

を
称
し
ま
し
た
。『
太
神
宮
諸
雑
事
記
』
に
よ
る
と
、
天
平
十
九
年
（
七
四
七
）
に
別
宮

遷
御
の
記
載
が
あ
り
、
奈
良
時
代
に
は
二
十
年
に
一
度
の
式
年
遷
宮
が
制
度
化
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
理
解
で
き
ま
す
。
但
し
殿
舎
の
規
模
や
社
格
か
ら
判
断
し
て
、
当
時
遷
宮
が
行

わ
れ
た
の
は
荒
祭
宮
と
多
賀
宮
の
他
、『
皇
太
神
宮
儀
式
帳
』
や
『
延
喜
太
神
宮
式
』
の

記
載
と
『
倭
姫
命
世
記
』
の
御
鎮
座
伝
承
記
事
及
び
中
世
伊
勢
神
道
の
記
録
か
ら
大
御
神

の
遙
宮

と
お
の
み
や

と
い
わ
れ
る
瀧
原
宮
と
伊
雜
宮
で
も
執
り
行
わ
れ
た
と
考
察
し
ま
し
た
。

月
讀
宮
は
奈
良
時
代
に
、
伊
佐
奈
岐
宮
は
貞
観
九
年
（
八
六
七
）
に
宮
号
宣
下
が
あ
り

ま
し
た
。『
延
喜
太
神
宮
式
』
に
よ
れ
ば
、
皇
大
神
宮
別
宮
は
荒
祭
宮
・
伊
佐
奈
岐
宮
・

月
讀
宮
・
瀧
原
宮
・
瀧
原
竝
宮
・
伊
雜
宮
の
六
宮
、
豊
受
大
神
宮
別
宮
は
多
賀
宮
の
一
宮

で
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
土
宮
は
大
治
三
年
（
一
一
二
八
）、
月
夜
見
宮
は
承
元
四
年

（
一
二
一
〇
）、
風
日
祈
宮
と
風
宮
は
正
応
六
年
（
一
二
九
三
）
の
宮
号
宣
下
に
よ
り
別
宮

に
昇
格
し
ま
し
た
。

本
稿
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
別
宮
の
古
代
か
ら
近
代
に
至
る
歴
史
的
変
遷
に
つ
い
て
、

殊
に
遷
宮
の
沿
革
を
中
心
に
典
拠
史
料
を
明
示
し
な
が
ら
考
察
を
め
ぐ
ら
せ
ま
す
。

□
キ
ー
ワ
ー
ド

別
宮

遷
宮

月
讀
宮

伊
佐
奈
岐
宮

遙
宮

瀧
原
宮

瀧
原
竝
宮

伊
雜
宮

佐
美
長
神
社

風
日
祈
宮

風
宮

重
源

土
宮

月
夜
見
宮

高
河
原
神
社

第
一
章

月
讀
四
宮
の
歴
史

一
、
別
宮
遷
宮
の
は
じ
ま
り

月
讀
宮
以
下
十
二
所
別
宮
の
遷
宮
諸
祭
は
平
成
二
十
六
年
十
月
か
ら
は
じ
ま
り
、
同
二
十
七

年
三
月
を
以
て
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。
平
安
後
期
の
荒
木
田
氏
の
家
伝
書
『
太
神
宮
諸
雑
事
記
』

（
以
下
雑
事
記
と
表
記
）
に
よ
る
と
、
天
平
十
九
年
（
七
四
七
）
九
月
十
六
日
に
第
四
回
内
宮
式

年
遷
宮
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
年
の
十
二
月
に
「
諸
別
宮
遷
し
奉
り
て
、
廿
年
に
一
度

の
御
遷
宮
、
長
例
の
宣
旨
了お

わ

ん
ぬ
」
と
の
一
文
が
あ
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
別
宮
に
つ
い
て
も
奈

良
時
代
に
は
二
十
年
に
一
度
の
式
年
遷
宮
が
制
度
化
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
理
解
で
き
ま
す
。
但

し
殿
舎
の
規
模
や
社
格
か
ら
判
断
し
て
、
当
時
遷
宮
が
行
わ
れ
た
の
は
荒
祭
宮
と
高
宮
（
多
賀

宮
）
は
間
違
い
な
い
で
し
ょ
う
が
、
鎌
倉
時
代
中
期
に
度
会
氏
が
編
集
し
た
と
さ
れ
る
『
倭
姫

命
世
記
』（
以
下
命
世
記
と
表
記
）
の
御
鎮
座
伝
承
記
事
か
ら
大
御
神
の
遙
宮

と
お
の
み
や

と
い
わ
れ
る
瀧
原
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宮
と
伊
雜
宮
で
も
執
り
行
わ
れ
た
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

別
宮
の
歴
史
に
つ
い
て
、
殊
に
由
緒
の
深
い
月
讀
宮
・
伊
佐
奈
岐
宮
・
瀧
原
宮
・
瀧
原
竝
宮
・

伊
雜
宮
・
風
日
祈
宮
・
土
宮
・
月
夜
見
宮
・
風
宮
を
中
心
に
拙
論
を
展
開
致
し
ま
す
。

二
、
古
代
の
月
讀
宮

月
讀
宮
は
奈
良
時
代
に
は
ま
だ
「
月
讀
社
」
と
称
し
て
い
ま
し
た
。
当
宮
の
創
祀
に
つ
い
て

は
神
宮
の
古
文
献
に
も
触
れ
る
と
こ
ろ
が
な
く
不
明
な
点
が
多
く
、『
続
日
本
紀
』
神
護
景
雲

三
年
（
七
六
九
）
二
月
十
六
日
条
の
「
神
服
を
天
下
諸
社
に
奉
る
」
の
記
事
に
お
い
て
大
神
宮

及
び
月
次
社
に
は
馬
形
並
び
に
鞍
を
奉
納
す
る
内
容
が
み
ら
れ
ま
す
。
こ
の
月
次
社
を
「
月
次

祭
に
幣
帛
を
奉
ら
れ
る
社
」
の
意
で
と
ら
え
る
学
説
も
あ
り
ま
す
が
、
神
宮
司
庁
が
編
集
し
た

『
神
宮
要
綱
』（
昭
和
三
年
十
一
月
刊
）
や
阪
本
広
太
郎
氏
の
『
神
宮
祭
祀
概
説
』（
神
宮
教
養
叢

書
第
七
集
・
昭
和
四
十
年
三
月
刊
）、『
神
宮
史
年
表
』（
平
成
十
七
年
三
月
刊
）
で
は
月
讀
社
と
み

な
し
て
お
り
、
こ
の
通
説
の
ま
ま
で
よ
い
と
私
は
判
断
し
て
い
ま
す
。

正
史
の
う
え
で
は
『
日
本
文
徳
天
皇
実
録
』
の
天
安
元
年
（
八
五
七
）
九
月
八
日
条
に

伊
勢
国
荒
祭
、
月
讀
、
瀧
原
、
伊
雜
、
高
宮
等
神
宮
内
人
五
人
、
始
預
把
笏

と
あ
る
記
事
が
「
宮
」
の
初
見
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
よ
り
早
い
延
暦
二
十
三
年

（
八
〇
四
）
に
撰
述
さ
れ
た
『
皇
太
神
宮
儀
式
帳
』（
以
下
儀
式
帳
と
表
記
）
に
「
月
讀
宮
一
院
」

と
あ
り
ま
す
。
次
に
「
正
殿
四
区
」
の
記
述
を
確
認
で
き
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
大
西
源
一
氏

は
『
大
神
宮
史
要
』（
昭
和
三
十
四
年
刊
）
に
お
い
て

玆
に
注
意
す
べ
き
は
、
延
暦
の
『
儀
式
帳
』
に
「
月
讀
宮
一
院
、
正
殿
四
区
」
と
あ
る
に

拘
わ
ら
ず
、『
雑
事
記
』
に
は
、
正
殿
二
宇
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
『
太

神
宮
式
』
及
び
『
神
名
式
』
の
「
伊
佐
奈
岐
宮
二
座
、
月
讀
宮
二
座
」（
※
後
述
）
に
参

照
し
来
れ
ば
、
当
時
正
殿
は
二
区
で
あ
っ
た
も
の
と
見
る
べ
く
、『
儀
式
帳
』
の
「
正
殿

四
区
」
は
、
後
世
の
作
為
で
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

と
解
説
し
て
お
り
、
阪
本
氏
（
前
掲
書
籍
）
や
桜
井
勝
之
進
氏
（『
伊
勢
の
大
神
の
宮
』
堀
書
店
、

昭
和
四
十
八
年
三
月
刊
）
等
先
学
に
よ
れ
ば
、
東
に
二
殿
、
西
に
二
殿
と
並
ん
で
建
て
ら
れ
て

い
た
こ
と
が
早
く
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
も
う
一
つ
解
釈
に
苦
し
む
点
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
文
中
に
見
ら
れ
る
玉
垣
四
重
「
長
廻
各
三
十
二
丈
」、
瑞
垣
四
重
「
長
廻
各

二
十
四
丈
」の
表
記
で
、各
玉
垣
の
一
辺
は
約
二
四
メ
ー
ト
ル
、各
瑞
垣
の
一
辺
は
約
一
八
メ
ー

ト
ル
と
な
り
、
現
行
の
各
御
垣
よ
り
相
当
大
き
い
構
造
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
り
、
平
安
初
期
の

頃
に
そ
れ
ほ
ど
広
大
な
境
内
地
を
有
し
て
い
た
と
は
通
常
で
は
考
え
が
た
く
、
こ
の
記
述
の
解

釈
は
頗
る
困
難
で
す
。
神
宮
考
証
学
の
泰
斗
、
御
巫
清
直
は
瑞
垣
も
玉
垣
も
二
重
の
誤
り
で
、

正
殿
と
小
殿
の
二
宇
（
東
の
二
殿
…
月
讀
命
と
荒
御
魂
・
西
の
二
殿
…
伊
弉
諾
尊
と
伊
弉
冉
尊
が
正
殿

と
小
殿
と
の
関
係
で
そ
れ
ぞ
れ
セ
ッ
ト
・
後
述
）
を
一
垣
内
に
収
め
ら
れ
て
い
た
と
考
察
し
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
通
説
で
は
、
儀
式
帳
の
撰
述
当
時
の
原
文
は
「
月
讀
宮
一
院
、
正
殿
二
区
」

の
固
定
観
念
が
あ
る
よ
う
で
す
が
、
清
直
や
大
西
氏
の
指
摘
に
倣
え
ば
、
瑞
垣
も
玉
垣
も
四
重

で
は
な
く
二
重
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
玉
垣
の
一
辺
が
二
四
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
か
ら
、
二
重

の
玉
垣
を
構
え
よ
う
と
す
れ
ば
最
低
で
も
一
辺
が
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
敷
地
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
だ
か
ら
管
見
に
よ
れ
ば
通
説
は
間
違
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
も
と
も
と
一
囲
い
の
瑞

垣
内
に
月
讀
尊
荒
御
魂
・
伊
弉
諾
尊
・
伊
弉
冉
尊
も
最
も
古
い
時
代
で
は
一
緒
に
祀
っ
て
い
た

の
で
は
な
い
か
と
思
案
致
し
て
お
り
ま
す
。
た
だ
王
朝
時
代
の
御
垣
の
実
情
は
ど
う
あ
れ
、
儀

式
帳
に
「
月
讀
宮
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
訳
で
す
の
で
、
少
な
く
と
も
平
安
初
期
に
は
宮
号
で

お
呼
び
し
て
い
た
こ
と
に
間
違
い
は
な
い
で
し
ょ
う
。

と
こ
ろ
で
、
月
讀
神
の
御
神
威
を
か
し
こ
み
、
宝
亀
三
年
（
七
七
二
）
に
荒
祭
神
に
准
じ
、

毎
年
九
月
に
幣
馬
が
奉
ら
れ
る
こ
と
と
さ
れ
、
そ
の
荒
御
魂
と
伊
弉
諾
尊
・
伊
弉
冉
尊
が
官
社

に
列
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
記
述
か
ら
月
讀
社
が
別
宮
に
昇
格
し
た
の
は
そ
れ
以
前
の
こ
と
、

つ
ま
り
奈
良
時
代
後
期
で
は
な
い
か
と
推
測
致
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
度
会

郡
に
あ
っ
た
神
宮
寺
が
飯
野
郡
に
移
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
に
も
私
は
注
目
し
て
い
ま

す
。
伊
勢
神
宮
寺
の
創
建
と
い
う
画
期
的
な
事
業
に
手
が
付
け
ら
れ
た
の
は
、
天
平
神
護
二
年

（
七
六
二
）
の
こ
と
で
あ
り
、
田
中
卓
氏
（『
伊
勢
神
宮
の
創
祀
と
発
展
』「
第
五
章

伊
勢
神
宮
寺
の

皇
學
館
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
紀
要

第
二
号
（
平
成
二
十
八
年
三
月
）
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創
建
」〈
国
書
刊
行
会
・
昭
和
六
十
年
刊
〉）
は
、
そ
の
推
進
者
は
他
な
ら
ぬ
道
鏡
で
あ
っ
た
と
考

証
さ
れ
て
い
ま
す
。『
瑞
垣
』
第
二
二
九
号
（
平
成
二
十
六
年
十
月
刊
）
で
渡
邉
規
矩
郎
氏
も
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
道
鏡
の
失
墜
、
中
臣
比く

に

登な
り

の
宮
司
就
任
を
以
て
伊
勢
神
宮
寺
を
神
郡
内

よ
り
飯
高
郡
度
瀬
山
房
へ
移
す
こ
と
を
決
め
、
次
の
宮
司
中
臣
広
成
の
手
に
よ
り
、
宝
亀
七
年

（
七
七
六
）
に
飯
野
郡
に
移
し
、
さ
ら
に
宝
亀
十
一
年
に
は
完
全
に
神
郡
外
に
追
放
す
る
こ
と

に
成
功
し
た
の
で
し
た
。
こ
れ
と
期
を
一
に
し
て
月
讀
神
・
荒
御
魂
・
伊
弉
諾
尊
・
伊
弉
冉
尊

の
御
神
威
も
増
し
、
官
社
に
列
せ
ら
れ
た
の
で
す
が
、
宮
司
比
登
や
広
成
の
働
き
か
け
が
あ
っ

た
こ
と
は
否
め
な
い
で
し
ょ
う
。

月
讀
宮
が
特
殊
の
信
仰
を
有
し
て
居
ら
れ
た
こ
と
は
、儀
式
帳
の
次
の
一
文
で
も
窺
え
ま
す
。

御
形
、
馬
乗
男
神
、
著
紫
御
衣
、
金
作
太
刀
佩
之

と
原
文
に
記
さ
れ
て
お
り
、
象
徴
的
に
御
神
像
と
し
て
太
刀
を
佩
き
乗
馬
さ
れ
た
男
神
で
あ
る

こ
と
を
伝
え
て
い
ま
す
。
な
お
先
の
儀
式
帳
及
び
延
長
五
年
（
九
二
七
）
に
成
立
し
た
『
延
喜

太
神
宮
式
』（
以
下
太
神
宮
式
と
表
記
）
に
よ
れ
ば
、
お
宮
は
大
神
宮
の
北
三
里
、
す
な
わ
ち
約

二
㎞
の
地
に
鎮
座
さ
れ
た
こ
と
を
伝
承
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
雑
事
記
仁
寿
三
年
（
八
五
三
）

八
月
二
十
八
日
条
に
よ
れ
ば
、
大
風
洪
水
に
よ
り
月
讀
宮
・
伊
佐
奈
岐
社
等
の
神
宝
物
及
び
正

殿
玉
垣
御
門
等
を
流
失
し
た
た
め
、
九
月
二
十
七
日
に
宇
治
郷
十
一
条
廿
三
布
施
里
、
同
条

廿
四
川
原
里
之
間
を
新
し
い
適
地
と
さ
れ
る
よ
う
神
ᷫ
官
に
言
上
致
し
ま
し
た
。
そ
し
て
斉
衡

二
年
（
八
五
五
）
九
月
二
十
日
に
遷
宮
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
が
現
在
地
に
相
当
し
ま
す
。

三
、
古
代
の
伊
佐
奈
岐
宮

旧
地
は
現
在
地
の
北
方
、
山
の
手
近
く
の
久
世
戸
坂
下
の
二
光
の
森
、
も
し
く
は
今
よ
り
も

さ
ら
に
五
十
鈴
川
の
川
岸
近
く
に
あ
っ
た
と
い
う
二
説
が
あ
り
、
洪
水
に
よ
る
殿
舎
流
出
を
鑑

み
る
と
、
後
者
の
方
が
説
得
力
が
あ
り
ま
し
ょ
う
。
し
か
し
儀
式
帳
（
旧
地
）
も
延
喜
式
（
現

在
地
）
も
同
じ
「
大
神
宮
の
北
三
里
」
と
し
て
い
ま
す
か
ら
、
旧
地
も
現
在
地
に
隣
接
し
た
所

に
あ
っ
た
と
考
え
て
間
違
い
な
い
で
し
ょ
う
。
さ
ら
に
度
会
（
西
河
原
）
行
忠
が
弘
安
八
年

（
一
二
八
五
）
に
撰
ん
だ
『
伊
勢
二
所
太
神
宮
神
名
秘
書
』（
以
下
神
名
秘
書
と
表
記
）「
伊
佐
奈

岐
宮
二
座
」
の
割
書
に
「
去
太
神
宮
北
三
里
。
東
月
讀
宮
。
西
伊
佐
奈
岐
宮
。
各
南
向
座
」
と

あ
る
こ
と
か
ら
、
古
来
殿
舎
は
南
向
き
で
今
に
至
っ
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
ま
す
。

ま
た
儀
式
帳
に
は
｢鎮
祭
荒
祭
月
讀
瀧
原
伊
雑
四
宮
地
用
物
並
行
事
｣及
び
｢所
管
四
宮
｣の
表

記
・
内
容
が
み
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
荒
祭
宮
・
月
讀
宮
・
瀧
原
宮
・
伊
雜
宮
に
お
い
て
は
、

少
な
く
て
も
平
安
初
期
に
は
二
十
年
に
一
度
の
遷
宮
の
制
度
が
常
習
化
さ
れ
て
い
た
傍
証
と
な

り
ま
し
ょ
う
。
な
お
延
暦
当
時
｢月
讀
宮
一
院
｣内
に
鎮
座
す
る
神
社
で
あ
っ
た
伊
佐
奈
岐
社

は
、『
日
本
三
代
実
録
』
貞
観
九
年
（
八
六
七
）
八
月
二
日
条
に
よ
り
独
立
し
て
宮
号
宣
下
さ

れ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
神
名
秘
書
の
記
録
に
翌
十
年

遷
宮
、
今
度
被
増
作
宝
殿
寸
法
者
也
、
但
伊
弉
冉
社
如
本
、
無
増
作
也
、
今
号
小
殿
是
也

と
あ
り
、
伊
佐
奈
岐
宮
の
殿
舎
は
増
作
さ
れ
ま
し
た
が
、
伊
佐
奈
弥
社
に
つ
い
て
は
も
と
の
大

き
さ
の
ま
ま
で
あ
り
ま
し
た
。『
延
喜
神
名
式
』（
以
下
神
名
式
と
表
記
）
や
太
神
宮
式
に
は
｢伊

佐
奈
岐
宮
二
座
｣と
表
記
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
全
体
を
伊
佐
奈
岐
宮
と
い
い
、
伊
弉
冉
尊
は

小
殿
と
称
し
た
よ
う
で
す
。
殿
舎
の
規
模
が
小
さ
い
処
か
ら「
お
ど
の
」と
呼
ば
れ
た
の
で
し
ょ

う
。
｢月
讀
宮
二
座
｣も
ま
た
同
様
で
、
全
体
を
月
讀
宮
と
称
し
、
月
讀
尊
荒
御
魂
は
小
殿
と
呼

ん
で
い
ま
し
た
。
な
お
神
名
秘
書
に
よ
れ
ば
、月
讀
宮
と
伊
佐
奈
岐
宮
は
第
十
回
内
宮
遷
宮（
貞

観
十
年
〈
八
六
八
〉）
の
同
年
に
正
遷
宮
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。
荒
木
田
（
井
面
）
忠
仲
が
建
久

三
年
（
一
一
九
二
）
に
著
し
た
『
皇
太
神
宮
年
中
行
事
』
の
正
月
旬
神
拝
（
一
月
十
一
日
）
の

中
に
月
讀
宮
と
伊
佐
奈
岐
宮
も
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

貞
観
に
宮
号
宣
下
の
あ
っ
た
後
、
朝
廷
に
よ
り
延
喜
式
の
編
集
過
程
に
お
い
て
別
宮
の
順
位

と
し
て
、
伊
佐
奈
岐
宮
が
荒
祭
宮
の
次
の
第
二
位
、
す
な
わ
ち
月
讀
宮
の
上
に
列
せ
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
巻
八
の
『
延
喜
祝
詞
式
』
六
月
月
次
祭
・
九
月
神
嘗
祭
の
祝
詞
で
宮
司
が
神

主
部
・
物
忌
等
に
申
し
聞
か
せ
る
一
文
に
荒
祭
宮
と
月
讀
宮
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
他
の
宮
の

記
載
は
な
く
、
こ
の
二
宮
の
み
が
別
宮
と
し
て
奉
幣
さ
れ
た
訳
で
す
。
祝
詞
式
で
は
延
喜
式
の

前
身
で
あ
る
貞
観
式
以
前
の
古
い
形
態
が
踏
襲
さ
れ
て
い
た
の
か
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

別
宮
遷
宮
の
歴
史
に
つ
い
て
（
音
羽
）
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こ
れ
は
月
讀
宮
が
荒
祭
宮
に
次
ぐ
格
式
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
巻
四
の
太
神
宮
式

で
は
伊
佐
奈
岐
宮
の
方
が
月
讀
宮
よ
り
も
上
位
に
あ
り
ま
す
の
で
、
延
喜
式
も
巻
に
よ
っ
て
内

容
に
齟
齬
が
み
ら
れ
る
の
で
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
後
に
至
っ
て
何
時
か
ま
た
こ
れ
が

顛
倒
し
て
今
日
で
は
月
讀
宮
・
月
讀
荒
御
魂
宮
・
伊
佐
奈
岐
宮
・
伊
佐
奈
弥
宮
の
順
位
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

第
二
章

瀧
原
宮
・
瀧
原
竝
宮
の
歴
史

一
、
古
代
の
瀧
原
宮
・
瀧
原
竝
宮

命
世
記
に
よ
る
と
、
第
十
一
代
垂
仁
天
皇
の
皇
女
倭
姫
命
が
、
御
杖
代
（
御
使
い
）
と
し
て

天
照
坐
皇
大
御
神
を
奉
戴
し
て
、
宮
川
下
流
の
磯
宮
を
お
発
ち
に
な
り
、
上
流
の
方
に
御
鎮
座

の
地
を
求
め
て
お
進
み
に
な
る
と
、
砂
を
も
流
す
急
流
の
瀬
が
あ
り
困
っ
て
お
ら
れ
た
の
で
、

真
奈
胡
神
が
お
出
迎
え
を
し
て
お
渡
し
申
し
上
げ
ま
し
た
。
そ
こ
で
命
は
そ
の
と
こ
ろ
に
真
奈

胡
神
を
ま
つ
る
御
瀬
社
を
お
定
め
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
こ
れ
が
今
の
皇
大
神
宮
摂
社
多
岐
原

神
社
で
す
。
命
は
さ
ら
に
真
奈
胡
神
の
案
内
で
お
進
み
に
な
る
と
、「
大
河
之
瀧
原
之
国
」
と

い
う
麗
し
い
土
地
が
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
地
に
宇
太
の
大
宇
ṙ
奈
に
指
示
し
て
荒
草
を
刈
り
取

払
わ
せ
て
宮
殿
を
造
立
さ
れ
ま
し
た
。
命
世
記
が
種
本
と
し
て
引
用
し
た
奈
良
時
代
の
『
太
神

宮
本
記
』
原
文
に
は
「
宮
造
令
坐
支
」
と
記
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
御
巫
清
直
は
『
太
神

宮
本
記
帰
正
鉦
』
に
お
い
て
「
宮
ト
ハ
瀧
原
宮
、
同
並
宮
ノ
二
宮
ヲ
謂
フ
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

こ
れ
が
瀧
原
宮
と
瀧
原
竝
宮
の
起
源
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
儀
式
帳
に
「
天
照
大
神
遙
宮
」、
太

神
宮
式
に
「
大
神
遙
宮
」「
伊
勢
と
志
摩
と
の
境
の
山
中
、
大
神
宮
西
を
去
る
九
十
里
」（
原
漢

文
・
儀
式
帳
で
は
九
十
二
里
）
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

『伊
勢
国
風
土
記
逸
文
』
に
「
瀧
原
神
宮
」
と
あ
り
、
国
が
編
纂
し
た
『
続
日
本
紀
』
文
武

天
皇
二
年
（
六
九
八
）
十
二
月
二
十
九
日
条
の
「
多
気
大
神
宮
を
伊
勢
国
度
合
郡
に
遷
す
」（
原

漢
文
）
と
い
う
一
文
を
め
ぐ
っ
て
、
瀧
原
宮
が
内
宮
の
元
宮
で
あ
る
と
主
張
す
る
学
説
が
あ
り

ま
す
。
長
暦
二
年
（
一
〇
三
八
）
の
第
十
九
回
遷
宮
に
際
し
、
朝
廷
が
神
宮
に
送
っ
た
金
銅
飾

金
物
と
御
装
束
神
宝
の
調
進
目
録
『
内
宮
送
官
符
』
に
も
「
瀧
原
神
宮
」
と
あ
り
ま
す
の
で
、

太
政
官
符
で
の
神
宮
号
の
使
用
が
注
目
（『
伊
勢
市
史
』
第
一
巻
・
古
代
編
・
平
成
二
十
三
年
三
月
刊
）

さ
れ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
「
多
気
大
神
宮
」
は
神
宮
寺
ま
た
は
斎
宮
の
い
ず
れ
か
と
い
う
説

（
前
掲
田
中
氏
論
文
）
も
あ
り
、
元
宮
説
を
否
定
す
る
学
者
も
多
数
い
ま
し
て
、
本
稿
で
の
こ
れ

以
上
の
言
及
は
控
え
る
こ
と
に
致
し
ま
す
。

し
か
し
瀧
原
竝
宮
に
つ
い
て
は
、
儀
式
帳
と
太
神
宮
式
に
は
存
在
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

神
名
式
に
は
記
載
が
な
い
た
め
、
創
祀
に
関
し
不
明
な
点
が
多
く
種
々
の
解
釈
が
な
さ
れ
て
い

ま
す
。
儀
式
帳
に
お
け
る
瀧
原
竝
宮
の
存
在
は
、
書
写
の
過
程
に
お
け
る
追
筆
と
唱
え
る
研
究

者
も
い
ま
す
。
ま
た
前
節
で
も
触
れ
ま
し
た
が
、
延
喜
式
に
は
同
一
項
目
に
つ
き
巻
毎
に
矛
盾

し
た
記
事
が
若
干
例
存
在
し
ま
す
。
本
例
も
そ
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
。
延
喜
式
は
そ
の
編
纂
の

着
手
が
延
喜
五
年
（
九
〇
五
）、
奏
進
は
延
長
五
年
（
九
二
七
）、
そ
し
て
そ
の
施
行
は
康
保
四

年
（
九
六
七
）
で
あ
り
、
虎
尾
俊
哉
氏
は
、
こ
の
六
十
余
年
の
間
も
修
正
加
筆
が
な
さ
れ
て
い

た
こ
と
を
示
唆
（『
延
喜
式
』
集
英
社
・
平
成
十
二
年
五
月
刊
）
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
指
摘
を
受

け
、
奏
進
後
に
竝
宮
が
瀧
原
宮
か
ら
分
立
し
、
太
神
宮
式
に
は
登
載
さ
れ
た
が
、
神
名
式
の
訂

正
は
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
見
方
（
前
掲
『
伊
勢
市
史
古
代
編
』）
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

瀧
原
竝
宮
の
創
祀
に
関
し
て
は
今
な
お
不
明
な
点
が
多
い
の
で
す
が
、
い
ず
れ
に
し
ろ
平
安
中

期
に
は
瀧
原
宮
同
様
遷
宮
の
制
度
が
定
ま
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

瀧
原
宮
及
び
瀧
原
竝
宮
と
も
皇
大
御
神
御
魂
を
奉
斎
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
皇
大
神
宮
に
皇

大
御
神
を
奉
祀
し
、
同
別
宮
荒
祭
宮
に
皇
大
御
神
の
荒
御
魂
を
奉
斎
す
る
姿
の
古
い
形
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
江
戸
後
期
の
内
宮
ṙ
宜
荒
木
田
（
中
川
）
経
雅
は
『
大
神
宮
儀
式
解
』（
以
下
儀

式
解
と
表
記
）
に
お
い
て
竝
宮
に
つ
い
て
「
瀧
原
宮
は
本
宮
の
御
霊
を
拝
奉
る
な
り
。
そ
の
瀧

原
宮
の
御
神
の
荒
御
魂
を
ま
つ
る
歟
」
と
解
説
し
、
江
戸
末
期
の
内
宮
ṙ
宜
荒
木
田
（
薗
田
）

守
良
は
『
神
宮
典
略
』（
以
下
典
略
と
表
記
）
に
お
い
て
「
荒
祭
宮
の
遙
宮
の
意
と
云
ざ
る
事
に

も
あ
ら
ん
か
」
と
説
明
し
た
上
で
、
経
雅
の
説
に
肯
定
し
つ
つ
慎
重
な
姿
勢
を
示
し
て
い
ま
す
。

皇
學
館
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
紀
要

第
二
号
（
平
成
二
十
八
年
三
月
）
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そ
し
て
阪
本
広
太
郎
氏
も
『
神
宮
祭
祀
概
説
』（
神
宮
教
養
叢
書
第
七
集
・
昭
和
四
十
年
三
月
刊
）

で
皇
大
御
神
の
荒
御
魂
で
あ
ろ
う
と
述
べ
て
お
ら
れ
ま
す
。

な
お
太
神
宮
式
に
よ
る
と
、
古
代
の
神
職
は
、
瀧
原
宮
・
瀧
原
竝
宮
と
も
内
人
二
人
・
物
忌
・

物
忌
父
各
一
人
が
お
り
、
度
会
郡
の
人
が
任
命
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
神
職
は
、
瀧
原

宮
近
く
に
住
居
せ
ず
、
多
く
は
宮
川
下
流
域
に
住
ん
で
お
り
、
宿
直
（
十
五
日
毎
の
交
代
制
、
の

ち
十
日
毎
）
或
い
は
六
・
十
二
月
の
月
次
祭
と
九
月
の
神
嘗
祭
に
際
し
当
地
に
赴
い
て
い
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
三
節
祭
に
は
内
宮
の
ṙ
宜
（
ṙ
宜
一
員
の
平
安
時
代
の
中
頃
ま
で
は
大
内
人
）
が

参
向
し
、
朝
廷
か
ら
の
官
幣
を
奉
り
祭
祀
を
司
っ
て
い
ま
し
た
。
二
月
の
祈
年
祭
に
は
、
当
宮

の
神
職
が
官
幣
を
奉
っ
て
い
ま
し
た
。

二
、
御
船
殿

ま
た
当
宮
の
北
方
に
「
船
木
」
な
る
地
が
あ
り
ま
す
が
、『
神
武
天
皇
記
』
に
み
え
る
「
伊

勢
船
木
直
」、『
住
吉
大
社
神
代
記
』
の
船
木
等
本
記
に
み
え
る
「
伊い

西せ

国
船
木
」
に
い
ま
す
「
伊い

勢せ

川つ

比ひ

古こ

乃の

命み
こ
と

」
の
伝
承
と
深
い
関
係
を
有
す
る
地
と
考
え
ら
れ
ま
す
。『
伊
勢
国
風
土
記
逸

文
』
に
も
、
神
武
天
皇
朝
に
天
日
別
命
が
熊
野
よ
り
伊
勢
に
入
り
、
在
地
の
「
伊
勢
津
彦
」
を

追
放
す
る
伝
承
が
み
え
ま
す
が
、
こ
れ
ら
を
併
せ
考
え
る
と
鎮
座
地
は
、
大
和
朝
廷
成
立
史
上

或
い
は
そ
れ
と
伊
勢
地
方
の
関
係
を
伝
え
る
諸
伝
承
と
密
接
に
つ
な
が
る
地
域
で
あ
り
ま
す
。

神
代
記
に
船
木
の
遠
祖
・
大
田
田
神
が
造
作
す
る
船
二
艘
（
一
艘
は
木
作
り
、
一
艘
は
石
作
り
）

を
以
て
、
後
代
の
験し

る
しの

た
め
に
、
膽い

駒こ
ま

山や
ま

の
長
屋
王
の
墓
に
石
船
を
、
白
木
坂
の
三
枝
王
の
墓

に
木
船
を
置
い
た
記
述
が
見
ら
れ
ま
す
。
こ
こ
に
登
載
さ
れ
る
船
は
、
航
海
す
る
乗
り
物
の
船

の
こ
と
で
は
な
く
、
棺
を
指
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
こ
の
こ
と
か
ら
船
木
氏
は
木
棺
、
石
棺

の
製
作
に
も
携
わ
っ
た
氏
族
で
あ
っ
た
と
思
料
致
し
ま
す
。

宮
地
の
殿
舎
の
う
ち
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
「
御
船
殿
」
の
存
在
で
す
。
儀
式
帳
に
「
御
船

殿
一
宇
、
長
一
丈
五
尺
、
弘
四
尺
、
高
六
尺
」
と
あ
り
、
正
徳
六
年
の
記
に
は
「
桁
行
一
丈
六

尺
」
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
守
良
は
典
略
に
お
い
て
「
古
へ
よ
り
此
宮
の
御
船
代
を
納
る
御
殿

な
る
べ
し
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。
御
船
代
は
御
形
（
正
体
・
御
霊
代
）
を
覆
う
御
樋
代
を
納
め

る
大
型
の
容
器
で
す
が
、
御
船
殿
は
現
行
、
正
宮
は
じ
め
他
の
別
宮
及
び
摂
末
社
に
存
在
し
ま

せ
ん
。
内
宮
の
御
船
代
は
古
く
は
ṙ
宜
館
中
の
御
倉
で
あ
る
高
倉
殿
に
納
め
ら
れ
て
い
た
よ
う

で
す
。
し
か
し
荒
木
田
（
藤
波
）
氏
経
が
著
し
た
『
寛
正
三
年
造
内
宮
記
』
に
よ
る
と
、
寛
正

三
年
（
一
四
六
二
）
の
第
四
十
回
内
宮
遷
宮
の
頃
に
は
退
転
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
正
遷
宮

が
中
絶
し
、
天
正
十
三
年
（
一
五
八
五
）
に
百
二
十
四
年
ぶ
り
に
第
四
十
一
回
遷
宮
が
再
興
さ

れ
る
と
、
荒
木
田
二註

門
の
氏
寺
田
宮
寺
に
建
て
ら
れ
た
御
船
殿
に
送
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
次

の
慶
長
十
四
年
（
一
六
〇
九
）
の
第
四
十
二
回
遷
宮
も
こ
れ
に
倣
い
、
以
後
近
世
は
田
宮
寺
の

御
船
殿
に
御
船
代
を
奉
納
す
る
の
が
慣
例
と
な
り
ま
し
た
。
瀧
原
の
地
で
の
お
宮
の
信
仰
と
規

模
で
言
え
ば
、
正
宮
並
の
御
船
殿
が
存
在
し
て
も
不
思
議
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
何
故
今
日
瀧

原
宮
に
だ
け
建
物
が
伝
わ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
に
御
船
殿
は
御
船
代
を
納
め
る
倉
と
通
常
は
考
え
ら
れ
ま
す
し
、
守
良
が
言
及
し

て
い
る
よ
う
に
近
世
の
神
宮
祠
官
も
そ
れ
を
支
持
し
て
き
ま
し
た
が
、
先
に
紹
介
し
た
「
船
木
」

の
地
名
に
由
来
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
全
く
異
な
る
見
解
も
あ
り
ま
す
。
瀧
原
宮
の
下
流

約
六
キ
ロ
、
大
紀
町
三
瀬
川
の
地
、
宮
川
に
臨
む
断
崖
の
上
に
多
岐
原
神
社
が
鎮
座
し
ま
す
。

近
年
ま
で
は
こ
こ
に
熊
野
街
道
・
宮
川
渡
河
の
「
三
瀬
の
渡
し
」
が
あ
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
「
御

船
殿
」
は
古
代
以
来
の
宮
川
の
水
上
交
通
を
象
徴
す
る
も
の
と
い
う
説
で
あ
り
ま
す
。
木
棺
の

製
作
を
生
業
と
し
た
船
木
氏
が
御
船
代
を
造
作
す
る
の
は
至
極
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
ま
だ
調
査
の
段
階
で
解
明
に
は
至
り
ま
せ
ん
が
、
船
木
氏
の
存
在
と
も
関
連
さ
せ

て
突
き
詰
め
れ
ば
興
味
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
現
在
は
切
妻
造
板
葺
一
宇
の
御
船
倉
が
二
十

年
に
一
度
の
式
年
遷
宮
で
他
の
殿
舎
と
一
緒
に
造
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

三
、
遷
宮
斎
行
の
初
出

記
録
の
上
で
別
宮
の
遷
宮
の
表
記
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、
先
程
紹
介
し
た
内
宮
第
九
回
に
相

当
す
る
斉
衡
二
年
（
八
五
五
）
で
、
月
讀
宮
と
伊
佐
奈
岐
宮
の
遷
宮
が
社
地
替
え
に
よ
っ
て
行

別
宮
遷
宮
の
歴
史
に
つ
い
て
（
音
羽
）
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わ
れ
ま
し
た
。
続
く
内
宮
第
十
回
の
遷
宮
は
九
月
十
六
日
に
斎
行
さ
れ
ま
し
た
が
、行
忠
の『
神

名
秘
書
』
に
よ
り
、
そ
の
年
に
月
讀
宮
と
伊
佐
奈
岐
宮
の
遷
御
が
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
ま

す
。
そ
の
後
、
別
宮
の
遷
宮
に
つ
い
て
は
文
献
上
百
数
十
年
記
載
は
見
ら
れ
ず
、『
中
右
記
』

よ
り
嘉
保
二
年
（
一
〇
九
五
・
内
宮
第
二
十
二
回
）
内
宮
五
別
宮
の
遷
宮
が
執
り
行
わ
れ
た
と
い

う
こ
と
だ
け
が
分
か
り
ま
す
。
こ
の
場
合
の
五
別
宮
と
は
、
荒
祭
宮
・
月
讀
宮
・
瀧
原
宮
・
伊

雜
宮
の
四
別
宮
を
指
す
と
思
料
さ
れ
、
も
う
一
宮
は
瀧
原
竝
宮
か
伊
佐
奈
岐
宮
か
不
明
で
す
。

そ
の
次
の
記
録
は
『
建
久
元
年
内
宮
遷
宮
記
』
で
、
建
久
元
年
（
一
一
九
〇
・
内
宮
第
二
十
七

回
）
十
二
月
に
荒
祭
宮
・
月
讀
宮
・
瀧
原
宮
・
瀧
原
竝
宮
の
四
別
宮
の
遷
御
が
斎
行
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
時
、
意
外
に
も
「
荒
祭
宮
」
の
文
字
が
文
献
上
は
じ
め
て
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
り
ま

す
が
、
こ
れ
以
前
の
古
史
料
に
記
載
が
な
い
の
は
、
正
宮
に
あ
わ
せ
て
通
常
に
正
遷
宮
が
執
り

行
わ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
て
、
こ
と
さ
ら
記
録
に
留
め
る
必
要
性
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
り

ま
し
ょ
う
。

四
、
中
世
の
遷
宮

中
世
以
降
の
記
録
に
最
初
に
登
場
す
る
の
は
外
宮
の
別
宮
で
、『
類
聚
大
補
任
』
に
よ
る
と
、

第
二
十
八
回
に
当
た
る
建
暦
元
年
（
一
二
一
一
）
十
二
月
十
八
日
に
月
夜
見
宮
が
斎
行
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
内
宮
も
第
二
十
九
回
に
当
た
る
安
貞
二
年
（
一
二
二
八
）
に
は
荒
祭
宮
が
九
月

十
七
日
、
月
讀
宮
と
伊
佐
奈
岐
宮
が
十
二
月
十
九
日
、
瀧
原
宮
と
瀧
原
竝
宮
が
十
二
月
二
十
三

日
、
伊
雜
宮
が
翌
二
十
四
日
に
執
り
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
以
後
荒
祭
宮
と
伊
雜
宮
は
鎌
倉
時
代

の
史
料
に
い
く
つ
か
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
多
賀
宮
は
天
授
六
年
（
一
三
八
〇
）

第
三
十
六
回
外
宮
遷
御
の
儀
が
行
わ
れ
た
二
月
八
日
の
翌
日
に
斎
行
さ
れ
た
の
で
す
が
、
こ
れ

が
初
見
記
事
（『
康
暦
二
年
外
宮
遷
宮
記
』）
で
す
。

正
応
六
年
（
一
二
九
三
）
三
月
二
十
日
に
太
政
官
符
が
下
さ
れ
、
異
国
降
伏
の
賞
と
し
て
両

宮
風
社
に
宮
号
が
宣
下
さ
れ
ま
し
た
が
、
風
日
祈
宮
は
『
皇
代
記
付
年
代
記
』
に
よ
れ
ば
、
明

徳
四
年
（
一
三
九
三
・
内
宮
第
三
十
七
回
に
相
当
）
九
月
二
十
三
日
に
遷
御
を
確
認
で
き
ま
す
。

土
宮
に
つ
い
て
は
、
応
永
三
十
年
（
一
四
二
三
・
外
宮
第
三
十
八
回
）
十
二
月
十
八
日
に
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
（『
外
宮
応
永
記
』）。

五
、
式
年
造
替
の
制
の
復
興

荒
祭
宮
の
式
年
造
替
は
中
世
後
期
以
降
退
転
中
絶
し
ま
し
た
が
、
慶
長
十
五
年
（
一
六
一
〇
）

仮
殿
遷
宮
、
寛
永
八
年
（
一
六
三
一
）
に
至
っ
て
式
年
造
替
の
制
に
復
し
ま
し
た
。
ま
た
多
賀

宮
は
南
北
朝
以
降
式
年
造
替
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
応
仁
以
降
高
向
源
右
衛
門
が
私

力
を
尽
く
し
て
仮
殿
の
造
進
に
寄
与
し
、
延
徳
二
年
（
一
四
九
〇
）、
閏
八
月
二
十
二
日
に
竣
功
、

九
月
十
七
日
に
は
仮
殿
遷
宮
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
そ
の
五
日
後
に
は
土
宮
の
仮
殿
遷
宮
も

斎
行
さ
れ
ま
し
た
。
以
後
、
多
賀
宮
は
大
永
元
年
（
一
五
二
一
）
に
は
今
川
氏
親
、
天
文
十
七

年
（
一
五
四
八
）
に
は
松
木
備と

も

彦ひ
こ

、
天
正
六
年
（
一
五
七
八
）
に
は
安
井
将
監
、
同
十
九
年
浅

野
長
吉
等
篤
志
家
の
寄
進
に
よ
り
殿
舎
の
損
傷
を
修
繕
し
な
が
ら
仮
殿
遷
宮
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
し
て
德
川
幕
府
に
至
っ
て
寛
永
八
年
（
一
六
三
一
）
に
正
遷
宮
が
斎
行
さ
れ
、
式
年
造

替
の
制
が
漸
く
復
旧
し
ま
し
た
。
土
宮
に
つ
い
て
も
同
様
で
、
天
文
十
五
年
（
一
五
四
六
）
及

び
天
正
五
年
（
一
五
七
七
）
に
は
近
江
の
磯
野
丹
波
守
員
正
、
天
正
二
十
年
に
は
備
中
の
篤
志

家
の
寄
進
に
よ
っ
て
仮
殿
で
凌
ぎ
、
寛
永
八
年
に
正
遷
宮
が
復
興
さ
れ
ま
し
た
。

瀧
原
宮
に
お
い
て
は
、
鎌
倉
時
代
初
期
に
は
宮
地
周
辺
は
神
宮
の
管
領
を
離
れ
、
神
宮
使
も

容
易
に
入
れ
ず
守
護
領
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
南
北
朝
時
代
や
室
町
時
代
に
な
る
と
、
北
畠

配
下
の
武
士
な
ど
の
神
領
横
領
や
妨
害
で
祭
使
参
向
は
な
く
な
り
、
藤
波
氏う

じ

経つ
ね

の
尽
瘁
で
執
り

行
わ
れ
た
内
宮
第
四
十
回
遷
宮
と
同
年
に
斎
行
さ
れ
た
寛
正
三
年
（
一
四
六
二
）
の
正
遷
宮
以

降
式
年
は
中
絶
し
ま
し
た
。
し
か
し
慶
長
十
年
（
一
六
〇
五
）
に
江
戸
幕
府
の
手
に
よ
り
大
板

葺
で
正
殿
が
造
営
さ
れ
、
寛
文
二
年
（
一
六
六
二
）
に
は
萱
葺
屋
根
に
復
旧
し
ま
し
た
。
ま
た

祭
使
の
参
向
が
正
保
三
年
（
一
六
四
六
）
に
復
興
さ
れ
ま
し
た
。

皇
學
館
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
紀
要

第
二
号
（
平
成
二
十
八
年
三
月
）
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六
、
近
世
の
遷
宮

近
世
に
な
る
と
、
遷
御
以
外
の
別
宮
遷
宮
諸
祭
の
日
時
を
告
示
し
た
史
料
が
散
見
し
ま
す
。

慶
長
十
四
年
（
一
六
〇
九
）
の
両
宮
第
四
十
二
回
遷
宮
の
翌
年
、『
宮
司
引
付
』
等
に
各
別
宮

の
木
造
始
祭
の
日
時
宣
下
の
記
載
が
あ
り
ま
す
。
江
戸
時
代
に
入
る
と
遷
宮
記
や
長
官
日
記
な

ど
に
よ
り
史
料
の
内
容
も
さ
ら
に
充
実
し
て
み
ら
れ
ま
す
。
両
宮
第
四
十
四
回
の
時
の
慶
安
三

年
（
一
六
五
〇
）
に
は
遷
御
の
他
、
洗
清
や
川
原
大
祓
の
記
録
も
認
め
ら
れ
ま
す
。
次
の
第

四
十
五
回
で
は
寛
文
八
年
（
一
六
六
八
）
に
各
別
宮
に
お
い
て
鎮
地
祭
・
立
柱
祭
・
上
棟
祭
な

ど
が
執
り
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
第
四
十
六
回
の
時
の
元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
）
で
は
、

御
戸
祭
と
御
船
代
奉
納
式
の
記
述
も
確
認
で
き
ま
す
。

特
筆
す
べ
き
記
事
は
、
享
保
十
二
年
（
一
七
二
七
）
二
月
十
五
日
山
田
奉
行
保
科
正
純
よ
り
、

宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）
の
第
四
十
七
回
遷
宮
の
残
材
を
以
て
瀧
原
宮
・
瀧
原
竝
宮
・
伊
雜
宮

の
御
用
材
に
充
て
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
瀧
原
宮
と
瀧
原
竝
宮
及
び
伊
雜
宮
は
、
貞
享
五
年

（
一
六
八
八
）
以
降
、
江
戸
期
に
お
い
て
は
両
正
宮
の
前
年
に
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。
在
地
（
瀧
原

宮
は
野
後
、伊
雜
宮
は
磯
部
）の
神
人
等
の
勢
力
が
強
く
、祭
祀
を
は
じ
め
お
宮
の
運
営
を
め
ぐ
っ

て
神
宮
側
と
の
争
論
が
絶
え
ず
、
私
営
の
風
潮
を
世
に
知
ら
し
め
て
い
た
一
例
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

七
、
若
宮
神
社

瀧
原
宮
の
境
内
に
は
、
所
管
社
若
宮
神
社
が
鎮
座
し
て
い
ま
す
。
去
る
平
成
二
十
六
年
十
一

月
八
日
、
当
社
も
遷
御
の
儀
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

当
社
の
成
立
年
代
は
未
詳
で
す
が
、
井
面
忠
仲
が
建
久
三
年
（
一
一
九
二
）
に
著
し
た
『
皇

太
神
宮
年
中
行
事
』
正
月
十
一
日
旬
神
拝
事
に
「
若
宮
」
の
名
が
初
見
し
ま
す
。
一
部
の
学
説

で
は
寛
正
五
年
（
一
四
六
四
）
に
長
官
（
一
ṙ
宜
）
で
あ
っ
た
藤
波
氏
経
が
補
訂
し
た
箇
所
と

の
指
摘
も
あ
り
ま
す
が
、
神
宮
文
庫
所
蔵
の
写
本
の
諸
本
と
校
合
し
た
と
こ
ろ
、
忠
仲
の
頃
の

記
事
と
判
断
し
て
差
し
支
え
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
遡
っ
て
、
少
な
く
と
も
平
安
時
代
の
後

期
に
は
お
ま
つ
り
さ
れ
て
い
た
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

御
祭
神
に
つ
い
て
も
古
来
詳
ら
か
で
あ
り
ま
せ
ん
が
、
同
書
の
氏
経
に
よ
る
寛
正
の
加
筆
と

さ
れ
る
六
月
条
に
「
天
若
宮
」
と
表
記
さ
れ
て
お
り
、
古
老
の
言
い
伝
え
で
は
「
天
水
分
神
」

と
の
説
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
瀧
原
二
宮
を
速
秋
津
日
子
・
速
秋
津
日
売
二
神
と
す
る
一
説
に

基
づ
い
て
い
ま
す
。
当
地
に
は
宮
川
水
系
中
流
域
の
大
内
山
川
の
支
流
頓
登
川
が
境
内
南
に
流

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
二
神
の
御
子
神
で
あ
る
天
水
分
神
を
ま
つ
る
と
い
う
思
想
が
い
つ
と
も

な
く
生
じ
た
の
で
し
ょ
う
。
中
川
経
雅
は
儀
式
解
に
お
い
て
、そ
の
点
を
示
唆
し
て
い
ま
す
が
、

守
良
は
典
略
で
否
定
し
て
い
ま
す
。

社
殿
は
古
く
か
ら
瀧
原
宮
の
東
に
南
面
し
て
建
て
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

（
註
）
中
臣
氏
の
祖
大
鹿
島
命
の
孫
天
見
通
命
を
祖
先
と
す
る
荒
木
田
氏
は
最
上
の
十
一
世
の
孫
石
敷

よ
り
、
一
門
佐
ṙ
麿
、
二
門
田
長
の
二
派
に
分
か
れ
た
。
正
員
ṙ
宜
に
な
る
家
を
重
代
家
ま
た

は
神
宮
家
と
称
し
た
。
神
宮
家
は
一
門
で
薗
田
、
井
面
、
沢
田
、
二
門
で
世
木
、
納
米
、
藤
波
、

中
川
、
佐
八
な
ど
が
あ
っ
た
。

第
三
章

伊
雜
宮
の
歴
史

一
、
古
代
の
伊
雜
宮
１

―
社
名
の
由
来
―

命
世
記
に
よ
れ
ば
、
垂
仁
天
皇
の
御
代
、
皇
大
神
宮
（
内
宮
）
御
鎮
座
の
後
、
倭
姫
命
が
内

宮
の
供
御
の
御
贄
地
を
定
め
よ
う
と
し
て
志
摩
国
を
巡
行
さ
れ
た
こ
と
が
も
と
で
、
伊
佐
波
登

美
之
神
が
こ
の
地
に
豊
か
な
稲
を
奉
り
神
殿
を
造
営
し
た
と
伝
え
ま
す
。『
古
事
記
』
に
「
島

の
速
贄
」（
志
摩
か
ら
朝
廷
に
納
め
ら
れ
る
初
物
の
海
産
物
）
と
記
さ
れ
、『
万
葉
集
』
巻
六
に
「
御

食
つ
国
、
志
摩
の
海
人
な
ら
し
、
真
熊
野
の
小
船
に
乗
り
て
、
沖
辺
漕
ぐ
見
む
（
一
〇
三
三
）」

と
も
歌
わ
れ
て
い
る
（
聖
武
天
皇
が
天
平
十
二
年
〈
七
四
〇
〉
十
月
に
藤
原
広
嗣
の
乱
を
避
け
て
伊
勢

に
行
幸
の
際
、
供
奉
の
列
に
加
わ
っ
た
大
伴
家
持
が
詠
ん
だ
歌
）
よ
う
に
、
志
摩
国
は
風
向
麗
し
く

海
産
物
に
富
み
、
古
来
朝
廷
と
神
宮
の
御
料
を
貢
進
し
た
地
で
す
。

別
宮
遷
宮
の
歴
史
に
つ
い
て
（
音
羽
）
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当
宮
が
文
献
の
上
に
初
め
て
現
れ
る
の
は
、
神
亀
六
年
（
七
二
九
）
の
『
志
摩
国
輸
庸
帳
』（
正

倉
院
文
書
）
で
、
そ
れ
に
は
伊
勢
大
神
宮
の
神
戸
の
ほ
か
に
、
粟
嶋
神
戸
課
丁
五
人
、
伊
雜
神

戸
課
丁
六
人
の
庸（
塩
）が
輸
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た『
新
抄
格
勅
符
抄
』の
大
同
元
年（
八
〇
六
）

牒
に
は
、「
粟
島
神
二
戸
」、「
伊
雜
神
二
戸
」
と
み
え
て
い
ま
す
。
従
っ
て
神
亀
以
前
か
ら
、

志
摩
国
に
伊
雜
・
粟
嶋
二
神
が
そ
れ
ぞ
れ
個
別
に
存
在
し
た
と
み
ら
れ
ま
す
が
、
伊
雜
神
は
内

宮
の
別
宮
と
し
て
儀
式
帳
に
「
伊
雜
宮
一
院
、（
中
略
）
称
太
神
遙
宮
、
御
形
鏡
坐
」
と
あ
り
、

太
神
宮
式
に
も
「
伊
雜
宮
一
座
、
太
神
遙
宮
」
と
あ
る
か
ら
、
少
な
く
と
も
延
暦
以
前
か
ら
天

照
大
神
の
御
魂
を
お
祭
り
す
る
大
神
宮
所
管
の
別
宮
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
神
名
式
に
伊
雜
宮
の
名
は
見
え
ず
、
志
摩
国
式
内
大
社
と
し
て
登
載
さ
れ
る
の
は

「
粟
嶋
坐
伊
射
波
神
社
二
座
」
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
伊
雜
宮
を
式
内
社
伊
射
波
神
社
と
考

え
る
か
否
か
に
つ
い
て
説
が
分
か
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
鳥
羽
市
安
楽
島
町
の
伊
射
波
神
社
を

式
内
社
に
比
定
す
る
学
説
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
先
の
大
同
元
年
牒
の
記
事
よ
り
粟
嶋
神
と
伊

雜
神
は
別
神
で
あ
り
、
粟
嶋
神
こ
そ
伊
射
波
神
社
の
起
源
で
あ
り
、
粟
嶋
は
志
摩
国
の
特
定
地
、

安
楽
島
を
表
す
と
す
る
説
で
す
。『
一
宮
巡
拝
記
』
を
纏
め
た
江
戸
前
期
の
神
道
家
橘
三
喜
を

は
じ
め
、
中
川
経
雅
、
薗
田
守
良
等
近
世
の
一
部
の
神
宮
祠
官
（
神
職
）
は
こ
の
説
を
主
唱
し

て
い
ま
す
。
儀
式
帳
に
度
会
郡
内
の
所
管
と
し
て
荒
前
神
社
の
名
前
が
み
ら
れ
ま
す
の
で
、
平

安
初
期
に
は
二
見
に
お
祭
り
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
ま
た
同
帳
に
は
御
祭
神
を
国

生
神
の
御
子
・
荒
前
比
売
命
と
し
て
い
ま
す
。
現
在
荒
前
神
社
は
二
見
町
松
下
の
神こ

う

前ざ
き

神
社
に

御
同
座
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
経
雅
は
儀
式
解
に
お
い
て

荒
前
は
阿
良
佐
岐
と
よ
む
べ
し
。
当
社
は
志
摩
国
答
志
郡
安
楽
嶋
の
崎
な
る
加
夫
良
古
明

神
な
る
べ
し

と
述
べ
た
う
え
で

当
社
坐
す
村
を
安
楽
嶋
と
い
ふ
も
、
も
と
は
荒
前
村
な
る
べ
し
。
好
字
を
用
て
荒
を
安
楽

と
し
、
崎
を
嶋
と
転
ぜ
し

と
考
証
し
て
い
ま
す
。

ま
た
守
良
も
典
略
に
お
い
て

さ
て
此
船
神
は
伊
射
波
神
に
祈
る
を
も
て
俗
に
加
布
良
胡
と
申
し
、
本
名
は
埋
れ
た
る
な

る
べ
し
。
今
も
粟
島
に
坐
す
と
云
、
志
摩
国
一
宮
と
い
へ
ば
余
神
に
あ
ら
ざ
る
べ
し
。

と
解
説
し
て
い
ま
す
。
近
世
の
神
宮
祠
官
は
荒
前
神
社
の
御
祭
神
荒
前
比
売
命
は
安
楽
島
の
伊

射
波
神
社
に
加
布
良
胡
明
神
と
し
て
祭
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
伊
射
波
神
社
は
志

摩
国
一
の
宮
と
言
及
し
て
い
ま
す
。
太
古
は
不
詳
で
す
が
、
少
な
く
と
も
江
戸
時
代
に
は
荒
前

神
社
は
、
安
楽
島
の
伊
射
波
神
社
内
に
祭
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
な
お
守
良
の
説
に

よ
れ
ば
、
加
布
良
胡
と
は
、
新
装
の
小
船
を
海
に
揺
ら
し
な
が
ら
浮
か
べ
る
と
き
に
唱
え
る
文

言
の
よ
う
で
、
建
久
三
年
（
一
一
九
二
）
に
荒
木
田
（
井
面
）
忠
仲
が
著
し
た
『
皇
太
神
宮
年

中
行
事
』
に
既
に
表
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
平
安
後
期
以
前
に
は
加
布
良
胡
明
神
と
し
て
お
祭

り
さ
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
し
か
し
近
代
以
降
、
荒
前
神
社
は
儀
式
帳
撰
述
の
延
暦
当
時
の

度
会
郡
内
の
所
管
社
と
し
て
意
義
づ
け
ら
れ
、
二
見
の
神
前
神
社
に
合
祀
さ
れ
ま
し
た
が
、
地

元
で
は
伊
射
波
神
社
は
現
在
も
加
夫
良
古
明
神
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

一
方
粟
嶋
に
つ
い
て
は
、
志
摩
と
い
う
地
名
自
体
も
粟
嶋
に
由
来
す
る
と
し
て
、
志
摩
国
全

域
を
指
す
と
す
る
説
も
あ
り
ま
す
。
御
巫
清
直
を
は
じ
め
古
来
神
宮
関
係
者
と
多
く
の
学
者
は

こ
の
説
を
支
持
し
て
い
ま
す
。
殊
に
清
直
は
『
二
宮
管
社
沿
革
考
』
に
お
い
て
経
雅
の
説
を
否

定
し
て
い
ま
す
。

雑
事
記
宝
亀
四
年
（
七
七
三
）
十
月
十
三
日
条
に
志
摩
守
目
代
三
河
介
伴
良
雄
と
書
生
惣
判

官
代
酒
見
文
正
が
伊
雑
神
戸
の
検
田
の
為
、
伊
雜
宮
近
辺
の
猪
鹿
を
射
る
事
件
が
起
こ
り
ま
し

た
。
こ
の
時
宮
人
（
社
人
）
が
制
止
を
促
し
ま
す
が
承
諾
せ
ず
事
を
起
こ
し
た
の
で
、
内
人
（
ṙ

宜
の
下
の
神
職
）
等
が
本
宮
に
訴
え
、
さ
ら
に
宮
司
に
上
申
し
て
宮
司
の
解
文
（
下
位
の
者
が
上

位
に
提
出
す
る
公
文
書
）
に
よ
り
朝
廷
は
離
宮
院
に
お
い
て
良
雄
を
大
祓
に
科
し
ま
し
た
。
ま

た
延
長
五
年
（
九
二
七
）
九
月
条
に
「
伊
雜
宮
の
御
祭
料
、
志
摩
国
例
進
の
幣
帛
並
び
に
御
調

種
々
の
御
贄
等
、
例
に
依
り
て
調
備
せ
し
め
ん
が
為
に
」（
原
漢
文
）
と
見
え
る
よ
う
に
、
古

く
か
ら
志
摩
国
司
が
本
宮
の
祭
祀
に
関
与
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
同
一
の
社
が
異

皇
學
館
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
紀
要

第
二
号
（
平
成
二
十
八
年
三
月
）
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な
っ
た
名
称
で
呼
ば
れ
る
の
は
、
神
宮
と
国
司
と
に
両
属
す
る
特
殊
な
由
緒
を
持
っ
て
い
た
か

ら
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
神
宮
か
ら
提
出
し
た
儀
式
帳
及
び
そ
れ
を
も
と
に
作
成
さ
れ
た
と
み
ら

れ
る
太
神
宮
式
と
、
国
司
の
申
告
に
よ
る
神
ᷫ
官
の
官
社
帳
を
も
と
に
作
ら
れ
た
神
名
式
と
で

は
、
表
現
上
の
相
違
が
あ
り
う
る
と
い
う
立
場
で
い
え
ば
、
伊
雑
は
「
イ
サ
ハ
（
伊
射
波
）」

と
訓
め
る
こ
と
、
神
宮
で
は
早
く
か
ら
別
宮
と
し
て
位
置
付
け
「
伊
雜
宮
」
と
称
し
一
座
の
神

を
祭
っ
て
い
た
が
、
国
司
や
神
ᷫ
官
で
は
他
社
と
同
様
に
「
伊
射
波
神
社
」
と
呼
び
、
二
座
の

神
を
祭
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
す
。

阪
本
広
太
郎
氏
は
『
神
宮
祭
祀
概
説
』（
神
宮
教
養
叢
書
第
七
集
・
神
宮
司
庁
・
昭
和
四
十
年
三

月
刊
）
に
お
い
て
、
延
喜
以
降
、
国
司
の
祭
祀
が
途
絶
え
て
神
宮
に
専
属
す
る
よ
う
に
な
り
、

一
方
の
名
称
が
全
く
焼
失
し
て
専
ら
伊
雜
宮
、
伊
雜
神
戸
の
名
で
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
を
示
唆
さ
れ
て
お
り
、
私
も
そ
の
説
は
妥
当
と
判
断
し
て
い
ま
す
。

二
、
古
代
の
伊
雜
宮
2

―
御
祭
神
―

志
摩
国
は
奈
良
時
代
以
前
か
ら
海
洋
部
族
と
し
て
有
名
な
磯
部
氏
族
の
根
拠
地
（
伊
雜
「
い

ざ
は
」
の
地
名
も
恐
ら
く
は
磯
部
「
い
そ
べ
」
の
転
訛
で
あ
り
ま
し
ょ
う
）
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
料

す
れ
ば
、
粟
嶋
神
も
磯
部
氏
が
信
仰
し
た
神
で
あ
り
ま
し
た
。
往
古
こ
の
地
方
に
粟
嶋
神
が
鎮

座
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
後
に
こ
の
地
が
大
神
宮
の
神
戸
と
し
て
発
達
す
る
に
及
ん

で
、
さ
ら
に
こ
の
社
に
天
照
大
神
の
御
霊
を
鎮
祭
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
を
特
に
当
時
の
地

名
に
よ
っ
て
伊
雜
神
と
呼
ん
だ
の
で
は
な
い
か
と
阪
本
氏
は
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
伊
雜

神
が
天
照
坐
皇
大
御
神
御
魂
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
こ
の
両
神
は
早
く
神
亀
以
前
に
お
い
て
、
少
な
く
と
も
奈
良
時
代
の
前
期
に
は

朝
廷
よ
り
神
領
を
寄
進
さ
れ
る
程
の
地
方
の
名
社
と
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
で
は
い
つ
頃
よ
り

神
宮
も
祭
祀
の
対
象
と
し
て
祭
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
儀
式
帳
の
記
載
よ
り
、
記

録
の
上
で
は
延
暦
以
前
、
つ
ま
り
平
安
時
代
草
創
期
以
前
と
ま
で
は
確
証
で
き
ま
す
が
、
冒
頭

で
も
触
れ
ま
し
た
雑
事
記
に
よ
る
と
、
天
平
十
九
年
（
七
四
七
）
九
月
十
六
日
に
第
四
回
内
宮

式
年
遷
宮
が
斎
行
さ
れ
、
そ
の
年
の
十
二
月
に
「
諸
別
宮
遷
し
奉
り
て
、
廿
年
に
一
度
の
御
遷

宮
、
長
例
の
宣
旨
了
ん
ぬ
」（
原
漢
文
）
と
の
一
文
が
あ
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
別
宮
に
つ
い
て

も
奈
良
時
代
に
は
二
十
年
に
一
度
の
式
年
遷
宮
が
制
度
化
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
理
解
で
き
ま

す
。
当
時
遷
宮
が
行
わ
れ
た
の
は
荒
祭
宮
と
高
宮
（
多
賀
宮
）
の
他
、
命
世
記
の
御
鎮
座
伝
承

記
事
か
ら
内
宮
の
遙
宮
と
い
わ
れ
る
瀧
原
宮
と
伊
雜
宮
で
も
執
り
行
わ
れ
た
と
私
は
考
え
て
い

ま
す
。
雑
事
記
に
、
白
雉
二
年
（
六
五
一
）
九
月
、
洪
水
の
難
に
よ
り
瀧
原
宮
・
伊
雜
宮
の
御

祭
は
便
宜
の
所
で
の
遙
祀
と
な
り
、
官
幣
は
後
日
に
進
納
さ
れ
た
記
事
が
見
ら
れ
ま
す
。
中
川

経
雅
は
伊
雜
宮
の
創
祀
に
つ
き
『
大
神
宮
儀
式
解
』
に
お
い
て

当
宮
祭
り
定
し
は
、
世
記
に
景
行
天
皇
御
世
と
見
ゆ
。
い
か
な
る
に
や
。
雑
事
記
、
宝
亀

二
年
条
、
白
雉
二
年
九
月
、
伊
雜
宮
の
神
事
大
水
に
よ
り
て
不
参
向
と
見
む
れ
ば
、
白
雉

よ
り
前
な
る
こ
と
は
著
し

と
言
及
し
、
守
良
も
同
意
見
を
主
張
し
て
い
ま
す
。
こ
の
雑
事
記
は
辻
善
之
助
氏
の
よ
う
に
鎌

倉
初
期
の
編
纂
に
か
か
る
と
み
る
学
説
も
あ
り
ま
す
が
、
阪
本
氏
や
田
中
卓
氏
（「
式
年
遷
宮
の

起
源
」〈『
遷
宮
論
集
』・
神
社
本
庁
・
平
成
七
年
三
月
刊
〉）
に
よ
り
宣
旨
・
格
・
官
符
等
信
用
せ
ら

る
べ
き
史
料
を
引
用
し
て
あ
る
処
か
ら
、
古
記
文
の
大
体
は
真
面
目
な
る
記
録
と
し
て
取
り
扱

わ
れ
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
従
っ
て
こ
の
白
雉
二
年
の
古
記
録
は
信
用
し
て
よ
い
も

の
と
私
は
判
断
し
、
経
雅
が
指
摘
す
る
よ
う
に
伊
雜
宮
の
創
祀
は
大
和
時
代
に
ま
で
遡
っ
て
も

差
し
支
え
な
い
の
で
は
と
思
案
致
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
神
名
式
に
「
粟
嶋
坐
伊
射
波
神
社
二
座
」
と
あ
る
よ
う
に
本
社
二
座
の
神
は
志

摩
国
司
の
祭
祀
に
も
与
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
後
に
は
粟
嶋
神
が
主
神
の
位
置
か
ら
下
っ
て
相

殿
神
と
な
り
、
遂
に
は
そ
の
由
緒
も
全
く
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
と
阪
本
氏
は
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
。

ま
た
『
倭
姫
命
世
記
』『
伊
勢
二
所
皇
大
神
宮
御
鎮
座
伝
記
』『
神
名
秘
書
』
等
、
中
世
の
豊

受
大
神
宮
（
外
宮
）
祠
官
の
神
道
書
に
よ
れ
ば
、
相
殿
神
を
天
日
別
命
ノ
児
、
玉
柱
屋
姫
命
（
度

会
氏
の
祖
神
天
柱
屋
姫
命
）と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
江
戸
後
期
の
内
宮
ṙ
宜
荒
木
田（
薗

別
宮
遷
宮
の
歴
史
に
つ
い
て
（
音
羽
）
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田
）
守
良
は
『
神
宮
典
略
』
に
お
い
て
「
度
会
氏
人
は
か
に
か
く
に
己
が
祖
を
尊
き
も
の
に
せ

ん
と
巧
に
謀
る
中
に
も
、
此
は
い
と
恐
き
説
也
」
と
述
べ
、
否
定
し
て
い
ま
す
。

三
、
中
世
の
伊
雜
宮
１

―
東
大
寺
再
建
を
め
ぐ
っ
て
―

鎌
倉
時
代
の
編
集
『
吾
妻
鏡
』
に
よ
れ
ば
、
治
承
五
年
（
一
一
八
一
）
一
月
十
九
日
に
熊
野

山
の
僧
都
湛
増
一
味
が
源
氏
の
蜂
起
に
動
揺
し
て
伊
雜
宮
に
濫
入
し
、
伊
雜
宮
の
殿
舎
を
破
壊

し
神
宝
を
略
奪
し
よ
う
と
企
て
ま
し
た
。
こ
の
と
き
内
宮
長
官
（
一
ṙ
宜
）
荒
木
田
成
長
は
い

ち
早
く
御
神
体
を
内
宮
正
宮
に
臨
時
奉
遷
致
し
ま
し
た
。
こ
の
少
し
前
の
十
二
月
（
治
承
四
年
）

に
平
重
衡
が
南
都
の
興
福
寺
や
東
大
寺
を
焼
き
討
ち
す
る
事
件
が
発
生
し
て
お
り
ま
し
た
。
こ

の
背
景
に
は
源
平
両
氏
の
争
い
と
熊
野
・
伊
勢
と
の
信
仰
上
の
対
立
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
長
官
成
長
は
、
鎌
倉
草
創
期
に
僧
慶
俊
が
筆
録
し
た
『
東
大
寺
衆
徒
参
詣
伊
勢
大
神
宮

記
』
に
よ
れ
ば
、
文
治
二
年
（
一
一
八
六
）
四
月
に
後
白
河
法
皇
の
院
宣
を
奉
じ
て
東
大
寺
衆

徒
六
〇
人
が
参
宮
し
た
際
、
内
宮
に
お
い
て
過
分
な
馳
走
を
振
る
舞
い
、
大
歓
待
を
し
た
人
物

で
す
。
同
記
に
よ
れ
ば
、
二
月
中
旬
、
東
大
寺
大
仏
殿
の
再
建
事
業
を
祈
念
す
る
た
め
伊
勢
に

参
詣
し
て
い
た
高
僧
重
源
に
天
照
大
神
の
夢
告
が
あ
り
、
そ
れ
に
従
っ
て
東
大
寺
僧
が
『
大
般

若
経
』
を
書
写
し
、
四
月
に
外
宮
、
内
宮
に
参
詣
、
供
養
・
転
読
を
行
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ

り
ま
す
。
東
大
寺
僧
に
よ
る
集
団
参
詣
は
計
三
度
行
わ
れ
、
南
都
（
奈
良
の
お
寺
）
に
お
い
て

伊
勢
の
神
宮
信
仰
が
浮
上
す
る
契
機
と
し
て
重
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

同
記
に
よ
れ
ば
、
東
大
寺
僧
は
文
治
二
年
四
月
二
十
五
日
に
成
覚
寺
に
宿
泊
、
翌
二
十
六
日

に
外
宮
祠
官
の
度
会
氏
の
氏
寺
、
常
明
寺
に
移
動
し
、
大
般
若
経
供
養
と
論
議
を
行
い
、
こ
の

夜
に
外
宮
に
参
詣
し
ま
し
た
。
そ
し
て
二
十
七
日
に
内
宮
に
参
詣
し
、
内
宮
長
官
荒
木
田
成
長

の
創
建
し
た
天
覚
寺
に
宿
泊
、
二
十
九
日
に
大
般
若
経
供
養
と
論
議
を
行
い
ま
し
た
。
外
宮
で

は
、
供
養
当
日
に
な
っ
て
長
官
度
会
光
忠
か
ら
度
会
氏
の
氏
寺
常
明
寺
に
移
動
す
る
よ
う
に
伝

え
ら
れ
、
ま
た
参
詣
も
夜
蔭
に
紛
れ
、
少
々
参
詣
で
き
た
だ
け
で
あ
り
ま
し
た
が
、
内
宮
で
は

長
官
成
長
が
自
ら
一
行
を
迎
え
、
僧
ら
が
一
の
鳥
居
で
憚
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
成
長
は
中
へ
引

き
入
れ
参
拝
さ
せ
て
い
ま
す
。
ま
た
外
宮
で
の
食
事
が
、
祭
主
大
中
臣
能
隆
が
京
か
ら
送
っ
て

き
た
垸お

う

飯ば
ん

（
饗
膳
）
五
具
を
分
配
し
て
い
た
の
に
対
し
、
内
宮
で
は
「
美
膳
六
十
前
」
が
振
る

舞
わ
れ
た
の
で
し
た
。

何
故
神
宮
は
こ
の
参
詣
を
受
け
容
れ
た
か
、
殊
に
内
宮
で
は
何
故
手
厚
い
待
遇
を
し
た
の
で

し
ょ
う
か
。
当
時
は
天
照
大
神
と
大
日
如
来
た
る
大
仏
と
の
習
合
思
想
が
唱
え
ら
れ
た
時
代
で

あ
り
、
日
本
仏
教
の
中
心
と
さ
れ
る
東
大
寺
と
の
結
び
つ
き
を
説
く
学
説
も
あ
り
ま
す
が
、
源

氏
と
の
関
係
を
指
摘
し
た
説
（
斎
木
涼
子
氏
「
東
大
寺
層
の
伊
勢
神
宮
参
詣
と
中
世
的
神
仏
習
合
」〈
特

別
展
図
録
『
頼
朝
と
重
源
―
東
大
寺
再
興
を
支
え
た
鎌
倉
と
奈
良
の
絆
―
』〉・
奈
良
国
立
博
物
館
・
平

成
二
十
四
年
七
月
刊
）
が
注
目
に
値
し
ま
す
。
平
氏
に
よ
っ
て
焼
き
討
ち
さ
れ
た
南
都
が
源
氏

の
手
厚
い
保
護
を
受
け
ま
し
た
が
、
南
都
と
関
係
を
持
つ
こ
と
で
源
氏
と
の
橋
渡
し
と
な
り
源

頼
朝
と
の
絆
が
深
ま
り
、
神
領
の
寄
進
に
期
待
し
た
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

四
、
中
世
の
伊
雜
宮
2

―
神
宮
と
頼
朝
―

神
宮
は
鎌
倉
に
幕
府
を
置
く
源
頼
朝
か
ら
多
大
な
寄
進
を
受
け
た
こ
と
は
早
く
か
ら
知
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
頼
朝
が
伊
豆
で
挙
兵
し
た
当
初
か
ら
神
宮
と
関
係
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
考
え

ら
れ
ま
す
。
ま
た
外
宮
の
度
会
生
倫
が
鎌
倉
に
滞
在
す
る
な
ど
（『
吾
妻
鏡
』
養
和
元
年

〈
一
一
八
一
〉
十
月
二
十
日
条
等
）、
神
宮
内
部
に
は
平
氏
の
眼
を
恐
れ
な
が
ら
も
密
か
に
頼
朝
を

支
援
し
、東
国
の
神
領
を
確
保
し
よ
う
と
い
う
勢
力
が
あ
っ
た
こ
と
が
主
唱
さ
れ
て
い
ま
す（
上

横
手
雅
敬
氏
「
頼
朝
の
宗
教
政
策
」〈『
権
力
と
仏
教
の
中
世
史
―
文
化
と
政
治
的
状
況
―
」〉
法
蔵
館
・

平
成
二
十
一
年
）。

『吾
妻
鏡
』
に
よ
れ
ば
、
頼
朝
は
武
蔵
国
大
河
土
御
厨
を
外
宮
に
、
同
飯
倉
御
厨
を
内
宮
に

寄
進
す
る
な
ど
、
将
軍
の
篤
い
崇
敬
心
が
見
て
取
れ
ま
す
。
な
お
同
書
文
治
三
年
（
一
一
八
七
）

一
月
二
十
日
条
に
よ
る
と
、
頼
朝
は
弟
義
経
追
捕
の
祈
願
を
大
神
宮
に
し
、
奉
納
品
の
う
ち
神

馬
一
疋
を
伊
雜
宮
に
贈
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
頃
よ
り
新
た
に
開
発
さ
れ
た
御
厨
・
御
薗
等
の
神

領
を
他
勢
力
の
狼
藉
侵
犯
か
ら
守
る
必
要
が
生
じ
、
伊
雜
御
浦
惣
検
校
職
が
置
か
れ
て
、
こ
れ

皇
學
館
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
紀
要

第
二
号
（
平
成
二
十
八
年
三
月
）
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に
的
矢
氏
が
補
さ
れ
、
伊
雜
宮
の
神
事
・
公
事
に
も
預
か
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
室

町
時
代
以
降
、
的
矢
氏
の
勢
力
も
衰
え
、
神
宮
の
威
力
は
衰
微
し
、
神
領
も
九
鬼
氏
に
横
領
さ

れ
、
正
宮
に
準
じ
て
行
わ
れ
て
き
た
式
年
遷
宮
も
中
絶
し
、
恒
例
の
祭
典
に
ṙ
宜
が
参
向
す
る

こ
と
も
絶
え
が
ち
に
な
り
、
伊
雜
宮
も
磯
部
七
郷
の
郷
民
の
手
に
よ
っ
て
、
慶
長
六
年

（
一
六
〇
一
）
寛
永
十
五
年
（
一
六
三
八
）
の
仮
殿
遷
宮
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
式
年
遷
宮
斎
行
期
日
に
関
し
て
い
え
ば
、
意
外
に
も
古
い
時
代
の
記
録
は
な
く
、
安
貞

二
年
（
一
二
二
八
）
九
月
十
六
日
に
内
宮
第
二
十
九
回
遷
宮
が
執
り
行
わ
れ
た
そ
の
年
の
十
二

月
二
十
四
日
に
伊
雜
宮
で
斎
行
さ
れ
た
の
で
す
が
、
こ
れ
が
初
見
記
事
（『
安
貞
二
年
内
宮
遷
宮

記
』）と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た『
嘉
元
三
年
伊
雜
宮
遷
宮
記
』に
よ
る
と
、文
永
三
年（
一
二
六
六
）

九
月
十
六
日
の
内
宮
第
三
十
一
回
遷
宮
の
前
年
三
月
十
九
日
に
斎
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。
さ
ら
に
同
記
に
よ
れ
ば
、
嘉
元
二
年
（
一
三
〇
四
）
十
二
月
二
十
二
日
斎
行
の
内
宮

第
三
十
三
回
遷
宮
の
翌
年
一
月
二
十
三
日
に
、『
元
亨
三
年
伊
雜
宮
遷
宮
記
』
に
よ
れ
ば
、
元

亨
三
年
（
一
三
二
三
）
九
月
十
六
日
斎
行
の
内
宮
第
三
十
四
回
遷
宮
の
同
年
十
二
月
二
十
四
日

に
執
り
行
わ
れ
た
こ
と
が
理
解
で
き
ま
す
。

五
、
近
世
の
伊
雜
宮
１

―
磯
部
の
神じ

人に
ん

―

伊
雜
宮
に
も
御
師
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
旧
ṙ
宜
家
『
瀬
川
文
書
』
に
よ
れ
ば
、

遷
宮
費
調
達
の
た
め
磯
部
の
社
人
（
神
人
）
た
ち
が
諸
国
を
回
り
、
初
穂
料
を
募
っ
た
の
が
始

ま
り
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
明
応
（
一
四
九
二
～
一
五
〇
一
）
か
ら
慶
長
（
一
五
九
六
～
一
六
一
五
）

に
か
け
檀
那
を
も
つ
に
至
り
ま
し
た
。
し
か
し
伊
雜
宮
の
経
営
は
苦
し
く
、
神
人
た
ち
は
神
領

を
再
興
す
る
た
め
鳥
羽
藩
主
九
鬼
・
内
藤
氏
か
ら
の
返
還
を
求
め
る
べ
く
し
ば
し
ば
上
訴
に
及

び
ま
し
た
が
、
殆
ど
黙
殺
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
磯
部
の
神
人
は
内
宮
ṙ
宜
に
対
抗
し
寛
永
十

年
（
一
六
三
三
）
以
来
神
訴
を
繰
り
返
し
、
伊
雜
宮
を
尊
貴
な
神
社
と
宣
伝
、
神
格
を
高
め
る

こ
と
に
よ
り
上
訴
を
有
利
に
導
こ
う
と
し
て
、「
伊
雜
皇
大
神
宮
」
と
称
し
、
内
宮
・
外
宮
と

同
格
で
伊
勢
三
宮
説
を
唱
え
、
中
で
も
伊
雜
宮
こ
そ
天
照
大
神
を
祭
る
日
本
最
初
の
宮
で
、
内

外
両
宮
は
伊
雜
宮
の
分
家
で
あ
る
と
主
張
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。『
日
本
書
紀
』
垂
仁
天
皇

二
十
五
年
条
に
あ
る

大
神
の
教
の
随
に
、
其
の
祠や

し
ろを

伊
勢
国
に
立
て
た
ま
ふ
。
因
り
て
斎
宮
を
五
十
鈴
の
川
上

に
興
つ
。
是
を
磯
宮
と
謂
ふ
（
原
漢
文
）

の
磯
宮
で
あ
り
、『
伊
勢
二
所
皇
太
神
宮
御
鎮
座
伝
記
』
に
あ
る
「
従
伊
勢
国
飯
野
高
宮
、
遷

幸
于
伊
蘓
宮
」、『
倭
姫
命
世
記
』
の
「
従
飯
野
高
宮
、
遷
幸
于
伊
蘓
宮
」
の
伊
蘓
宮
で
あ
り
、

内
宮
の
鎮
座
以
前
で
あ
る
と
力
説
し
、
内
宮
は
は
る
か
に
川
下
に
あ
る
と
難
癖
を
つ
け
て
き
た

の
で
し
た
。
そ
の
根
拠
は
明
暦
四
年
（
一
六
五
八
）
に
著
さ
れ
た
『
伊
雜
宮
旧
記
』
や
『
旧
辞

大
成
経
』
に
示
さ
れ
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
新
た
に
作
成
さ
れ
た
書
物
で
あ
り
ま
し
た
。
同
年

十
一
月
二
日
の
朝
廷
か
ら
の
綸
旨
・
裁
決
に
よ
っ
て
伊
雜
宮
は
内
宮
の
別
宮
で
祭
神
も
伊
射
波

富
美
命
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
磯
部
の
神
人
は
こ
れ
を
不
満
と
し
て
い
ま
し
た
。
江
戸
中
期

に
外
宮
権
ṙ
宜
喜
早
清
在
が
採
録
し
た
『
毎
事
問
』
に
よ
れ
ば
、
寛
文
二
年
（
一
六
六
二
）
九

月
二
十
六
日
、
伊
雜
宮
式
年
遷
宮
の
旧
例
と
伊
雜
宮
神
人
の
謀
逆
を
調
べ
る
た
め
に
、
朝
廷
は

大
宮
司
大
中
臣
（
河
辺
）
精
長
と
内
宮
三
ṙ
宜
中
川
経
盛
、
五
ṙ
宜
薗
田
守
清
を
は
じ
め
、
井

面
・
藤
波
の
神
宮
家
、
さ
ら
に
浦
田
織
部
長
次
、
山
本
采
女
末
慶
以
下
宇
治
会
合
年
寄
等
を
京

都
に
召
喚
し
、
精
長
等
は
十
月
九
日
に
京
都
に
発
足
し
、
十
一
月
二
日
に
綸
旨
を
以
て
ご
沙
汰

を
賜
り
、
ṙ
宜
と
共
に
同
月
十
日
に
帰
還
し
ま
し
た
。
し
か
し
磯
部
の
神
人
は
こ
れ
に
屈
せ
ず

大
挙
し
て
江
戸
に
入
り
、
寺
社
奉
行
井
上
河
内
守
に
訴
え
ま
し
た
が
、
退
け
ら
れ
た
た
め
、
つ

い
に
四
月
、
将
軍
家
綱
の
日
光
社
参
の
途
上
直
訴
し
ま
し
た
。
し
か
し
当
然
受
け
入
れ
ら
れ
る

訳
が
な
く
、
翌
三
年
六
月
二
十
二
日
、
主
立
っ
た
神
人
四
七
人
が
伊
勢
志
摩
両
国
か
ら
追
放
に

な
り
、
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）『
旧
辞
大
成
経
』
の
破
却
と
関
係
者
の
流
刑
・
追
放
が
命
じ

ら
れ
、
約
五
〇
年
に
亘
っ
た
騒
動
に
終
止
符
が
打
た
れ
ま
し
た
。

六
、
近
世
の
伊
雜
宮
2

―
造
替
遷
宮
―

神
人
等
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
き
た
造
替
遷
宮
も
、
神
宮
の
古
儀
復
興
を
精
力
的
に
進
め
た
大

別
宮
遷
宮
の
歴
史
に
つ
い
て
（
音
羽
）
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宮
司
精
長
の
尽じ

ん

瘁す
い

も
あ
り
、
寛
文
三
年
に
先
例
に
復
し
ま
し
た
。
そ
の
伊
雜
宮
の
造
替
・
宮
人

補
任
の
争
論
に
関
す
る
経
緯
は
『
大
宮
司
精
長
引
付
』（
増
補
大
神
宮
叢
書
22
『
二
宮
叢
典
後
篇
』

吉
川
弘
文
館
・
平
成
二
十
六
年
九
月
刊
）
に
所
収
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
当
時
古
儀
の
詮
議
は
充
分

で
な
く
、
神
人
等
に
よ
る
私
営
の
余
風
を
因
襲
し
て
他
の
別
宮
と
異
な
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し

た
。
神
宮
文
庫
に
伝
わ
る
享
保
十
三
年
（
一
七
二
八
）・
寛
延
元
年
（
一
七
四
八
）・
明
和
五
年

（
一
七
六
八
）・
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）・
文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）・
文
政
十
一
年
（
一
八
二
八
）・

嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）・
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
の
『
伊
雜
宮
御
飾
金
物
絵
図
帳
』
に
よ
れ

ば
（
※
い
ず
れ
の
遷
宮
も
両
正
宮
の
前
年
に
遷
御
の
儀
を
斎
行
）、
正
殿
に
高
欄
が
張
り
巡
ら
さ
れ
、

内
外
両
正
宮
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
の
金
銅
飾
金
物
が
奉
飾
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
し

か
し
明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）
度
遷
宮
か
ら
金
銅
飾
金
物
を
鉄
金
物
に
改
め
ら
れ
、
造
替

年
期
も
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
度
よ
り
一
年
遅
ら
せ
本
宮
と
同
年
に
執
行
さ
れ
、
昭
和

四
年
（
一
九
二
九
）
度
の
第
五
十
八
回
遷
宮
に
及
び
ま
し
た
。
そ
し
て
戦
後
、
昭
和
二
十
八
年

（
一
九
五
三
）
の
第
五
十
九
回
遷
宮
に
よ
り
両
宮
の
一
年
後
に
斎
行
さ
れ
、
今
日
に
至
っ
て
お

り
ま
す
。

儀
式
帳
に
「
志
摩
国
答
志
郡
伊
雜
村
に
在
り
、
大
神
宮
南
を
以
て
相
ひ
去
る
八
十
三
里
」、

太
神
宮
式
に
は
「
大
神
遙
宮
、
志
摩
国
答
志
郡
に
在
り
、
大
神
宮
南
を
去
る
八
十
三
里
」
と
あ

り
、
瀧
原
宮
に
つ
い
て
は
太
神
宮
式
に
「
伊
勢
と
志
摩
と
の
境
の
山
中
、
大
神
宮
西
を
去
る
九

十
里
」（
い
ず
れ
も
原
漢
文
・
儀
式
帳
で
は
九
十
二
里
）
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
距
離
に
し
て

瀧
原
宮
と
伊
雜
宮
は
同
じ
く
ら
い
大
神
宮
か
ら
離
れ
た
遙
宮
で
あ
り
ま
し
た
。
現
在
、
宇
治
か

ら
島
路
川
沿
い
の
逢
坂
峠
を
越
え
る
伊
勢
道
路
の
短
絡
路
を
通
れ
ば
、
瀧
原
宮
に
比
べ
、
伊
雜

宮
は
半
分
く
ら
い
の
距
離
の
近
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
内
宮
か
ら
の
交
通
は
、
古
く
今

日
の
鳥
羽
街
道
の
迂
回
路
線
を
と
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。『
新
任
辨
官
抄
』
に
よ
れ
ば
、

内
宮
よ
り
徒
歩
半
日
の
距
離
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
守
良
も
典
略
に
お
い
て

鳥
羽
の
地
よ
り
加
茂
吾
知
（
五
知
）
村
に
出
、
是
よ
り
磯
部
村
に
至
る
道
あ
り

と
述
べ
て
い
ま
す
。

七
、
佐
美
長
神
社
１

―
御
鎮
座
の
由
来
―

伊
雜
宮
の
南
約
八
百
メ
ー
ト
ル
の
地
に
鎮
座
し
、
大
歳
社
ま
た
は
穂
落
社
と
も
称
え
ら
れ
ま

す
。
命
世
記
に
よ
る
と
、
命
が
志
摩
国
を
巡
行
さ
れ
、
や
が
て
鳥
の
鳴
く
声
高
く
聞
こ
え
て
夜

昼
止
ま
な
い
の
で
、
不
思
議
な
こ
と
だ
と
お
思
い
に
な
り
、
大
幡
主
命
と
舎
人
紀
麻
呂
良
に
見

に
行
か
せ
る
と
、
葦
原
の
中
に
一
株
の
稲
が
生
え
て
お
り
、
根
本
は
一
本
で
穂
が
千
穂
に
も
分

か
れ
て
茂
っ
て
い
ま
し
た
。
一
羽
の
真
名
鶴
が
そ
の
穂
を
咥
え
て
飛
び
な
が
ら
鳴
い
て
い
る
の

を
発
見
し
、
こ
の
鶴
を
大
歳
神
（
五
穀
の
神
）
と
崇
め
て
、
こ
の
地
に
お
祭
り
し
た
と
言
い
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
土
地
の
人
々
は
今
も
地
主
の
神
と
崇
め
、
地
鎮
・
方
除
等
の
信
仰
が
あ
り

ま
す
。
な
お
同
社
の
御
前
に
小
祠
四
社
の
佐
美
長
御
前
神
社
が
お
祭
り
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
真
名
鶴
は
古
く
は
食
用
と
さ
れ
た
記
録
も
あ
り
、
松
木
時
彦
氏
の
『
神
都
百
物
語
』
に

よ
れ
ば
、
江
戸
幕
府
に
お
い
て
将
軍
が
狩
猟
し
た
鶴
を
毎
年
八
月
下
旬
に
朝
廷
へ
献
上
し
て
い

た
よ
う
で
、
真
名
鶴
は
将
軍
以
外
の
何
人
も
猟
は
厳
禁
さ
れ
て
お
り
、
此
を
犯
し
た
者
は
処
罰

さ
れ
た
と
い
い
ま
す
。
そ
う
は
い
っ
て
も
公
然
と
し
た
狩
猟
や
飼
養
の
禁
令
が
出
さ
れ
て
い
た

わ
け
で
は
な
く
、
妄
り
に
制
裁
を
加
え
る
こ
と
も
困
難
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
各
国
郡
の
統
治
者

の
悩
み
の
種
で
鶴
殿
敬
遠
主
義
を
と
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
真
名
鶴
は
稀
少
価
値
の
鳥
と

は
い
え
ず
、
田
畑
で
も
見
ら
れ
る
身
近
な
鳥
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

さ
て
儀
式
帳
に
は
「
佐
美
長
神
社
」
と
あ
り
、
こ
れ
が
史
料
上
の
初
見
で
す
。
但
し
神
宮
文

庫
所
蔵
一
門
七
一
九
号
他
、
儀
式
帳
の
写
本
中
に
は
「
佐
美
良
神
社
」
と
記
す
も
の
が
あ
り
、

中
川
経
雅
の
『
大
神
宮
儀
式
解
』
や
薗
田
守
良
の
『
神
宮
典
略
』
で
は
「
佐
美
良
神
社
」
を
と
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
後
の
史
料
で
は
、『
伊
雜
宮
遷
宮
記
』
所
引
の
康
永
三
年
（
一
三
四
四
）
六

月
二
十
四
日
「
伊
雜
宮
御
遷
宮
御
装
束
御
神
宝
等
事
」
に
儀
式
帳
と
ほ
ぼ
同
文
の
記
事
が
み
ら

れ
ま
す
。
こ
の
康
永
三
年
の
記
事
に
は
、
儀
式
帳
の
年
中
行
事
月
行
事
と
同
じ
「
佐
美
長
神
社
」

と
み
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
儀
式
帳
の
記
載
は
、
伊
雜
宮
記
事
の
後
に
遷
宮
と
は
全
く
関
係
の

な
い
当
社
を
記
し
て
い
る
た
め
、
一
部
の
学
説
で
は
、
延
暦
二
十
三
年
（
八
〇
四
）
当
時
の
記

述
で
は
な
く
、
そ
の
後
の
追
記
と
み
な
し
て
い
ま
す
。
も
し
後
世
の
加
筆
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

皇
學
館
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
紀
要

第
二
号
（
平
成
二
十
八
年
三
月
）
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康
永
以
前
の
追
記
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
真
偽
の
程
は
定
か
で
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
守

良
も
『
神
宮
典
略
』
で
太
神
宮
式
や
建
久
元
年
（
一
一
九
〇
）
の
第
二
十
七
回
遷
宮
の
記
録
『
建

久
元
年
内
宮
遷
宮
記
』
他
遷
宮
記
に
社
名
が
見
ら
れ
な
い
の
で
、
社
名
、
地
名
、
祭
神
名
の
い

ず
れ
も
不
明
と
し
て
い
ま
す
。

現
存
す
る
殆
ど
の
史
料
で
は
「
大
歳
神
社
」
と
あ
り
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
に
旧
称
の

「
佐
美
長
神
社
」
に
復
さ
れ
る
ま
で
、
大
歳
神
社
と
称
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
近
世
に
は
大

歳
宮
と
宮
号
を
以
て
呼
ば
れ
、
穂
落
社
（
宮
）
と
も
別
称
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

大
歳
神
は
、
命
世
記
に
「
彼
の
鶴
の
真
の
鳥
を
号
づ
け
て
大
歳
神
と
称
す
。
同
処
に
祝
い
宛

て
奉
る
也
」
と
あ
る
も
の
で
、『
安
貞
二
年
内
宮
遷
宮
記
』
に
「
次
に
坤
の
方
に
向
い
て
大
歳

御
社
を
神
拝
し
畢
る
」
と
あ
る
の
が
、
年
紀
を
も
つ
現
存
史
料
の
初
見
で
す
。
た
だ
し
命
世
記

で
は
、伊
雜
宮
と
同
じ
場
所
で
祭
っ
た
と
あ
る
の
に
対
し
て
、『
安
貞
二
年
遷
宮
記
』で
は
坤（
南

西
）
の
方
に
向
か
っ
て
神
拝
（
遙
拝
）
し
た
と
、
つ
ま
り
方
角
的
に
現
在
地
に
比
定
で
き
る
場

所
を
示
唆
し
て
い
ま
す
。
同
遷
宮
記
は
安
貞
二
年
（
一
二
二
八
）
当
時
の
八
ṙ
宜
で
あ
っ
た
満

忠
神
主
が
作
成
し
た
信
憑
性
の
高
い
記
録
で
す
の
で
、
少
な
く
と
も
中
世
の
頃
に
は
大
歳
神
社

は
現
在
地
に
鎮
座
し
て
い
た
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

八
、
佐
美
長
神
社
2

―
大
歳
神
社
―

建
久
三
年
（
一
一
九
二
）
に
荒
木
田
（
井
面
）
忠
仲
が
編
集
し
た
『
皇
太
神
宮
年
中
行
事
』

の
正
月
十
一
日
の
旬
神
拝
の
条
に
「
大
歳
御
前
」
と
あ
り
、
ま
た
六
月
二
十
五
日
の
伊
雜
宮
祭

の
条
に
「
次
又
大
歳
拝
」
さ
ら
に
翌
二
十
六
日
早
旦
に
「
大
歳
御
前
に
参
神
拝
」
と
あ
り
ま
す
。

し
か
し
同
年
中
行
事
は
寛
正
五
年
（
一
四
六
四
）
に
荒
木
田
（
藤
波
）
氏
経
が
加
筆
し
た
室
町
中

期
の
行
事
が
全
体
の
所
々
に
挿
入
さ
れ
て
お
り
、
鎌
倉
初
期
の
行
事
と
室
町
中
期
の
行
事
と
を

文
章
中
か
ら
識
別
す
る
の
は
極
め
て
困
難
な
こ
と
で
す
。
守
良
は
鎌
倉
時
代
編
集
の
『
神
宮
雑

例
集
』
な
ど
に
「
大
歳
」
の
記
録
が
み
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
い
ず
れ
も
建
久
当
時
の
も
の
で

は
な
く
、
寛
正
の
頃
の
行
事
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。
慥
か
に
六
月
の
二
つ
の
記
事
は
氏

経
の
改
補
に
よ
る
も
の
で
し
ょ
う
が
、
神
宮
文
庫
に
伝
わ
る
写
本
を
校
合
し
た
と
こ
ろ
、
書
誌

学
的
観
点
か
ら
正
月
十
一
日
の
旬
神
拝
の
記
事
は
忠
仲
の
当
初
の
記
録
で
は
な
い
か
、
つ
ま
り

鎌
倉
初
期
に
は
「
大
歳
神
社
」
の
社
名
が
使
用
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
私
は
考
え
ま
す
。

ま
た
当
社
は
神
名
式
の
志
摩
国
答
志
郡
条
に
み
え
る
「
同
じ
き
嶋
に
坐
す
神
乎
多
乃
御
子
神

社
」
に
相
当
す
る
と
す
る
説
が
あ
り
ま
す
。
現
在
佐
美
長
神
社
の
北
側
に
小
字
「
小
田
」
が
あ

り
、
社
名
中
の
「
乎
多
」
に
相
応
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
説
は
説
得
力
が
あ
り
ま
し
ょ
う
。
恐

ら
く
、
志
摩
国
側
で
は
同
嶋
坐
神
乎
多
乃
御
子
神
社
と
呼
び
、
内
宮
側
で
は
佐
美
長
神
社
、
地

元
神
人
た
ち
は
命
世
記
の
伝
承
に
従
い
大
歳
神
社
と
称
し
た
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。『
磯
部
町

史
』
に
よ
る
と
、
儀
式
帳
が
大
歳
神
社
と
記
さ
ず
、
佐
美
長
神
社
と
記
し
た
こ
と
は
、
儀
式
帳

内
に
別
に
大
歳
神
社
（
小
朝
熊
神
社
）
を
掲
出
し
て
お
り
、
そ
の
混
乱
を
避
け
る
た
め
で
、
実

際
は
内
宮
側
神
職
も
祭
神
名
で
称
す
る
地
元
神
人
の
唱
え
る
社
名
に
従
っ
て
い
っ
た
も
の
と
解

説
し
て
い
ま
す
。

な
お
先
程
紹
介
し
ま
し
た
が
、
江
戸
初
期
に
は
、
地
元
の
神
人
た
ち
は
伊
雜
宮
を
尊
貴
な
ら

し
め
よ
う
と
す
る
中
（
こ
れ
を
寛
文
事
件
ま
た
は
延
宝
事
件
と
い
う
）
で
、
当
社
を
高
宮
・
飯
井
宮
・

飯
野
高
宮
・
猿
田
彦
宮
な
ど
と
称
し
、
荒
祭
宮
に
偽
そ
う
と
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
社
格

は
神
名
式
で
は
小
社
で
あ
り
、
宝
暦
九
年
（
一
七
五
九
）
十
月
に
山
田
奉
行
水
野
甲
斐
守
仲
福

の
作
成
し
た
『
伊
勢
両
宮
別
宮
摂
末
社
』
で
は
内
宮
末
社
と
み
え
ま
す
が
、
現
在
で
は
伊
雜
宮

の
所
管
社
と
な
っ
て
い
ま
す
。

御
祭
神
は
『
倭
姫
命
世
記
』
に
大
歳
神
と
記
し
て
い
ま
す
が
、
一
説
に
よ
れ
ば
、
天
牟
羅
雲

命
の
神
裔
玉
柱
屋
姫
命
の
子
孫
伊
佐
波
登
美
命
及
び
そ
の
子
孫
の
霊
を
当
社
及
び
御
前
社
に
奉

祀
す
る
と
さ
れ
ま
す
。
磯
部
世
古
氏
が
所
蔵
す
る
室
町
時
代
の
古
文
書
に
当
社
の
御
神
体
を
御

前
社
に
奉
遷
す
る
記
事
が
み
え
る
こ
と
か
ら
、
御
前
社
も
今
日
の
よ
う
な
小
祠
で
は
な
か
っ
た

と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
虎
尾
俊
哉
氏
は
「
粟
島
神
の
御
子
神
で
あ
る
神
田
の
土
地
神
と
で
も

い
う
べ
き
か
」
と
考
証
さ
れ
て
い
ま
す
（『
延
喜
式
上
』
集
英
社
・
平
成
十
二
年
五
月
刊
）。

当
社
は
も
と
磯
部
郷
民
の
私
営
で
あ
り
ま
し
た
が
、
寛
文
中
の
伊
雜
宮
再
興
の
時
よ
り
公
営

別
宮
遷
宮
の
歴
史
に
つ
い
て
（
音
羽
）
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に
属
し
、
式
年
毎
に
造
替
の
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
た
だ
御
前
社
の
み
は
こ
れ
に
漏
れ
、
明
治

二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
以
後
、
当
社
の
造
替
並
び
に
御
前
社
の
修
繕
を
造
神
宮
使
庁
に
お
い

て
担
当
す
る
こ
と
と
な
り
、
そ
し
て
今
日
に
至
り
ま
す
。

九
、
伝
説
の
伊
雜
宮
連
理
樹

か
つ
て
伊
雜
宮
の
宮
域
に
は
「
ま
が
り
楠
」
と
「
連
理
椿
」
と
呼
ば
れ
た
伝
説
の
名
木
が
あ

り
ま
し
た
。
承
応
三
年
（
一
六
五
四
）
八
月
二
十
八
日
付
で
時
の
祭
主
大
中
臣
（
河
辺
）
定
長

が
朝
廷
に
奏
聞
し
た
『
連
理
樹
奏
聞
状
并
勘
例
』（
増
補
大
神
宮
叢
書
21
『
二
宮
叢
典
中
篇
』
所
収
・

吉
川
弘
文
館
・
平
成
二
十
六
年
一
月
刊
）
に
よ
る
と
、「
ま
が
り
楠
」
は
古
く
は
神
木
と
扱
わ
れ
て

い
た
よ
う
で
、
北
と
南
と
に
分
か
れ
て
い
て
、
南
の
方
の
一
本
の
枝
が
さ
ら
に
四
方
八
方
幾
重

に
も
広
が
り
、
地
を
這
う
よ
う
に
重
な
り
合
い
、
枝
と
枝
と
の
囲
み
が
で
き
、
枝
葉
を
蔓
延
ら

せ
な
が
ら
、
先
で
は
ま
た
北
の
枝
の
一
本
と
接
合
し
一
木
と
し
て
茂
っ
て
い
る
大
楠
で
あ
り
ま

し
た
。
さ
ら
に
こ
の
大
楠
の
側
で
二
株
の
椿
が
空
間
で
互
い
に
接
合
し
、
一
樹
と
な
っ
た
「
連

理
椿
」
も
存
在
し
て
い
ま
し
た
。

往
古
、
連
理
樹
が
吉
兆
と
さ
れ
た
風
習
は
、『
延
喜
治
部
省
式
』
の
「
祥
瑞
」
の
段
に
「
木

連
理
」
が
下
瑞
で
あ
る
旨
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
理
解
で
き
ま
す
。
こ
の
祥
瑞
連
理
樹

は
、
不
思
議
な
こ
と
に
今
は
い
ず
れ
も
存
在
し
ま
せ
ん
。
枯
れ
て
し
ま
っ
た
の
か
、
い
つ
絶
え

た
の
か
、
ま
た
宮
域
の
ど
の
場
所
に
立
っ
て
い
た
の
か
不
明
で
あ
り
ま
す
。
も
し
今
も
残
っ
て

い
た
ら
、
大
変
な
話
題
を
呼
ん
で
い
た
で
し
ょ
う
。

第
四
章

風
日
祈
宮
・
風
宮
の
歴
史

一
、
風
の
神
と
は

風か
ざ

日ひ
の

祈み
の

宮み
や

は
皇
大
神
宮
（
内
宮
）
の
西
南
島
路
川
（
五
十
鈴
川
支
流
）
の
南
岸
に
在
っ
て
、

級し

長な

津つ

彦
命

ひ
こ
の
み
こ
と・

級し

長な

戸と

辺べ
の

命み
こ
と

男
女
二
神
を
奉
斎
す
る
お
宮
で
す
。
儀
式
帳
の
「
月
例
四
月

十
四
日
条
」
に
「
風
神
社
」
と
あ
り
、
太
神
宮
式
に
も

凡お
よ

そ
毎
年
七
月
に
、
日
祈

ひ
の
み

の
内う

ち

人ん
ど

、
風
雨
を
祈
り
平む

け
ん
が
た
め
に
須も

ち

う
る
と
こ
ろ
の
絹

四
丈
（
中
略
）
風
神
已
上
十
座
に
各
三
尺
（
原
漢
文
）

と
見
え
ま
す
。
現
行
は
内
宮
の
別
宮
十
所
の
う
ち
の
一
宮
で
あ
り
、
恒
例
祭
並
び
に
臨
時
祭
の

官
幣
奉
納
の
儀
は
全
て
内
宮
に
準
じ
て
い
ま
す
。

そ
も
そ
も
当
宮
の
神
系
は
養
老
四
年
（
七
二
〇
）
編
纂
の
『
日
本
書
紀
』
に

伊
弉
諾
尊
、
伊
弉
冉
尊
と
共
に
大
八
洲
国
を
生
み
、
し
か
る
後
に
伊
弉
諾
尊
曰
く
、「
我

が
生
む
所
の
国
は
朝
霧
有
り
て
薫
満
か
な
。
す
な
わ
ち
吹
撥
の
気
化
神
と
な
す
、
号
け
て

級
長
戸
辺
命
と
曰
ふ
。
亦
級
長
津
彦
命
と
曰
ふ
。
是
風
神
也
（
原
漢
文
）

と
あ
っ
て
、
伊
弉
諾
尊
の
御
子
神
で
あ
り
、
風
神
と
し
て
の
崇
敬
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
神
名

式
に
お
い
て
は
、平
群
郡
の
条
下
に「
竜
田
坐
天
御
柱
国
御
柱
神
社
二
座（
並
名
神
大
月
次
新
嘗
）」

と
見
え
ま
す
。
ま
た
奈
良
時
代
の
行
政
法
・
民
法
で
あ
る
養
老
令
を
官
撰
に
て
注
釈
し
た
『
令

義
解
』
孟
夏
の
条
に
よ
れ
ば
、
大
和
朝
廷
に
お
い
て
風
神
は
穀
物
の
成
熟
を
つ
か
さ
ど
る
神
徳

の
故
に
、
広
瀬
神
社
と
共
に
早
く
よ
り
天
御
柱
神
・
国
御
柱
神
と
称
え
て
大
和
の
平
群
郡
の
龍

田
神
社
に
鎮
祭
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
祭
祀
は
い
わ
ゆ
る
風
神
祭
と
し
て
国
家
の
常
祀
に
列

せ
し
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
巻
八
の
『
延
喜
祝
詞
式
』「
竜
田
風
神
祭
」
に
よ
れ
ば
、

荒
天
の
神
、
暴
風
神
的
の
神
性
が
示
さ
れ
て
い
る
た
め
、
御み

か

巫な
ぎ

清き
よ

勇た
け

氏
は
『
延
喜
式
祝
詞
教
本
』

（
神
社
新
報
社
・
昭
和
三
十
四
年
四
月
刊
）
で
級
長
津
彦
命
・
級
長
戸
辺
命
と
は
別
の
神
で
あ
る
と

解
釈
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
江
戸
後
期
の
内
宮
ṙ
宜
荒
木
田
（
中
川
）
経
雅
は
『
大
神
宮
儀
式
解
』
に
お
い
て
「
此

二
神
は
大
和
国
龍
田
に
祭
り
」
と
し
、「
天
御
柱
国
御
柱
と
称
へ
奉
る
と
い
へ
り
」
と
同
神
を

示
唆
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
呼
応
し
て
か
、
阪
本
広
太
郎
氏
は
『
神
宮
祭
祀
概
説
』
に
お
い
て

同
神
と
見
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

皇
學
館
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
紀
要

第
二
号
（
平
成
二
十
八
年
三
月
）
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二
、
風
神
社
の
創
立

当
宮
の
創
立
の
年
代
は
神
宮
文
庫
に
伝
わ
る
『
元
禄
勘
文
』
に
「
倭
姫
内
親
王
祭
祝
」
と
載

せ
て
い
る
の
み
で
、
儀
式
帳
及
び
太
神
宮
式
に
は
創
祀
に
つ
い
て
は
伝
え
て
い
ま
せ
ん
が
、
儀

式
帳
に
よ
れ
ば
、
平
安
草
創
期
の
延
暦
時
代
、
既
に
内
宮
職
掌
人
と
し
て
日
祈
内
人
と
笠
縫
内

人
が
い
ま
し
た
。
当
時
は
四
月
十
四
日
に
笠
縫
内
人
が
皇
大
神
宮
、
荒
祭
宮
を
は
じ
め
一
四
の

宮
社
に
御
簑
と
御
笠
を
供
進
し
て
風
雨
の
順
調
を
祈
り
ま
し
た
。
ま
た
日
祈
内
人
が
七
月
・
八

月
の
両
月
に
亘
っ
て
朝
夕
日
毎
に
祈
申
し
て
い
ま
し
た
。
七
月
一
日
に
は
大註

１

神
宮
司
の
幣
帛
を

受
け
て
内
宮
の
ṙ
宜
が
日
祈
内
人
を
率
い
て
一
日
か
ら
三
十
日
ま
で
連
日
、
朝
に
夕
に
風
雨
旱

魃
の
災
い
が
な
い
よ
う
に
と
お
祈
り
す
る
神
事
が
行
わ
れ
、
八
月
に
も
風
雨
の
災
禍
な
き
よ
う

祈
願
を
捧
げ
た
と
い
う
こ
と
が
同
書
に
見
え
て
い
ま
す
。
そ
の
祭
場
は
お
そ
ら
く
こ
の
風
神
の

社
で
、
二
ヶ
月
、
日
祈
内
人
は
専
ら
級
長
津
彦
命
と
級
長
戸
辺
命
の
祭
祀
を
掌
っ
た
の
で
し
ょ

う
。
ま
た
太
神
宮
式
に
よ
れ
ば
、期
間
が
集
約
さ
れ
て
七
月
中
の
神
事
と
限
定
さ
れ
ま
し
た
が
、

風
雨
を
祈
願
す
る
十
座
の
神
の
中
に
風
神
の
名
が
載
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
井
面
忠
仲
の
『
皇
太
神
宮
年
中
行
事
』
に
よ
れ
ば
、
四
月
十
四
日
の
風
日
祈
祭
礼
を

御
笠
神
事
と
称
し
ま
し
た
。
そ
し
て
日
祈
内
人
の
神
事
は
、
平
安
初
期
の
二
ヶ
月
間
、
同
中
期

の
一
ヶ
月
間
か
ら
大
幅
に
短
縮
と
な
り
、七
月
四
日
の
一
日
の
み
の
行
事
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

同
年
中
行
事
に
は
、
七
月
四
日
風
日
祈
の
神
態
と
し
て
柏か

し
わ

流な
が
し

神し
ん

事じ

が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
柏
流
神
事
は
風
神
に
豊
饒
を
祈
る
お
祭
り
で
、
昭
和
四
年
の
第
五
十
八
回
式
年
遷
宮
を
迎
え

て
出
版
さ
れ
た
『
神
宮
要
綱
』
風
日
祈
祭
の
条
に

又
中
世
以
来
こ
の
七
月
の
神
事
を
柏
流
と
称
す
る
こ
と
あ
り
。
度
会
行
忠
の
神
名
秘
書

に
、
柏
葉
を
流
し
以
て
年
の
豊
凶
を
卜
せ
し
と
云
ふ
も
、
其
の
縁
由
詳
か
な
ら
ざ
る
の
み

な
ら
ず
、
又
そ
の
行
事
一
も
史
籍
に
徴
す
べ
き
も
の
な
し

と
記
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
初
見
は
鎌
倉
初
期
編
集
の
『
皇
太
神
宮
年
中
行
事
』
で
す
。
ま
た

寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）
に
外
宮
権
ṙ
宜
度わ

た

会ら
い

（
久く

志し

本も
と

）
常つ

ね

彰あ
き
ら

が
著
し
た
『
斎
居
通
』
に
は

七
月
四
日
両
宮
共
に
風
宮
の
神
事
あ
り
、
風
雨
静
に
し
て
秋
穀
の
豊
な
ら
ん
こ
と
を
祈
る

の
神
事
に
て
、
又
柏
流
の
神
事
と
も
云
ふ
、（
中
略
）
按
に
古
昔
は
柏
を
水
に
流
し
、
年

の
豊
凶
を
占
し
事
有
し
な
る
べ
し
、
今
は
無
し

と
記
さ
れ
、
室
町
初
期
の
記
録
『
明
徳
記
』
に

三み

角つ
の

柏が
し
わ

の
盃
と
て
（
中
略
）
柏
葉
浪
の
上
に
刈
落
す
。
神
杯
に
成
る
べ
き
は
必
ず
浮
く
、

そ
の
器
に
当
ら
ざ
る
は
、
悉

こ
と
ご
とく

沈
て
水
屑
と
な
る
。
そ
の
故
を
以
て
神
盃
を
占
ふ
な
り
。

こ
れ
を
柏
の
神
事
と
号
す

と
あ
り
ま
す
。
儀
式
帳
及
び
太
神
宮
式
に
は
記
載
の
な
い
神
事
で
す
の
で
、
古
代
に
お
い
て
執

り
行
わ
れ
て
い
た
か
不
明
で
す
。
ち
な
み
に
薗
田
守
良
は
典
略
に
お
い
て
、
吉
凶
を
占
う
こ
の

神
事
が
、
い
つ
の
頃
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
か
、
そ
の
例
は
知
ら
な
い
と
言
及
し
て
い
ま
す
。
鎌

倉
時
代
に
な
っ
て
特
殊
神
事
と
し
て
固
定
化
し
、内
宮
の
風
社
で
三
角
柏
の
葉
を
五
十
鈴
川（
現

在
の
島
路
川
）
に
流
し
て
豊
凶
を
占
っ
て
い
た
が
（『
神
名
秘
書
』
に
よ
れ
ば
、
外
宮
で
も
風
神
社

の
柏
流
の
記
録
を
確
認
で
き
る
）、
近
世
の
頃
に
は
絶
え
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
で
き
ま
す
。

な
お
「
風
日
祈
祭
」
の
名
は
、
鎌
倉
初
期
の
編
集
と
さ
れ
る
『
神じ

ん

宮ぐ
う

雑ぞ
う

例れ
い

集し
ゆ
う

』
に
は
じ
め

て
登
場
し
ま
す
。
鎌
倉
初
期
に
な
っ
て
風
社
の
祭
礼
が
神
宮
の
年
中
行
事
に
特
に
掲
記
さ
れ
る

わ
け
で
す
か
ら
、
中
世
に
入
っ
て
本
社
の
神
格
が
殊
更
高
め
ら
れ
た
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
さ
ら

に
こ
の
時
代
に
お
い
て
著
し
く
風
社
の
霊
験
説
が
広
く
世
上
に
流
布
さ
れ
て
、
本
社
は
単
に
風

雨
祈
願
の
対
象
神
に
留
ま
ら
ず
、
大
神
宮
の
神
威
を
代
表
的
に
顕
し
給
う
霊
社
で
あ
る
と
の
信

仰
が
一
般
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
前
章
で
紹
介
し
た
『
東
大
寺
衆し

ゆ

徒と

参

詣
伊
勢
大
神
宮
記
』
の
内
容
か
ら
理
解
で
き
る
こ
と
で
す
。

三
、
重
源
と
東
大
寺
衆
徒

治
承
四
年
（
一
一
八
〇
）
十
二
月
二
十
八
日
、
奈
良
の
東
大
寺
及
び
興
福
寺
は
、
平
重
衡
率

い
る
平
家
の
軍
勢
の
火
攻
め
に
遭
い
、
諸
堂
舎
の
多
く
が
灰か

い

燼じ
ん

に
帰
し
ま
し
た
。
歴
史
上
知
ら

れ
た
南
都
の
焼
き
討
ち
で
す
。
東
大
寺
造
営
勧
進
の
宣
旨
が
俊
乗
房
重
源
に
下
さ
れ
、
神
宮
を

信
仰
し
て
い
た
重
源
を
願
主
と
し
て
文
治
二
年
（
一
一
八
六
）
四
月
、
東
大
寺
の
僧
綱
以
下

別
宮
遷
宮
の
歴
史
に
つ
い
て
（
音
羽
）
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六
〇
名
が
内
外
両
宮
を
参
拝
し
、
大
般
若
経
の
供
養
を
盛
大
に
営
み
ま
し
た
。
東
大
寺
衆
徒
は

都
合
三
度
参
宮
を
致
し
ま
す
が
、
三
度
目
の
建
久
六
年
（
一
一
九
五
）
四
月
十
七
日
に
外
宮
、

十
八
日
に
内
宮
で
大
仏
殿
供
養
の
法
楽
（
神
に
対
し
て
大
般
若
経
を
転
読
す
る
仏
式
の
法
要
）
が
営

ま
れ
ま
し
た
。
こ
の
と
き
聖
人
（
上
人
）
が
坐
禅
を
組
み
眠
っ
て
い
る
と
、
夢
の
中
に
止
ん
事

無
き
貴
女
が
現
れ
て
、
そ
の
貴
女
か
ら
水す

い

精し
よ
う

（
晶
）
の
紅
白
珠
二
顆
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

聖
人
が
誰
人
か
尋
ね
る
と
、「
吾
は
風
宮
で
あ
る
」
と
答
え
ま
し
た
。
夢
か
ら
覚
め
る
と
、
果

た
し
て
そ
の
二
つ
の
珠
が
袖
の
上
に
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
珠
は
「
火ひ

と

執り
の

珠た
ま

」「
水
取
珠

み
ず
と
り
の
た
ま

」
と
名

付
け
ら
れ
ま
し
た
。
赤
珠
で
あ
る
「
火
執
珠
」
は
瑪め

瑙の
う

、
白
珠
で
あ
る
「
水
取
珠
」
は
石
英
質

の
水
晶
に
間
違
い
な
い
で
し
ょ
う
。
こ
の
二
顆
の
宝
珠
に
よ
り
、
重
源
は
造
寺
の
大
願
を
成
就

で
き
た
よ
う
で
す
が
、『
伊
勢
市
史
』
中
世
編
に
よ
れ
ば
、
通
説
を
否
定
し
、「
風
宮
」
か
ら
宝

珠
を
授
か
っ
た
の
は
両
宮
の
法
楽
導
師
を
務
め
た
解げ

脱だ
つ

上
人

し
よ
う
に
ん

貞
慶

じ
よ
う
け
い

（
藤
原
通
憲
〈
信
西
〉
の
孫
。

奈
良
の
興
福
寺
で
法
相
宗
を
学
び
、
京
都
の
笠
置
寺
及
び
海
住
山
寺
で
供
養
導
師
な
ど
を
務
め
る
）
と

解
説
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
重
源
の
生
涯
の
事
蹟
を
記
し
た
建
仁
三
年
（
一
二
〇
三
）
の
記

録
『
南
無
阿
弥
陀
仏
作
善
集
』
に
大
般
若
六
部
（
内
宮
三
部
・
外
宮
三
部
）
を
三
度
供
養
し
た

と
い
う
記
録
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
重
源
生
前
の
書
物
で
あ
り
、
彼
が
大
坂
の
狭
山
池
を
改
修

し
た
翌
年
に
恐
ら
く
弟
子
が
纏
め
た
記
録
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
こ
こ
に
重
源
の
治
績
と
し
て
挙

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
『
吾
妻
鏡
』
建
久
六
年
（
一
一
九
五
）
三
月
十
二
日
条
の
東
大
寺
供

養
の
記
事
中
、
文
治
元
年
（
一
一
八
五
）
八
月
十
八
日
の
回
想
も
み
ら
れ
、
上
人
が
風
社
の
神

か
ら
二
顆
の
宝
珠
を
授
か
り
ま
す
。
前
後
の
文
意
か
ら
重
源
上
人
と
読
み
取
れ
ま
す
。
こ
の
時

そ
の
宝
珠
は
東
大
寺
の
重
宝
と
し
て
勅
封
蔵
（
現
在
の
正
倉
院
）
に
納
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。『
吾
妻
鏡
』
と
『
東
大
寺
衆
徒
参
詣
伊
勢
大
神
宮
記
』
と
で
は
一
〇
年
の
差
異

が
あ
り
、
一
三
世
紀
半
ば
以
降
に
編
集
さ
れ
た
『
吾
妻
鏡
』
に
年
次
の
混
乱
・
誤
記
が
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
い
ず
れ
に
し
ろ
以
上
三
つ
の
文
献
の
内
容
か
ら
東
大
寺
建
立
勧
進
の
願

主
で
あ
る
重
源
が
「
風
宮
」
か
ら
直
接
授
与
さ
れ
た
と
考
え
る
方
が
自
然
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

東
大
寺
の
再
建
に
は
源
頼
朝
が
大
檀
越
と
し
て
そ
の
事
業
に
合
力
し
て
い
ま
す
が
、『
東
大

寺
衆
徒
参
詣
伊
勢
大
神
宮
記
』
は
風
社
の
神
威
が
発
揚
さ
れ
た
こ
と
を
伝
え
る
最
古
の
貴
重
史

料
で
す
。
太
神
宮
式
に
毎
年
七
月
の
例
祭
が
記
載
さ
れ
て
い
る
ほ
ど
、
霊
験
あ
ら
た
か
な
風
社

で
は
あ
り
ま
す
が
、
実
は
朝
廷
直
属
の
官
社
（
神
ᷫ
官
の
神
名
帳
に
記
載
さ
れ
、
国
家
か
ら
の
幣
帛

を
受
け
る
神
社
）
で
は
な
い
未
官
帳
の
社
格
で
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
同
参
詣
記
の
文
中
に
、

宮
号
を
受
け
て
い
な
い
社
が
「
風
宮
」
と
記
さ
れ
て
い
る
く
ら
い
で
す
か
ら
、
古
代
末
か
ら
中

世
草
創
期
に
か
け
て
既
に
神
宮
所
管
の
諸
社
と
は
抜
き
ん
出
た
待
遇
が
あ
っ
た
こ
と
が
察
せ
ら

れ
ま
す
。
そ
れ
は
『
吾
妻
鏡
』
の
次
の
文
章
か
ら
も
窺
い
知
れ
ま
す
。
文
治
三
年
正
月
二
十
日

条
に

合
鹿
大
夫
光
生
御
使
と
し
て
、太
神
宮
に
奉
幣
せ
ん
為
伊
勢
国
へ
進
発
す
、神
馬
八
匹（
内

外
宮
分
各
々
二
匹
、
風
荒
祭
伊
雜
瀧
原
各
々
一
匹
）

と
あ
り
、源
頼
朝
が
大
神
宮
に
神
馬
八
匹
を
献
じ
た
の
で
す
が
、そ
の
時
の
宮
社
名
の
中
に「
風
」

と
あ
る
の
で
、
内
宮
の
風
社
に
奉
っ
た
も
の
と
先
学
は
解
し
て
い
ま
す
。
た
だ
そ
の
時
の
取
次

人
は
度
会
光
生
と
い
う
外
宮
の
権
ṙ
宜
（
江
戸
後
期
に
足
代
弘
訓
等
に
よ
り
編
集
さ
れ
た
『
考
訂
度

会
系
図
』
に
よ
る
）
で
あ
り
ま
す
の
で
、
外
宮
の
風
社
を
指
し
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ち
な
み
に
平
安
後
期
か
ら
江
戸
初
期
に
か
け
て
外
宮
ṙ
宜
檜
垣
兵
庫
家
に
伝
わ
っ
た
『
鏑

か
ぶ
ら

矢や

伊い

勢せ

宮み
や

方が
た

記き

』
に
よ
れ
ば
、
外
宮
の
風
社
は
朝
明
郡
（
現
在
の
四
日
市
北
部
）
に
岩
田
御
薗
（
七

月
四
日
の
風
日
祈
神
事
料
等
を
納
め
て
い
た
）
を
所
領
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
、
中
世
の
頃
に

は
遠
方
地
に
も
外
宮
の
風
社
の
信
仰
が
広
ま
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
意
味
で
は
外

宮
の
風
社
と
見
な
す
方
が
説
得
力
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

い
ず
れ
に
し
ろ
鎌
倉
幕
府
は
、
両
正
宮
に
序
で
わ
ざ
わ
ざ
荒
祭
・
伊
雜
・
瀧
原
の
上
に
列
し

て
風
社
の
名
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
荒
祭
宮
以
下
の
別
宮
と
同
列
か
、い
や
む
し
ろ
そ
れ
以
上
に
、

こ
れ
は
神
馬
を
風
神
に
捧
げ
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
事
例
で
あ
り
、
こ
う
い
う
特
別
の
機
能
神

に
対
し
て
、
並
々
な
ら
ぬ
崇
敬
が
あ
っ
た
、
そ
の
一
例
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

皇
學
館
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
紀
要

第
二
号
（
平
成
二
十
八
年
三
月
）
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四
、
通
海
と
叡
尊

文
永
・
弘
安
年
間
に
蒙
古
が
襲
来
し
て
、
我
が
国
開
闢
以
来
未
曾
有
の
国
難
に
際
し
、
朝
廷

は
し
ば
し
ば
公
卿
勅
使
（
三
位
以
上
の
高
位
高
官
の
貴
族
）
を
神
宮
に
派
遣
さ
れ
、
祭註

２

主
の
近
親

で
あ
る
京
都
醍
醐
寺
出
身
の
通
海
僧
正
も
ま
た
院
宣
を
奉
じ
て
伊
勢
に
下
り
、
法
楽
舎
（
現
在

の
内
宮
門
前
町
で
あ
る
、
お
は
ら
い
町
通
り
の
宇
治
中
之
切
町
に
あ
っ
た
）
に
お
い
て
御
祈
り
を
始

め
よ
う
と
し
た
の
で
す
が
、
そ
の
時
に
都
合
あ
っ
て
亀
山
上
皇
の
院
宣
を
手
に
し
な
か
っ
た
の

で
、
彼
は
正
宮
の
御
祈
を
始
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
風
社
に
祈
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。
通
海
は
大

神
宮
へ
の
祈
願
を
特
に
風
社
で
行
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
祭
神
級
長
戸
辺
命
を
以
て
伊
勢
の
国

土
神
た
る
伊
勢
津
彦
神
（『
伊
勢
国
風
土
記
逸
文
』
に
よ
れ
ば
、
初
代
神
武
天
皇
朝
に
天
日
別
命
が
熊

野
よ
り
伊
勢
に
入
り
、
在
地
の
伊
勢
津
彦
命
が
恭
順
を
示
す
）
と
な
し
、
古
風
土
記
に
み
ら
れ
る
こ

の
神
の
霊
験
を
讃
え
て

是
知
り
ぬ
、
風
神
を
仰
崇
せ
ら
れ
ば
、
日
月
い
よ
い
よ
照
臨
の
光
を
添
へ
、
国
土
安
寧
の

名
を
伝
む
者
歟か

と
記
し
、
ま
た

今
は
輔ほ

佐さ

の
神
と
し
て
内
外
の
社
壇
を
不
離
者
也

と
し
て
、
風
神
を
皇
大
御
神
の
補
佐
神
の
位
置
に
ま
で
昂
揚
さ
せ
、
風
神
に
独
断
で
祈
請
す
る

と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
弘
安
四
年
（
一
二
八
一
）
六
月
に
は
亀
山
上
皇
の
院
公
卿
勅
使

が
派
遣
さ
れ
、
宸
筆
の
御
願
文
が
奉
ら
れ
、
祭
主
と
共
に
神
宮
祠
官
も
異
国
降
伏
の
祈
祷
を
致

し
ま
し
た
。
七
月
七
日
に
は
、
内
宮
二
ṙ
宜
荒
木
田
（
納
米

な
じ
め

）
尚
良
、
外
宮
二
ṙ
宜
度
会
（
檜
垣
）

貞
尚
等
十
二
人
が
起
請
の
連
署
を
以
て
、
二
宮
の
末
社
風
社
の
宝
殿
が
鳴
動
し
た
奇
異
を
上
奏

致
し
ま
し
た
。
そ
し
て
閏
七
月
一
日
巽た

つ
み

方の
か
た

（
南
東
）
の
風
が
俄
に
起
こ
っ
て
海
上
鳴
動
し
、

霊
光
か
が
や
い
て
敵
の
大
軍
が
、
た
ち
ま
ち
漂
没
す
る
と
い
う
奇
蹟
が
現
れ
ま
し
た
。
通
海
は

『
太
神
宮
参
詣
記
』
に
お
い
て
、
こ
の
奇
瑞
こ
そ
風
社
の
冥
助
に
他
な
ら
な
い
と
指
摘
し
て
い

ま
す
。

ま
た
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
の
救
済
に
尽
力
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
西
大
寺
の
名
僧
思
円
房
叡え

い

尊ぞ
ん

も
三
度
神
宮
に
参
詣
し
て
い
ま
す
。『
性
海
比
丘
之
日
記
』（『
西
大
寺
叡
尊
伝
記
集
成
』
所
収
）

に
よ
れ
ば
、
そ
の
三
度
目
の
参
宮
に
あ
た
る
弘
安
三
年
（
一
二
八
〇
）
三
月
十
七
日
の
未
刻
（
午

後
一
時
～
三
時
）、
叡
尊
が
衆
徒
と
共
に
内
宮
を
参
詣
し
た
際
、
八
人
の
ṙ
宜
が
正
装
に
て
彼
等

を
出
迎
え
ま
し
た
。
正
宮
参
拝
後
、
続
い
て
風
社
（
原
文
に
は
「
風
宮
」
と
あ
る
）
を
参
拝
し
た

時
に
、
長
官
（
一
ṙ
宜
）
荒
木
田
（
家
田
）
延
季
が
、
こ
こ
「
風
宮
」
で
上
人
と
心
穏
や
か
に

面
談
し
た
い
と
申
し
出
て
き
ま
し
た
。
上
人
及
び
性
海
等
高
弟
五
名
の
み
が
残
る
と
、
一
ṙ
宜

と
八
ṙ
宜
荒
木
田
（
藤
波
）
氏
成
が
来
て
、
鳥
居
前
で
談
話
と
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
に
突
如
、

侍
従
と
称
す
る
女
人
が
現
れ
ま
し
た
。
一
ṙ
宜
は
、
こ
の
女
人
は
卜ぼ

く

筮ぜ
い

（
う
ら
な
い
）
に
長
け

て
い
る
、
も
し
不
審
な
こ
と
が
あ
れ
ば
尋
ね
て
み
ら
れ
よ
、
と
云
い
ま
し
た
。
上
人
は
、
こ
の

度
異
国
の
難
及
び
天
下
泰
平
・
仏
法
繁
昌
を
祈
る
た
め
に
参
宮
し
た
の
で
あ
る
が
、
果
た
し
て

こ
れ
が
神
慮
に
適
っ
て
所
願
を
成
就
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
頗す

こ
ぶる

煩
悶
し
て
い
る
と
答
え
ま
し

た
。
す
る
と
女
人
は
神
懸
か
っ
て
、
我
は
牟
山
神
で
、
君
（
天
照
大
神
）
の
命
を
奉
じ
て
神
の

お
告
げ
を
す
る
、
と
述
べ
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
叡
尊
集
団
の
国
家
鎮
護
の
御
願
に
よ
る
法
楽

を
心
か
ら
喜
ぶ
と
い
う
も
の
で
し
た
。
一
ṙ
宜
は
感
涙
を
禁
じ
得
な
か
っ
た
と
い
い
ま
す
。
ṙ

宜
連
中
が
風
社
前
で
内
宮
随
一
の
巫
女
を
叡
尊
に
引
き
合
わ
せ
た
の
は
、
そ
の
法
力
を
試
す
意

味
が
あ
っ
た
と
さ
れ
ま
す
が
（『
伊
勢
市
史
』
中
世
編
）、
結
局
叡
尊
の
祈
願
は
神
慮
に
適
う
も

の
で
あ
っ
た
こ
と
が
託
宣
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
ま
し
た
。

さ
て
私
が
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
中
世
の
頃
は
風
社
前
に
は
卜
筮
に
長
け
た
巫
女
が
い

た
と
い
う
こ
と
で
す
。
東
大
寺
の
重
源
に
紅
白
珠
を
授
け
た
止
ん
事
無
き
貴
女
は
風
宮
で
あ

る
、
と
先
に
解
説
し
ま
し
た
が
、
そ
の
正
体
は
風
神
の
神
託
を
垂
れ
る
巫
女
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
鎌
倉
当
時
は
ま
だ
五
十
鈴
川
橋
（
現
在
の
風
日
祈
宮
橋
）
は
架
か
っ
て
お
ら
ず
、

五
十
鈴
川
（
現
在
の
島
路
川
・『
瑞
垣
』
第
二
一
九
号
の
拙
論
「
五
十
鈴
川
の
歴
史
に
つ
い
て
」
を
参
照
）

に
置
き
石
を
列
べ
た
石
橋
を
渡
っ
て
風
社
を
行
き
来
（『
瑞
垣
』
第
二
一
七
号
の
拙
論
「
風
日
祈
宮

の
歴
史
に
つ
い
て
」
を
参
照
）
し
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
近
代
に
至
る
ま
で
は
、
風
社
の
対
岸

に
物
忌
（
童
女
）
が
籠
も
る
子
良
館
が
あ
り
ま
し
た
。
呪
術
を
有
し
た
巫
女
は
恐
ら
く
子
良
館

別
宮
遷
宮
の
歴
史
に
つ
い
て
（
音
羽
）
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に
居
住
し
た
女
性
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
風
社
前
に
お
い
て
子
良
館
の
巫
女
が
活
動
し
て
い
た
と

い
う
事
実
を
知
る
う
え
に
お
い
て
も
貴
重
史
料
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

五
、
宮
号
宣
言

通
海
が
『
太
神
宮
参
詣
記
』
を
著
し
た
の
は
、
弘
安
九
年
（
一
二
八
六
）
八
月
か
ら
翌
年
十

月
に
か
け
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
専
門
家
は
指
摘
し
て
い
ま
す
。
こ
の
時
点
で
は
ま
だ
通
海
自

身
が
宮
号
宣
下
さ
れ
て
い
な
い
と
文
中
に
記
し
て
お
り
、宮
号
を
有
し
て
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

両
宮
の
風
社
に
宮
号
が
宣
下
さ
れ
、
両
宮
多
年
に
亘
る
宿
願
を
果
た
し
晴
れ
て
官
社
に
列
せ
ら

れ
た
の
は
、
弘
安
の
役
か
ら
十
二
年
後
の
正
応
六
年
（
一
二
九
三
）
三
月
二
十
日
の
こ
と
で
あ

り
ま
し
た
。
両
宮
風
社
の
宮
号
は
い
ず
れ
も「
風
宮
」で
あ
り
ま
し
た
が
、内
宮
の
風
宮
に
至
っ

て
は
、
外
宮
と
区
別
す
る
た
め
「
風
日
祈
宮
」
の
名
称
が
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

こ
の
宮
号
に
よ
っ
て
神
殿
改
造
の
議
が
起
こ
り
、
そ
の
様
式
に
つ
い
て
神
宮
に
勅
問
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
、
嘉
元
二
年
（
一
三
〇
四
）
の
第
三
十
三
回
内
宮
式
年
遷
宮
に
際
し
て
、
い
よ
い

よ
神
殿
の
構
造
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
神
宝
と
飾
金
物
は
伊
雜
宮
に
、
御
装
束

は
伊
佐
奈
岐
宮
に
準
拠
し
て
、
男
女
両
親
の
御
料
が
調
進
さ
れ
ま
し
た
。『
皇
代
記
付
年
代
記
』

に
よ
れ
ば
、
明
徳
四
年
（
一
三
九
三
）
に
遷
宮
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
確
認
で
き
ま
す
が
、
そ
の

後
は
式
年
造
替
の
記
録
は
見
ら
れ
ず
、沙
門
乗
賢
が
か
つ
て
御み

裳も

濯す
そ

川が
わ（

現
在
の
五
十
鈴
川
本
流
）

に
大
橋
（
現
在
の
宇
治
橋
・『
瑞
垣
』
第
二
一
三
号
拙
論
「
宇
治
の
大
橋
の
架
橋
に
つ
い
て
―
宇
治
橋

渡
始
式
の
変
遷
を
め
ぐ
っ
て
―
」
を
参
照
）
を
架
橋
し
た
縁
故
を
以
て
当
宮
の
再
興
を
計
画
し
、

神
宮
及
び
公
家
の
許
可
を
得
、
衆
庶
の
寄
進
を
募
集
し
て
神
殿
以
下
を
造
営
し
、
文
明
十
一
年

（
一
四
七
九
）
九
月
二
十
三
日
に
仮
殿
遷
宮
を
斎
行
（『
風
日
祈
宮
遷
宮
次
第
行
事
』）
致
し
ま
し
た
。

そ
の
後
は
暫
く
文
献
に
記
載
は
見
ら
れ
ず
、
近
世
に
入
り
、
慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）
六
月
の

仮
殿
遷
宮
（『
慶
長
三
年
内
宮
仮
殿
記
』）
を
経
て
、
同
十
七
年
に
正
遷
宮
（
近
代
に
至
る
ま
で
は
式

年
遷
宮
を
こ
う
称
し
た
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
（『
孝
亮
宿
祢
日
次
記
』）。
そ
し
て
寛
永
八
年

（
一
六
三
一
）
八
月
（『
慶
安
二
年
内
宮
遷
宮
記
』）、
慶
安
三
年
（
一
六
五
〇
）
九
月
（
同
記
）、
寛

文
十
年
（
一
六
七
〇
）
八
月
（『
氏
富
記
』）
と
正
遷
宮
が
斎
行
さ
れ
、
以
後
両
正
宮
の
翌
年
に

式
年
遷
宮
が
執
り
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

六
、
外
宮
別
宮
風
宮

外
宮
別
宮
風
宮
は
本
宮
の
域
内
、
土
宮
の
東
に
鎮
座
さ
れ
ま
す
。
も
と
風
社
と
称
す
る
末
社

で
あ
っ
た
こ
と
は
前
述
し
ま
し
た
。
延
暦
二
十
三
年
（
八
〇
四
）
撰
述
の
『
止
由
気
宮
儀
式
帳
』

に
「
八
月
の
風
を
祈
る
幣
帛
の
絹
一
丈
五
尺
、
木
綿
一
斤
、
麻
一
斤
」
と
あ
っ
て
、
日
祈
行
事

が
七
月
例
に
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
内
宮
の
「
八
月
の
風
雨
を
祈
る
」
祭
り
に
対
応
す
る
神
事

が
古
く
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
両
宮
や
別
宮
及
び
諸
社
を
対
象
と
し
た
日

祈
行
事
は
延
暦
以
後
に
整
備
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

し
か
し
外
宮
風
の
神
の
お
社
と
し
て
の
初
見
は
神
宮
考
証
学
の
泰
斗
御
巫
清
直
著
『
二
宮
管

社
沿
革
考
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
『
長
徳
三
年
検
録
』（
九
九
七
）
で
す
。
そ
こ
に
は
「
風
社

在
高
宮
道
棒
本
」（
風
社
は
高
〈
多
賀
〉
宮
の
道
の
杉
本
に
あ
り
）
と
あ
り
、
今
そ
の
杉
が
存
在
す

れ
ば
千
数
百
年
の
名
木
と
な
り
、
話
題
を
集
め
て
い
た
で
し
ょ
う
が
、
残
念
な
が
ら
現
在
そ
れ

ら
し
い
も
の
は
見
当
た
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
鎌
倉
末
期
に
度
会
（
村
松
）
家
行
が
著
し
た
『
類

聚
神
ᷫ
本
源
』
に
「
神
宮
（
※
外
宮
正
宮
の
こ
と
）
の
南
、
土
宮
の
東
に
あ
り
、
但
し
南
向
き

に
坐
す
」（
原
漢
文
）
と
記
述
し
て
い
ま
す
か
ら
、
元
か
ら
外
宮
宮
域
内
の
現
在
地
に
鎮
座
さ

れ
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
鎌
倉
後
期
に
度
会
（
西
河
原
）
行
忠
が
著
し
た
『
古
老
口
実
伝
』

に
は
「
風
神
社
」
と
あ
っ
て
、
神
嘗
祭
に
は
懸
税

か
け
ち
か
ら

の
稲
四
把
の
供
進
が
あ
り
、
宮
号
宣
下
以

後
に
稲
が
奉
献
さ
れ
た
こ
の
例
は
注
目
に
値
し
ま
す
。

ま
た
『
神
宮
雑
例
集
』
の
年
中
行
事
に
七
月
三
日
外
宮
日
祈
内
人
請
幣
の
事
、
同
四
日
、
二

宮
風
日
祈
祭
の
条
に
外
宮
の
風
宮
祭
直
会
の
事
等
が
見
え
る
の
で
、
こ
の
頃
に
至
り
内
宮
と
同

じ
く
風
神
の
祭
祀
が
二
宮
の
年
中
行
事
に
も
編
入
さ
れ
、
且
つ
日
祈
内
人
の
職
掌
人
を
も
設
け

ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
内
宮
の
風
日
祈
宮
と
共
に
正
応
六
年
（
一
二
九
三
）
三
月
に
宮

皇
學
館
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
紀
要

第
二
号
（
平
成
二
十
八
年
三
月
）
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号
を
宣
下
さ
れ
、
序
で
嘉
元
二
年
（
一
三
〇
四
）
の
遷
宮
で
社
殿
が
増
作
さ
れ
ま
し
た
（『
神
宮

典
略
』・『
二
宮
管
社
沿
革
考
』）。
鎌
倉
末
期
か
ら
室
町
初
期
に
は
小お

殿ど
の

が
あ
り
、
神
殿
二
宇
が
並

立
し
て
い
ま
し
た
（『
神
宮
要
綱
』）。『
外
宮
応
永
記
』
に
よ
れ
ば
、
応
永
三
十
一
年
（
一
四
二
四
）

に
正
遷
宮
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
は
久
し
く
造
替
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
殊
に

室
町
中
期
に
荒
木
田
（
藤
波
）
氏
経
が
著
し
た
『
氏
経
卿
引
付
』
享
徳
三
年
（
一
四
五
四
）
七

月
二
十
二
日
条
に
当
宮
西
の
棟
持
柱
が
顛
倒
し
、
壁
板
並
び
に
板
敷
等
が
頽た

い

落ら
く

し
た
こ
と
に
よ

り
、
御み

し

正よ
う

体た
い

（
御
神
体
）
を
調み

つ
ぎ

御の
み

倉く
ら

（
か
つ
て
は
、
現
在
の
御
酒
殿
の
近
辺
に
立
っ
て
い
た
と
思
わ

れ
る註

３

）
に
奉
遷
し
ま
し
た
。
奇
し
く
も
前
月
に
は
内
宮
の
風
日
祈
宮
も
顛
倒
し
、
内
宮
ṙ
宜
が

解
状
を
奉
っ
て
速
や
か
に
造
替
を
願
い
出
て
い
た
の
で
あ
り
ま
し
た
。
外
宮
の
ṙ
宜
は
正
殿
御

屋
根
廻
り
上
部
の
千ち

木ぎ

・
鰹か

つ
お

木ぎ

・
甍い

ら
か

覆お
お
い

・
泥
障

あ
お
り

板い
た

等
の
頽
落
を
み
か
ね
、
十
月
、
正
宮
に
併

せ
風
宮
以
下
別
宮
造
営
の
速
や
か
な
執
行
を
請
願
し
ま
し
た
。

記
録
上
は
造
替
が
適
っ
た
の
か
不
明
で
す
が
、『
外
宮
子
良
館
旧
記
』
に
よ
れ
ば
、
延
徳
二

年
（
一
四
九
〇
）
に
高
向
屋
二
頭
大
夫
の
私
財
献
納
に
よ
り
、
漸
く
仮
殿
を
造
進
し
ま
し
た
。

こ
の
時
御
正
体
を
御
政
印
御
倉
（
調
御
倉
の
別
称
）
よ
り
奉
遷
し
た
と
あ
り
ま
す
か
ら
、

三
十
八
年
間
に
及
ぶ
長
い
年
月
、
調
御
倉
に
臨
時
御
動
座
さ
れ
た
ま
ま
で
、
風
宮
の
大
修
繕
も

行
わ
れ
な
い
状
態
に
据
え
置
か
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
天
文
七
年
（
一
五
三
八
）
二
月

二
十
一
日
に
は
甲
斐
国
守
護
武
田
信
虎
の
寄
進
（『
司
家
之
旧
記
』『
永
正
九
年
宮
司
引
付
』）、
天

正
三
年
（
一
五
七
五
）
三
月
二
十
八
日
に
は
美
濃
国
稲
葉
某
の
費
用
献
進
（『
外
宮
遷
宮
近
例
』）

に
よ
り
仮
殿
遷
宮
が
斎
行
さ
れ
、慶
長
十
七
年（
一
六
一
二
）に
は
徳
川
幕
府（『
外
宮
召
立
文
案
』）

に
よ
り
式
年
造
替
が
再
興
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
元
寇
か
ら
数
え
て
六
百
四
十
年
、
欧
米
諸
国
の
東
洋
進
出
は
再
び
こ
の
島
国
を
脅
か

し
ま
し
た
。
一
歩
誤
れ
ば
列
強
の
植
民
地
と
な
り
か
ね
な
い
緊
迫
の
時
勢
に
際
会
し
て
、
は
か

ら
ず
も
想
起
さ
れ
た
の
は
こ
の
風
宮
の
ご
神
威
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
朝
廷
で
は
文
久
三
年

（
一
八
六
三
）
五
月
、
皇
大
神
宮
別
宮
風
日
祈
宮
と
当
宮
に
十
七
日
間
の
御
祈
祷
を
捧
げ
ら
れ

ま
し
た
。
そ
の
御
教
書
に
は
、
国
内
一
和
は
神
明
の
加
護
に
よ
っ
て
の
み
実
現
さ
れ
、
そ
れ
な

く
し
て
は
国
家
の
危
機
を
乗
り
切
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
い
う
内
容
の
も
の
が
記
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
六
百
年
を
隔
て
て
も
、
日
本
人
の
信
念
は
一
貫
し
て
い
る
こ
と
を
理
解
で
き
ま
す
。

（
註
１
）
職
掌
は
、
ṙ
宜
以
下
の
神
職
を
統
率
し
て
神
宮
の
祭
祀
に
従
事
す
る
こ
と
、
及
び
神
宮
の
経

済
的
基
盤
で
あ
る
神
郡
・
神
領
・
神
戸
等
を
統
轄
す
る
こ
と
な
ど
で
あ
っ
た
。
原
則
と
し
て
、

朝
廷
が
任
命
す
る
律
令
の
官
人
（
令
外
の
官
）
で
、
在
地
の
人
間
が
補
任
さ
れ
る
ṙ
宜
以
下
の

神
職
と
は
一
線
を
画
し
て
い
た
。
宮
司
で
あ
る
大
神
宮
司
は
奈
良
時
代
前
期
に
は
成
立
し
て

い
た
こ
と
が
立
証
さ
れ
て
い
る
。
任
期
は
六
年
で
、
神
郡
内
の
国
司
の
関
与
を
排
除
し
、
租

税
の
検
収
権
も
手
中
に
お
さ
め
た
。
政
務
は
雑
多
で
あ
っ
た
た
め
、
神
郡
全
体
に
及
ぶ
厖
大

な
案
件
を
処
理
す
る
こ
と
が
や
が
て
困
難
に
な
り
、
貞
観
十
二
年
（
八
七
〇
）
に
一
員
が
加
え

ら
れ
、
大
神
宮
司
は
二
員
と
な
っ
た
。
し
か
し
両
者
が
対
等
な
関
係
で
は
政
務
が
か
え
っ
て

擁
滞
し
た
た
め
、
元
慶
五
年
（
八
八
一
）
に
は
大
司
（
大
宮
司
）・
少
司
（
少
宮
司
）
の
別
が
立

て
ら
れ
た
。
そ
れ
で
も
政
務
の
膨
張
に
大
司
・
少
司
だ
け
で
は
対
応
で
き
な
く
な
り
、
延
喜

二
年
（
九
〇
二
）
に
権
大
司
（
権
大
宮
司
）
が
設
置
さ
れ
、
宮
司
は
三
員
と
な
っ
た
。
律
令
制

の
弛
緩
と
共
に
宮
司
の
三
員
制
も
排
除
さ
れ
、
近
世
に
は
大
宮
司
一
員
が
任
命
さ
れ
る
に
留

ま
っ
た
。

（
註
２
）
近
代
以
前
の
祭
主
は
神
宮
側
の
職
掌
で
は
な
く
、
宮
廷
の
官
人
で
、
公
家
が
務
め
た
。
祭
主

職
の
起
源
に
つ
い
て
は
、『
太
神
宮
諸
雑
事
記
』（
平
安
後
期
に
選
録
さ
れ
た
荒
木
田
氏
の
家
伝
書
）

に
、
第
十
二
代
景
行
天
皇
三
年
（
七
三
）
に
祭
官
が
定
め
ら
れ
た
と
あ
り
、
平
安
末
期
か
ら

室
町
初
期
に
か
け
て
編
集
さ
れ
た
『
祭
主
補
任
』
に
よ
れ
ば
、
第
三
十
八
代
天
智
天
皇
（
称

制
六
六
二
・
即
位
六
六
八
～
六
七
一
）
元
年
（
六
六
二
）
に
祭
官
を
改
め
祭
主
と
し
、
中
臣
朝
臣

大
嶋
を
祭
主
に
補
任
し
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
る
。
こ
の
頃
は
ま
だ
官
職
名
で
は
な
く
神
宮

の
祭
儀
に
朝
使
と
し
て
参
向
す
る
斎い

わ
い

主ぬ
し

的
な
存
在
で
あ
っ
た
。
朝
廷
の
官
職
に
定
め
ら
れ
る

の
は
そ
れ
以
降
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

な
お
「
祭
主
」
は
、『
養
老
令
』
第
二
「
職し

き

員い
ん

令り
よ
う

」（
養
老
二
年
／
七
一
八
）
に
規
定
が
な
い
「
令

外
の
官
」
で
あ
る
が
、
大
中
臣
淵
魚
が
弘
仁
六
年
（
八
一
五
）
か
ら
承
和
九
年
（
八
四
二
）
ま

で
祭
主
職
に
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
こ
と
か
ら
（『
続
日
本
後
紀
』）、
平
安
初
頭
に
は
正
式

に
設
置
さ
れ
て
い
た
役
職
と
考
え
ら
れ
る
。
祭
主
は
神
ᷫ
官
に
本
官
を
も
つ
五
位
以
上
の
中

臣
（
大
中
臣
）
氏
が
補
任
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
時
代
が
下
る
に
従
い
、
こ
の
任
に
就

く
者
が
中
臣
氏
の
氏
長
者
と
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
古
代
に
お
い
て
は
京
に
在
住
し
て

い
た
が
、
鎌
倉
か
ら
戦
国
時
代
に
か
け
て
は
戦
火
を
避
け
る
た
め
伊
勢
に
居
住
し
、
伊
勢
と

京
と
を
往
来
し
て
い
た
。
戦
国
末
期
に
は
伊
勢
の
屋
敷
を
払
い
、
京
に
戻
り
定
住
す
る
。
以

来
近
世
の
間
は
、
お
祭
り
の
た
め
に
京
か
ら
参
向
し
た
。

別
宮
遷
宮
の
歴
史
に
つ
い
て
（
音
羽
）
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（
註
３
）
本
文
で
は
外
宮
の
調み

つ
ぎ

御の
み

倉く
ら

に
つ
い
て
解
説
し
た
が
、
内
宮
の
御
倉
は
古
代
に
四
宇
あ
り
、
そ

の
う
ち
の
一
つ
が
調
御
倉
で
あ
っ
た
。
御
稲
御
倉
に
次
ぐ
第
二
の
御
倉
で
、
も
と
も
と
は
神

領
か
ら
調
進
さ
れ
た
絹
や
絁

あ
し
ぎ
ぬを

納
め
る
倉
で
あ
っ
た
の
で
、
庸
御
倉
と
も
称
し
た
。
平
安
時

代
後
期
に
は
「
内
宮
政
印
」
の
公
印
や
御
鍵
等
を
保
管
し
た
倉
と
な
り
、
御
政
印
御
倉
と
も

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
鎌
倉
時
代
に
一
度
荒
廃
し
、
再
建
さ
れ
た
記
録
が
見
ら
れ
る
。

寛
正
三
年
（
一
四
六
二
）
の
第
四
十
回
遷
宮
の
頃
ま
で
は
存
在
し
た
よ
う
だ
が
、
そ
れ
以
降
は

再
建
さ
れ
な
く
な
っ
た
。

第
五
章

土
宮
の
歴
史

一
、
土
御
祖
社

外
宮
第
一
別
宮
多
賀
宮
の
石
壇
を
下
り
た
所
に
土
宮
が
鎮
座
し
ま
す
。
正
宮
か
ら
は
「
中
の

御
池
」（
宝
永
四
年
〈
一
七
〇
七
〉
の
地
震
で
寸
断
さ
れ
た
池
）
を
隔
て
た
場
所
で
、
東
向
き
の
殿

舎
で
す
。
古
く
よ
り
東
を
向
い
て
立
っ
て
お
り
、
平
安
時
代
末
期
に
南
面
に
し
よ
う
と
い
う
議

論
が
朝
廷
内
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
そ
の
ま
ま
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

も
と
は
土
社
と
称
し
、
別
宮
の
列
に
は
加
え
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
延
暦
二
十
三
年

（
八
〇
四
）
撰
述
の
『
止
由
気
宮
儀
式
帳
』
に
は
所
管
神
社
の
内
に
さ
え
挙
げ
ら
れ
ず
、
延
長

五
年
（
九
二
七
）
成
立
の
『
延
喜
式
』
の
「
太
神
宮
式
」
や
「
神
名
式
」
に
も
記
載
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
を
鑑
み
る
と
、
上
代
に
お
い
て
は
極
め
て
さ
さ
や
か
な
一
小
祠
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の

で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
が
昇
格
し
て
別
宮
に
列
せ
ら
れ
、
土
宮
と
称
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
の
は
、
ず
っ
と
下
っ
た
平
安
末
期
の
と
き
な
の
で
す
。
し
か
し
古
来
山
田
原
の
鎮
守
の
神
と

し
て
大
宮
地
主
神
（
大
土
乃
御
祖
神
）
を
奉
斎
し
て
お
り
、『
止
由
気
宮
儀
式
帳
』
に
「
宮
地
神
」

と
記
さ
れ
、
度
会
（
村
松
）
家
行
が
著
し
た
『
類
従
神
ᷫ
本
源
』
に
所
引
さ
れ
る
一
条
天
皇
の

長
徳
三
年
（
九
九
七
）
に
成
立
し
た
『
長
徳
検
録
』
に
始
め
て
豊
受
大
神
宮
所
属
の
田
社
三
三

前
の
一
つ
に
「
土
御
祖
社
」
の
名
称
で
登
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
田
社
と
は
今
日
の
末
社
に
相
当

し
ま
す
。『
止
由
気
宮
儀
式
帳
』
に
六
月
、
十
二
月
の
月
次
祭
に
十
七
日
を
以
て
大
宮
地
神
に

由
貴
の
神
酒
一
缶
を
供
進
す
る
こ
と
が
見
え
、
そ
の
大
宮
地
は
ま
さ
し
く
本
社
を
指
す
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
の
で
、早
く
か
ら
宮
域
内
に
奉
祀
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
ま
す
。

さ
て
、
未
だ
独
立
神
社
の
形
を
具
え
な
か
っ
た
田
社
が
別
宮
の
宮
号
宣
下
を
受
け
る
と
い
う

の
は
破
格
の
二
階
級
特
進
で
あ
り
ま
し
た
。
何
故
田
社
が
別
宮
と
な
っ
た
の
か
と
い
う
と
、
そ

の
理
由
は
二
つ
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
ず
一
つ
目
は
、
古
く
か
ら
正
宮
の
祭
祀
と
不
可
分
の
関
係

に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
た
か
ら
で
、
年
中
行
事
の
最
重
儀
で
あ
る
神
嘗
祭
と
六
月
・
十
二
月
月

次
祭
の
三
時
の
祭
（
三
節
祭
）
に
は
、
こ
の
宮
地
神
も
祀
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
祭
日

は
正
宮
に
序
で
別
宮
高
宮
（
多
賀
宮
）
と
同
日
に
行
わ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
そ

れ
か
ら
も
う
一
つ
の
理
由
は
、
洪
水
に
よ
る
宮
川
の
脅
威
と
い
う
事
実
も
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

土
御
祖
神
社
は
崇
徳
天
皇
の
大
治
三
年
（
一
一
二
八
）
六
月
五
日
に
度
会
川
（
現
在
の
宮
川
）

の
堤
防
守
護
神
と
し
て
別
宮
に
昇
格
し
ま
し
た
。
ま
た
同
年
六
月
十
日
に
は
、
豊
受
大
神
宮
の

所
管
に
属
す
る
摂
社
志
止
見
社
と
大
河
内
社
、
末
社
の
打
懸
社
の
三
社
に
同
時
に
従
四
位
下
の

神
階
が
奉
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
三
社
と
も
に
当
時
の
度
会
郡
沼
木
郷
山
幡
村
（
今
の
伊
勢
市
辻

久
留
町
）
に
鎮
座
し
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
は
高
倉
山
の
西
側
で
宮
川
の
東
岸
に
な
り
ま
す
か
ら
、

土
御
祖
社
と
と
も
に
洪
水
防
護
、
宮
河
堤
の
守
護
を
こ
め
ら
れ
た
社
で
あ
っ
た
こ
と
が
『
類
従

神
ᷫ
本
源
』
に
よ
っ
て
理
解
で
き
ま
す
。

二
、
宮
川
の
洪
水

宮
川
は
度
会
川
ま
た
は
豊
宮
川
と
も
呼
ば
れ
、
鎌
倉
時
代
初
期
の
編
集
と
さ
れ
る
『
神
宮
雑

例
集
』
に
所
載
さ
れ
る
延
長
四
年
（
九
二
六
）
四
月
十
一
日
の
神
ᷫ
官
符
に
よ
る
と
、
遠
四
至
に

東
は
赤
峯
并
に
樋
手
の
淵
を
限
り
、
南
は
宮
山
を
限
り
、
西
は
粟
尾
の
岡
并
山
幡
の
淵
を

限
り
、
北
は
宮
河
を
限
る
（
原
漢
文
）

と
あ
り
、「
北
は
宮
河
を
限
る
」
と
載
せ
て
い
ま
す
。
御
薗
方
面
の
高た

か

向ぶ
く

・
長
屋
・
王
中
島
付
近

に
旧
河
道
の
痕
跡
が
は
っ
き
り
と
残
さ
れ
て
お
り
、
近
年
の
研
究
で
は
中
世
後
期
頃
ま
で
こ
の

付
近
に
宮
川
の
支
流
で
あ
る
北
宮
川
が
流
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
北
限
は
現
在
の
御

皇
學
館
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
紀
要

第
二
号
（
平
成
二
十
八
年
三
月
）
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薗
地
域
よ
り
も
内
が
領
域
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
久
志
本
常
彰
は
『
神
民
須
知
』
で

此
宮
川
古
ハ
外
宮
ノ
北
ニ
流
レ
、
今
ハ
西
ヨ
リ
乾
方
ニ
流
ル
ヽ
也

と
述
べ
て
い
ま
す
。
須
知
の
記
述
は
、
宮
川
堤
の
改
修
、
河
川
の
整
備
等
に
よ
り
支
流
の
流
水

が
絶
え
た
り
し
て
、
水
脈
が
変
わ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

伊
勢
市
域
を
流
れ
る
河
川
に
は
、
外
城
田
川
・
宮
川
・
勢
田
川
・
五
十
鈴
川
な
ど
水
量
の
豊

富
な
河
川
が
多
く
存
在
し
ま
す
が
、
古
来
神
都
の
ま
ち
は
洪
水
に
よ
る
河
川
の
氾
濫
に
悩
ま
さ

れ
、
住
民
の
生
活
に
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
し
て
い
ま
し
た
。
殊
に
外
宮
の
門
前
町
の
山
田
と
そ

の
周
辺
地
域
は
宮
川
の
氾
濫
原
に
位
置
し
、
し
ば
し
ば
洪
水
に
見
舞
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
宮
川

の
治
水
の
歴
史
は
非
常
に
古
く
、
今
日
は
一
条
の
水
流
に
な
っ
て
伊
勢
市
街
の
西
を
流
れ
て
い

ま
す
が
、
往
古
は
伊
勢
市
の
南
方
上
流
に
お
い
て
水
脈
が
数
条
に
分
岐
し
、
宮
川
の
本
流
か
ら

別
れ
た
支
流
が
幾
筋
も
東
に
向
か
っ
て
流
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
現
在
の
市
街
の
大
半
は

そ
の
流
域
に
属
し
、
洪
水
の
あ
る
度
に
少
な
か
ら
ず
宮
域
に
も
被
害
が
及
び
ま
し
た
。

そ
こ
で
正
保
元
年
（
一
六
四
四
）
八
月
二
十
八
日
の
大
洪
水
に
よ
る
堤
決
壊
の
後
、
山
田
奉

行
石
川
大
隅
守
正
次
が
幕
府
か
ら
の
巨
額
の
経
費
を
得
て
（
同
三
年
）、
外
宮
祠
官
の
榎
倉
・

喜
多
二
氏
に
よ
り
再
補
修
が
加
え
ら
れ「
大
堤
」と
な
り（
同
四
年
四
月
）、貞
享
二
年（
一
六
八
五
）

の
大
堤
の
上
方
に
「
棒
堤
」
を
築
く
こ
と
で
大
洪
水
の
た
め
の
決
壊
の
危
機
を
免
れ
る
に
至
り

ま
し
た
。

な
お
雑
例
集
の
西「
山
幡
の
淵
を
限
り
」と
は
、度
会（
西
河
原
）行
忠
が
弘
安
八
年（
一
二
八
五
）

に
撰
述
し
た
『
伊
勢
二
所
太
神
宮
神
名
秘
書
』（
以
下
神
名
秘
書
と
表
記
）
に
、
志
等
美
・
大
河

内
二
社
は
沼
木
郷
山
幡
村
に
あ
る
と
見
え
、
江
戸
中
期
に
加
藤
（
秦
）
忠
告
が
執
筆
し
た
『
宮

川
夜
話
草
』
に
も

寛
文
摂
社
再
興
ニ
、
宮
川
ノ
辺
ナ
ル
矢
幡
ト
言
フ
岡
ニ
建
テ
玉
フ
、
打
懸
社
ヲ
加
エ
テ
三

社
座
ス

と
あ
り
、
西
限
の
境
も
宮
川
よ
り
内
の
右
岸
と
考
え
ら
れ
、
西
北
の
境
は
宮
川
本
流
（
度
会
川
）

と
支
流
（
北
宮
川
）
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

三
、
宮
号
宣
下
と
御
祭
神

以
上
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
平
安
後
期
の
頃
は
度
会
川
出
水
の
被
害
は
絶
え
ず
、
そ
の
度
に
地

主
神
た
る
当
宮
に
冥
護
を
祈
ら
れ
て
い
た
の
で
す
が
、
神
宮
の
解
状
に
基
づ
き
朝
廷
内
で
も
仗

議
が
重
ね
ら
れ
、
も
と
五
尺
許
で
あ
っ
た
殿
舎
が
、
宮
号
宣
下
後
七
年
を
経
た
、
保
延
元
年

（
一
一
三
五
）
に
造
宮
使
の
責
任
下
増
大
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
同
時
に
従
来
鉄
製
の

御
金
物
を
金
銅
に
改
め
、
御
装
束
も
高
宮
（
多
賀
宮
）
に
準
拠
し
て
調
進
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た

造
営
に
際
し
南
面
と
し
て
は
ど
う
か
と
諮
ら
れ
も
し
た
よ
う
で
す
が
、
原
初
の
ま
ま
前
例
踏
襲

と
な
り
ま
し
た
。
本
件
に
つ
い
て
は
後
ほ
ど
詳
し
く
解
説
し
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
宮
号
宣
下
に
つ
い
て
記
述
し
た
文
献
を
紹
介
し
ま
す
と
、
度
会
（
西
河
原
）
行

忠
の
『
神
名
秘
書
』
に

土
宮
三
座

太
神
宮
の
南
、
多
賀
宮
の
山
の
麓
に
あ
り
、

大
治
三
年
六
月
五
日
官
符
、
社
を
改
め
て
宮
と
称
し
、
月
次
・
神
嘗
・
祈
年
の
祭
の
幣

に
預
る
な
り
、
是
れ
宮
河
堤
守
護
の
為
な
り

と
見
え
、
ま
た
『
類
従
神
ᷫ
本
源
』
に
引
用
す
る
「
社
記
」
に
は
、

大
治
三
年
六
月
五
日
、
宮
号
宣
下
、
度
会
河
の
堤
の
守
護
の
為
な
り

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
関
し
て
は
特
に
問
題
視
す
る
点
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
次
に
注
意

す
べ
き
点
を
お
伝
え
し
ま
す
。
現
今
土
宮
の
御
祭
神
は
大
土
御
祖
神
一
座
を
奉
祀
し
て
い
る
に

拘
わ
ら
ず
、
神
道
五
部
書
中
の
『
御
鎮
座
伝
記
』
に

山
田
原
地
主
大
土
御
祖
神
二
座

大
年
の
神
の
子
、
宇
賀
之
御
魂
神
一
座
、
素
戔
嗚
尊
の
子
、
土
乃
御
祖
神
一
座
、
亦
衢

神
大
田
命
、
神
寶
石
の
寶
形
一
面
座
す
、
是
れ
神
財
な
り

と
記
し
、『
御
鎮
座
本
紀
』
に

素
戔
嗚
尊
の
孫
、
大
土
祖
一
座
、
衢
神
大
田
命
一
座
、
宇
賀
魂
大
年
神
一
座
、
山
田
原
の

地
護
神
と
定
め
祝
ひ
祭
る
な
り
、

大
土
祖
は
霊
、
鏡
に
坐
す
、
大
田
命
は
霊
、
銘
石
に
坐
す
、
宇
賀
魂
は
霊
、
瑠
璃
壺
に

別
宮
遷
宮
の
歴
史
に
つ
い
て
（
音
羽
）
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坐
す
な
り

と
あ
り
、『
倭
姫
命
世
記
』
に
は

土
御
祖
神
二
座

宇
ᷟ
之
魂
神
、
土
乃
御
祖
神
、
形
鏡
に
坐
し
、
寶
瓶
に
座
す

と
あ
り
、
さ
ら
に
『
神
名
秘
書
』
に
は
、「
大
年
神
・
宇
ᷟ
魂
神
・
土
御
祖
神
の
三
座
を
祀
る
」

と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
文
献
に
よ
っ
て
神
名
が
異
な
り
ま
す
が
、
複
数
の
御
祭
神
を

奉
祀
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
共
通
し
て
い
ま
す
。

四
、
地
主
神

さ
て
喜
早
清
在
は
『
毎
事
問
』
に
お
い
て

問
、
山
田
原
地
主
土
祖
神
ハ
外
宮
ノ
別
宮
ニ
祭
リ
、
宇
治
ノ
地
主
神
ハ
猿
田
彦
神
ヲ
内
宮

ニ
於
テ
殿
舎
モ
無
ハ
何
ゾ
ヤ
、
答
、
土
宮
ヲ
地
主
神
ト
云
ハ
山
田
原
ニ
限
ラ
ズ
都
テ
土
地

神
ナ
リ
、
然
ニ
山
田
原
ト
云
字
ヲ
上
ニ
懸
ル
ハ
大
治
三
年
度
会
川
堤
守
護
ノ
為
ニ
宮
号
宣

下
ア
リ
シ
故
ナ
リ
、
又
猿
田
彦
ヲ
宇
治
地
主
ノ
神
ト
云
ハ
全
ク
宇
治
ノ
ミ
ノ
地
主
ノ
神
ナ

リ
、
共
ニ
地
主
ト
称
ス
レ
ド
モ
義
理
格
別
ノ
事
ナ
リ
、
対
シ
テ
論
ズ
ベ
カ
ラ
ズ

と
土
宮
は
山
田
原
の
地
主
神
に
留
ま
ら
ず
全
て
の
土
地
神
を
表
す
の
に
対
し
、
猿
田
彦
神
は
宇

治
の
み
の
地
主
神
と
言
及
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
『
毎
事
問
失
考
』（
作
者
は
恐
ら
く

久
志
本
常
彰
で
あ
ろ
う
）
で
は

此
答
甚
非
也
、
猿
田
彦
神
ハ
宇
治
ノ
土
公
ト
云
ニ
ツ
キ
テ
宇
治
ノ
ミ
ノ
土
神
ト
思
ヘ
ル
ニ

ヤ
、
伝
記
ニ
、
猿
田
彦
大
神
吾
是
天
下
之
土
君
也
、
ト
曰
ル
ヲ
不
考
シ
テ
、
妾
ニ
答
ル
ト

聞
エ
タ
リ

と
清
在
の
説
が
否
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
薗
田
守
良
は
『
神
宮
典
略
』
に
お
い
て
、
こ
の
『
御

鎮
座
伝
記
』
の
記
述
を
受
け
て

山
田
原
地
主
と
は
、
大
国
玉
神
と
宮
地
の
霊
と
二
神
に
云
如
く
お
ぼ
ゆ

と
全
く
別
説
を
打
ち
立
て
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
阪
本
広
太
郎
氏
も
『
神
宮
祭
祀
概
説
』
に
お
い

て
次
の
よ
う
に
論
及
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
主
神
は
宮
域
内
に
鎮
祭
す
る
こ
と
は
両
宮
を
通
じ
て
の
式
典
で
あ
り
、
又
そ
れ
が
神
宮

祭
祀
の
上
に
軽
か
ら
ぬ
位
置
を
占
め
つ
つ
あ
る
こ
と
に
由
っ
て
、
上
代
人
の
地
主
神
に
対

す
る
思
想
の
一
端
を
此
に
窺
ふ
こ
と
が
出
来
る
と
思
ふ
と
と
も
に
、
又
こ
の
思
想
が
基
礎

と
な
っ
て
、
次
の
鎮
守
神
の
思
想
に
移
行
す
る
も
の
で
は
な
い
か
と
考
ふ
る
の
で
あ
り
ま

す
。
而
し
て
当
宮
の
祭
神
は
前
述
の
如
く
現
在
も
大
土
乃
御
祖
神
一
座
と
な
っ
て
居
り
、

普
通
に
こ
の
神
を
以
て
古
事
記
に
見
ゆ
る
土
之
御
祖
神
（
大
土
神
）
即
ち
素
戔
嗚
尊
の
神

裔
神
と
解
し
て
居
る
の
で
あ
る
が
（
神
宮
大
綱
等
）、
し
か
果
し
て
こ
れ
が
上
代
か
ら
の
地

主
神
で
あ
る
か
何
う
か
に
就
て
は
な
ほ
研
究
の
余
地
が
あ
る
と
思
ふ
。
但
し
こ
の
解
釈
は

相
当
古
く
か
ら
行
わ
れ
た
と
見
え
て
、
度
会
行
忠
の
「
神
名
秘
書
」
に
、
本
社
の
祭
神
を

三
座
と
し
て
、
こ
の
神
の
外
に
、
同
じ
く
素
戔
嗚
尊
の
神
裔
な
る
大
年
神
、
宇
ᷟ
魂
神
を

配
し
て
居
る
か
ら
、
か
ゝ
る
解
釈
は
早
く
鎌
倉
時
代
か
ら
外
宮
の
神
道
学
者
の
間
に
行
わ

れ
た
こ
と
が
知
ら
る
ゝ
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
之
は
普
通
名
詞
と
思
は
る
ゝ
神
名
又
は
社

名
を
以
て
、
直
に
古
典
に
見
ゆ
る
神
名
に
宛
て
は
め
や
う
と
す
る
も
の
で
、
例
へ
ば
国
魂

神
を
以
て
出
雲
神
系
の
大
国
玉
に
配
す
る
こ
と
ゝ
同
様
に
、
其
処
に
無
理
が
あ
る
や
う
に

思
は
れ
る
。（
中
略
）
内
宮
に
も
そ
の
摂
社
に
、
其
地
方
の
地
主
神
を
祀
っ
た
大
土
社
（
大

土
御
祖
神
社
、
神
名
帳
）
が
あ
っ
た
、
そ
の
祭
神
は
儀
式
帳
に
国
生
神
の
神
裔
神
を
祀
る

こ
と
を
伝
え
て
居
り
、
又
内
宮
宮
域
の
地
主
神
た
る
興
玉
神
も
こ
の
地
域
に
限
定
す
る
国

玉
神
を
祀
る
も
の
と
考
へ
ら
る
ゝ
処
か
ら
、
本
社
の
神
も
、
必
ず
し
も
出
雲
神
系
の
神
と

見
る
べ
き
で
な
く
、
即
ち
山
田
原
の
国
魂
神
で
あ
っ
て
、
従
っ
て
同
じ
く
外
宮
の
摂
社
に

し
て
山
田
原
に
鎮
座
せ
ら
る
る
度
会
大
国
玉
比
売
神
社
や
度
会
国
御
神
社
等
と
同
一
神
系

の
神
と
見
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
思
ふ
。

と
こ
ろ
で
、末
社
か
ら
一
躍
し
て
別
宮
に
昇
格
さ
れ
た
の
は
三
座
の
中
の
土
御
祖
神
で
あ
り
、

他
の
神
に
は
及
ば
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
大
年
神
と
宇
ᷟ
魂
神
は
素
戔
嗚
尊
の
神
裔
で
あ

り
、
鎌
倉
時
代
の
外
宮
祠
官
の
間
に
大
宮
地
主
神
を
古
典
に
見
ら
れ
る
神
名
に
あ
て
は
め
よ
う

皇
學
館
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
紀
要

第
二
号
（
平
成
二
十
八
年
三
月
）
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と
す
る
思
想
か
ら
複
数
神
が
祀
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
土
御
祖
神
は
大
年

神
と
天
知
ᷟ
流
美
豆
比
売
と
の
間
の
御
子
神
で
、
中
世
伊
勢
神
道
で
は
山
田
原
の
地
主
神
と
し

て
の
信
仰
崇
敬
が
篤
く
複
数
神
奉
祀
し
た
の
で
し
ょ
う
が
、
朝
廷
で
は
あ
く
ま
で
大
宮
地
主
神

と
し
て
土
御
祖
神
を
別
宮
の
祭
神
と
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
今
日
も
別
宮
土
宮
は
大
土
乃
御
祖

神
一
座
と
し
て
拝
し
て
い
ま
す
。

な
お
守
良
は
『
神
宮
典
略
』
に
お
い
て

神
名
式
、
河
内
国
丹
比
郡
狭
山
堤
神
社
ま
せ
り
。
此
は
い
は
ゆ
る
狭
山
池
の
堤
を
防
護
の

為
に
宮
社
の
御
制
有
り
と
お
ぶ
ゆ
れ
ば
、
此
土
宮
と
同
じ
例
な
り

と
言
及
し
て
い
ま
す
。
狭
山
堤
神
社
は
近
隣
の
狭
山
神
社
と
共
に
『
延
喜
神
名
式
』
に
登
載
さ

れ
る
式
内
社
で
す
が
、
飛
鳥
時
代
の
推
古
天
皇
の
御
代
に
築
造
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
お
り
、
建

仁
二
年
（
一
二
〇
二
）
に
俊
乗
房
重
源
の
手
に
よ
り
狭
山
池
は
改
修
さ
れ
、
さ
ら
に
慶
長
十
三

年
（
一
六
〇
八
）
に
片
桐
且
元
に
よ
り
堤
が
修
築
さ
れ
ま
す
。
狭
山
堤
神
社
は
『
古
事
記
』
に

よ
れ
ば
第
十
一
代
垂
仁
天
皇
の
御
子
で
あ
る
印い

に

色し
き

入い
り

日
子

ひ
こ
の

命み
こ
と

（『
日
本
書
紀
』
で
は
五
十
瓊
敷
入

彦
命
）
を
御
祭
神
と
し
ま
す
。
地
主
神
と
は
直
結
し
ま
せ
ん
が
、
堤
防
護
の
神
を
祀
る
と
い
う

観
点
で
、
守
良
は
大
土
乃
御
祖
神
と
同
じ
立
場
で
あ
る
と
考
え
た
の
で
し
ょ
う
。
守
良
の
思
想

的
背
景
と
し
て
阪
本
氏
同
様
大
土
乃
御
祖
神
は
出
雲
神
系
の
国
津
神
と
し
て
の
固
定
観
念
は
無

い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

五
、
東
向
き
の
殿
舎

殿
舎
は
も
と
五
尺
許
で
あ
っ
た
の
が
、
神
宮
の
解
状
に
基
づ
き
議
論
が
重
ね
ら
れ
、
宮
号
宣

下
後
六
年
を
経
て
保
延
元
年
（
一
一
三
五
）
に
造
宮
使
に
命
じ
て
増
大
さ
れ
、
同
時
に
従
来
鉄

製
の
御
金
物
を
金
銅
に
改
め
、
御
装
束
も
多
賀
宮
に
準
拠
し
て
調
進
さ
れ
ま
し
た
。
金
銅
飾
金

物
を
奉
飾
し
て
い
た
こ
と
は
『
応
永
二
十
六
年
送
官
符
』
に
見
え
ま
す
が
、
近
世
の
頃
に
は
絶

え
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
ま
た
『
神
境
紀
談
』
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
見
ら
れ
ま
す
。

土
宮
の
北
に
地
護
宮
と
称
す
る
小
祠
が
あ
り
、
何
れ
の
神
を
お
祀
り
し
て
い
る
の
か
は
不

明
で
あ
る
が
、
旧
は
高
倉
山
の
奥
に
在
っ
た
の
を
慶
長
十
九
年
（
一
六
一
四
）
に
御
炊
物

忌
父
度
会
重
正
が
再
興
し
て
今
の
所
に
移
し
作
っ
た
、
地
護
の
神
徳
を
崇
め
祭
っ
て
別
に

小
祠
を
建
て
た
、
兒
宮
と
称
す
る
の
は
和
訓
の
表
現
に
よ
る
誤
り
で
あ
る

と
の
内
容
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
山
田
原
の
地
護
の
神
と
い
う
信
仰
が
、
い
つ
し
か
児
の
神
と

も
さ
れ
た
た
め
に
、
土
宮
の
ほ
か
に
小
児
の
守
護
神
を
祀
る
祠
を
設
け
て
民
間
信
仰
に
応
答
し

た
も
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
に
蔀
関
月
が
著
し
た
『
伊
勢
参
宮
名
所

図
会
』
に
も
図
示
さ
れ
て
い
る
の
を
確
認
で
き
ま
す
が
、
明
治
維
新
で
こ
の
祠
は
廃
止
さ
れ
ま

し
た
。

土
宮
は
東
向
き
の
宮
で
あ
り
、
別
宮
昇
格
に
よ
っ
て
こ
の
宮
の
殿
舎
を
他
の
別
宮
に
準
じ
て

大
拡
張
す
べ
き
や
否
や
、
ま
た
こ
の
度
の
造
替
に
あ
た
っ
て
南
面
に
変
更
す
る
か
ど
う
か
と
、

か
れ
こ
れ
評
議
し
た
当
時
の
閣
議
の
状
況
は
『
長
秋
記
』
長
承
三
年
（
一
一
三
四
）
六
月

二
十
四
日
条
に
詳
し
い
で
す
が
、「
昔
よ
り
東
向
き
に
す
え
奉
る
。
何
ぞ
改
訂
す
べ
け
ん
や
」

と
い
う
権
中
納
言
藤
原
宗
能
の
前
例
尊
重
論
が
通
っ
て
改
定
を
み
な
か
っ
た
と
い
い
ま
す
。
こ

の
宮
の
鳥
居
と
い
う
の
は
未
社
当
時
の
玉
垣
に
付
属
し
て
い
た
門
で
あ
っ
て
、
高
宮
に
は
中
門

が
あ
る
の
だ
か
ら
こ
れ
に
準
じ
る
意
味
で
残
し
て
も
よ
い
で
は
な
い
か
、
と
、
こ
れ
も
中
宮
権

大
夫
宗
能
の
意
見
で
一
決
し
た
と
い
い
ま
す
。
御
卜
に
よ
っ
て
決
し
よ
う
と
い
う
内
大
臣
藤
原

宗
忠
や
参
議
左
中
将
藤
原
成
通
の
提
案
が
通
ら
な
い
で
、
前
例
尊
重
と
い
う
伝
統
主
義
が
勝
っ

た
の
は
注
目
に
値
す
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
応
永
以
降
は
式
年
遷
宮
は
行
わ
れ
ず
。
造
替
遷
宮
遅
延
に
及
び
、
延
徳
二
年

（
一
四
九
〇
）
は
高
向
源
右
衛
門
、
天
文
十
五
年
（
一
五
四
六
）
は
江
州
人
磯
野
丹
波
守
員
正
、

天
文
二
十
年
は
備
中
人
某
の
寄
進
に
よ
り
漸
く
仮
殿
遷
宮
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
徳
川
幕
府

に
至
っ
て
、
慶
長
十
五
年
（
一
六
一
〇
）
十
月
仮
殿
遷
宮
を
行
い
、
寛
永
八
年
（
一
六
三
一
）

九
月
に
至
っ
て
遂
に
式
年
造
替
の
制
度
に
復
し
ま
し
た
。
但
し
従
来
の
御
敷
地
が
狭
隘
な
る
を

以
て
、
四
十
二
年
度
造
宮
に
際
し
て
南
方
に
新
地
を
設
け
、
こ
れ
に
よ
っ
て
完
全
な
る
南
北
並

列
の
御
敷
地
を
見
る
に
至
り
、
今
日
に
及
び
ま
す
。

別
宮
遷
宮
の
歴
史
に
つ
い
て
（
音
羽
）
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第
六
章

月
夜
見
宮
の
歴
史

一
、
宮
号
宣
下
と
遷
宮

月
夜
見
宮
は
伊
勢
市
宮
後
町
に
鎮
座
し
、
月
夜
見
尊
並
び
に
月
夜
見
尊
荒
御
魂
を
奉
祀
し
ま

す
。
外
宮
北
御
門
口
か
ら
北
へ
約
三
百
メ
ー
ト
ル
、
宮
川
の
方
か
ら
伊
勢
の
市
街
地
に
約
二
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
入
る
と
、
県
道
鳥
羽
松
阪
線
の
右
側
に
接
し
て
い
る
森
が
そ
の
宮
域
で
、
三
方
を

堀
が
め
ぐ
っ
て
い
ま
す
。
創
立
の
年
代
は
不
詳
で
す
が
、
既
に
『
止
由
気
宮
儀
式
帳
』
に
豊
受

宮
所
管
度
会
郡
神
社
二
四
座
の
筆
頭
に
月
讀
神
社
正
殿
貳
区
を
載
せ
、
太
神
宮
式
に
も
度
会
宮

所
摂
一
六
座
の
首
に
月
夜
見
社
の
表
記
が
あ
り
、
神
名
式
所
載
の
社
で
も
あ
り
ま
し
た
。
つ
ま

り
第
一
別
宮
高
宮
（
多
賀
宮
）
に
次
ぐ
重
い
処
遇
で
あ
っ
た
の
で
す
。
祈
年
祭
・
神
嘗
祭
の
官

幣
に
与
り
、
ま
た
儀
式
帳
の
時
代
よ
り
早
く
造
宮
使
が
式
年
造
替
を
担
当
し
て
お
り
、
二
十
年

に
一
度
の
式
年
遷
宮
も
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
、
別
宮
に
準
じ
る
格
式
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
そ
の
他
、
月
次
祭
・
神
嘗
祭
の
三
節
祭
に
至
っ
て
は
、
祭
月
十
八
日
を
以
て
ṙ
宜
・
内

人
等
参
集
し
て
、
祝
部
を
率
い
て
由
貴
祭
を
奉
仕
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
こ
に
特

殊
の
待
遇
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
理
解
で
き
ま
す
。

外
宮
摂
社
筆
頭
で
あ
り
な
が
ら
別
宮
に
加
え
ら
れ
た
の
は
田
社
（
末
社
）
土
御
祖
社
よ
り
も

遅
く
、
承
元
四
年
（
一
二
一
〇
）
五
月
、
土
宮
の
例
に
倣
っ
て
昇
格
さ
れ
ま
し
た
。
次
い
で
建

暦
元
年
（
一
二
一
一
）
九
月
十
五
日
の
第
二
十
八
回
豊
受
太
神
宮
式
年
遷
宮
斎
行
後
の
十
二
月

十
八
日
に
月
夜
見
宮
も
遷
宮
が
行
わ
れ
、
こ
の
と
き
に
殿
舎
が
造
作
さ
れ
ま
し
た
。
当
宮
は
皇

大
神
宮
の
月
讀
宮
と
同
じ
く
古
く
よ
り
正
殿
が
二
区
あ
っ
て
、
月
夜
見
尊
荒
御
魂
を
別
殿
に
奉

斎
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
と
き
月
夜
見
尊
の
本
殿
を
増
大
し
た
た
め
、
荒
御
魂
宮
を
小
殿
と

称
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
応
永
二
十
六
年
（
一
四
一
九
）
一
月
四
日
に
月
夜
見
宮

及
び
小
殿
・
忌
火
屋
殿
等
が
炎
上
（『
兼
宣
公
記
』）
し
、
そ
の
後
は
小
殿
の
再
興
は
見
る
に
至

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
し
て
式
年
造
替
は
久
し
く
行
わ
れ
ず
、
天
文
六
年
（
一
五
三
七
）
六
月
十
三
日
に
は
駿
河

国
守
護
今
川
氏
親
の
献
金
を
以
て
仮
殿
遷
宮
を
行
い
（『
豊
受
皇
大
神
宮
遷
御
近
例
』）、
慶
長

十
七
年
（
一
六
一
二
）
十
二
月
二
十
五
日
に
江
戸
幕
府
の
手
に
よ
り
式
年
遷
宮
の
復
興
を
見
る

に
至
り
（『
外
宮
召
立
文
案
』）、
次
の
寛
永
八
年
（
一
六
三
一
）
九
月
四
日
に
式
年
遷
宮
が
斎
行

さ
れ
ま
し
た
（『
寛
文
九
年
外
宮
正
遷
宮
記
』）。
し
か
し
そ
の
御
屋
根
は
な
お
仮
殿
の
例
に
よ
り

大
板
葺
で
あ
っ
た
の
を
、
寛
文
一
〇
年
（
一
六
七
〇
）
九
月
に
萱
葺
に
改
め
ま
し
た
（『
継
彦
神

主
日
次
』）。

二
、
宮
域
と
壕

『類
従
神
ᷫ
本
源
』
に
よ
れ
ば
「
在
神
宮
北
、
四
面
堀
百
二
十
二
丈
、
四
至
去
瑞
垣
東
西
南

北
二
十
二
丈
」
と
あ
り
、
当
宮
の
宮
域
は
瑞
垣
か
ら
四
方
各
二
二
丈
（
約
六
六
メ
ー
ト
ル
）、
周

囲
に
は
長
さ
一
二
二
丈
の
壕
を
め
ぐ
ら
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
中
世
以
後
の
乱
世
に
境
界
も

不
明
に
な
り
、
山
田
市
民
が
次
第
に
宮
域
を
侵
し
て
人
家
を
建
て
、
殊
に
そ
の
南
方
の
妙
鏡
寺

に
あ
っ
て
は
、
壕
を
埋
め
て
寺
地
を
拡
大
し
、
堂
宇
を
建
造
し
て
い
た
た
め
に
世
上
で
は
築
地

寺
な
ど
と
言
わ
れ
た
程
で
し
た
。
外
宮
一
ṙ
宜
檜
垣
常
晨
は
深
く
こ
れ
を
畏
み
、
時
の
山
田
奉

行
八
木
但
馬
守
宗
直
に
訴
え
出
ま
し
た
。
八
木
奉
行
は
敬
神
の
念
に
篤
い
人
と
し
て
知
ら
れ
て

お
り
、
直
ち
に
江
戸
幕
府
に
稟
申
し
て
、
四
方
の
民
家
を
退
け
、
妙
鏡
寺
の
後
園
の
藪
を
伐
り

払
い
、
客
殿
を
破
却
し
、
宮
地
と
し
て
方
四
町
を
劃
定
し
ま
し
た
。
そ
し
て
人
家
の
侵
す
こ
と

を
禁
じ
、
総
て
一
ṙ
宜
の
差
配
に
任
す
こ
と
と
し
ま
し
た
。
周
囲
に
は
堀
を
穿
ち
、
堤
を
築
か

せ
ま
し
た
。
こ
れ
を
以
て
当
宮
は
中
世
以
前
の
面
目
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
寛
文

元
年（
一
六
六
一
）十
一
月
か
ら
翌
二
年
八
月
に
か
け
て
執
り
行
っ
た
事
業
で
あ
り
ま
し
た（『
常

基
古
今
雑
事
記
』）。

こ
れ
よ
り
十
七
年
を
経
て
、
延
宝
六
年
（
一
六
七
八
）
の
頃
に
な
る
と
、
堀
も
い
つ
し
か
埋

も
れ
て
し
ま
い
、
ま
た
人
家
が
宮
地
を
侵
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
時
の
外
宮
一
ṙ
宜
松
木
満

彦
は
こ
れ
を
見
て
深
く
神
慮
を
畏
み
、
山
田
奉
行
桑
山
丹
後
守
貞
政
に
訴
え
出
ま
し
た
。
桑
山

皇
學
館
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
紀
要

第
二
号
（
平
成
二
十
八
年
三
月
）
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奉
行
は
先
の
八
木
但
馬
守
に
も
劣
ら
ぬ
敬
神
家
で
あ
り
ま
し
た
の
で
、
改
め
て
堤
を
堀
の
内
側

に
築
か
せ
、
大
道
を
拡
げ
、
六
月
十
八
日
に
は
宮
域
の
四
隅
に
境
界
の
標
木
を
樹
て
、
二
十
三

日
に
は
さ
ら
に
制
札
も
立
て
て
、
永
久
に
侵
掠
の
憂
い
が
な
い
よ
う
努
め
た
の
で
し
た
（
足
代

弘
訓
『
世
々
の
恵
』）。
現
在
の
宿
衛
屋
は
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
三
月
に
建
設
さ
れ
、
幾
度
の

改
修
を
経
て
、
平
成
二
十
四
年
十
二
月
に
全
改
築
さ
れ
ま
し
た
。

『神
名
秘
書
』
に
は
地
名
を
大
河
原
と
伝
え
ま
す
か
ら
、
昔
は
宮
川
の
分
流
が
こ
の
辺
り
を

め
ぐ
っ
て
い
た
と
想
像
で
き
ま
す
。
後
鳥
羽
天
皇
（
在
位
一
一
八
三
～
九
八
）
の
御
代
に
は
公

卿
勅
使
を
立
て
、
宸
筆
の
宣
命
も
以
て
神
宮
に
祈
願
さ
れ
る
こ
と
六
度
に
及
び
ま
し
た
が
、
次

の
土
御
門
天
皇
（
在
位
一
一
九
八
～
一
二
一
〇
）
も
ま
た
法
皇
御
悩
に
よ
る
病
気
平
癒
の
た
め
、

あ
る
い
は
辛
酉
の
御
祈
り
、
甲
子
の
御
祈
り
、
さ
て
は
三
合
歳
厄
の
御
祈
り
な
ど
と
、
陰
陽
師

た
ち
の
奏
言
も
あ
っ
て
か
数
度
の
勅
使
を
ご
差
遣
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
天
皇
に
よ
る
ご
報

賽
が
、
月
夜
見
宮
の
別
宮
昇
格
の
要
因
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
ま
し
ょ
う
。

な
お
『
応
永
頭
工
日
記
』
に
よ
れ
ば
、
応
永
二
十
六
年
（
一
四
一
九
）
正
月
四
日
に
月
夜
見

宮
炎
上
の
記
載
が
見
ら
れ
ま
す
。
こ
の
と
き
月
夜
見
宮
ば
か
り
で
な
く
同
小
殿
、
川
原
社
、
忌

火
屋
殿
が
焼
失
し
ま
し
た
。
こ
の
記
録
よ
り
室
町
当
時
は
宮
後
の
月
夜
見
宮
に
も
忌
火
屋
殿
が

存
在
し
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
同
日
記
に
あ
る
「
川
原
社
」
と
は
、『
神
名
秘
書
』
の
記
録

よ
り
月
夜
見
宮
の
東
に
あ
っ
た
高
河
原
神
社
を
指
す
の
で
し
ょ
う
。
高
河
原
神
社
に
つ
い
て
は

後
述
致
し
ま
す
。

三
、
並
木
道

月
夜
見
宮
か
ら
厚
生
小
学
校
前
を
通
り
外
宮
北
御
門
に
通
じ
る
道
を
現
在
神
路
通
り
と
呼
び

ま
す
。
し
か
し
出
口
延
佳
・
岩
出
末
清
・
青
山
正
清
等
と
共
に
豊
宮
崎
文
庫
の
創
設
と
経
営
維

持
に
貢
献
し
た
與
村
弘
正
が
著
し
た
『
勢
州
古
今
名
所
集
』
に
よ
れ
ば
、
北
御
門
か
ら
こ
の
月

夜
見
宮
へ
の
二
町
（
約
二
一
八
メ
ー
ト
ル
）
の
大
路
に
は
並
木
が
立
ち
並
ん
で
い
た
の
で
、
こ

の
一
直
線
の
道
を
昔
は
並
木
路
と
呼
び
、
不
浄
の
者
は
そ
の
中
央
を
通
行
す
る
こ
と
を
遠
慮
し

ま
し
た
。
中
世
の
頃
は
並
木
が
無
く
な
り
、
家
居
が
並
び
立
つ
と
、
石
畳
を
設
け
て
汚
穢
の
人

は
そ
の
石
の
外
を
通
っ
て
い
た
と
い
い
ま
す
。
古
老
の
伝
え
に

宮
柱
立
て
そ
め
し
よ
り
月
讀
の
神
の
行
き
か
ふ
中
の
古
道

月
よ
み
の
宮
つ
か
へ
と
て
つ
と
に
起
通
ふ
神
路
を
清
め
さ
ら
め
や

と
い
う
二
首
の
古
歌
が
今
日
に
伝
わ
り
ま
す
。
こ
の
二
首
の
短
歌
は
外
宮
と
月
夜
見
宮
を
御
祭

神
月
夜
見
尊
が
往
来
さ
れ
る
と
い
う
信
仰
の
表
れ
で
あ
り
、
外
宮
の
御
饌
殿
で
天
照
大
神
を
祀

る
の
に
対
し
て
、
こ
こ
は
弟
神
で
あ
ら
せ
ら
れ
る
月
夜
見
尊
で
あ
る
か
ら
往
来
な
さ
る
と
考
え

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
弘
正
の
他
に
こ
の
伝
承
を
紹
介
し
て
い
る
祠
官
は
い
な
い
の
で
、

真
偽
の
程
は
定
か
で
あ
り
ま
せ
ん
。
伊
勢
の
市
内
に
は
カ
リ
ヤ
橋
と
い
っ
て
、
仮
屋
（
月
事
の

女
子
の
た
め
の
共
同
建
物
）
の
女
性
が
通
行
す
る
橋
を
特
に
設
け
た
所
も
あ
っ
た
く
ら
い
に
、
市

民
た
ち
の
禁
忌
の
感
覚
に
は
格
別
の
も
の
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
こ
の
並
木
道
に
ま
つ
わ
る

古
歌
も
、
あ
る
い
は
そ
う
い
う
戒
め
を
説
明
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

四
、
月
の
変
若
水

小
堀
邦
夫
氏
は
「
月
の
変を

若ち

水
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

小
学
生
の
こ
ろ
、
中
秋
の
名
月
の
夜
、
子
供
た
ち
は
思
い
思
い
の
集
団
で
家
々
の
窓
辺
に

お
供
え
し
て
い
る
里さ

と

芋い
も

や
団
子

だ
ん
ご

を
、
勝
手
に
賑に

ぎ

や
か
に
頂
戴
し
て
回
り
ま
し
た
。
十
五
夜

の
お
月
さ
ん
へ
の
お
供
え
物
を
子
供
た
ち
が
食
べ
て
回
る
こ
と
も
、
か
つ
て
は
大
切
な
意

味
の
あ
っ
た
こ
と
と
想
像
で
き
ま
す
。
月
影
の
中
に
ど
の
よ
う
な
思
い
を
遠
き
世
の
人
々

が
抱
い
て
き
た
の
か
、『
万
葉
集
』
か
ら
一
首
を
拾
っ
て
み
ま
す
。

天あ
ま

橋は
し

も

長
く
も
が
も

高
山
も

高
く
も
が
も

月
讀
の

持
て
る

変を

若ち

水み
づ

い

取
り
来
て

君
に
奉
り
て

変を
ち

若
得

［
ゑ
］

し
む
も
の

「
も
が
も
」
は
、
あ
る
状
態
の
実
現
を
希
望
す
る
助
詞
で
、〝
そ
う
な
っ
た
ら
い
い
な
あ
〟

と
現
代
語
で
は
理
解
し
て
よ
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。「
月
讀
」
は
ツ
キ
の
交
替
形
ツ
ク
を

取
っ
た
場
合
、
ツ
ク
ヨ
ミ
と
よ
む
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
月
の
神
と
い
う
意
味
で
す
。「
い

別
宮
遷
宮
の
歴
史
に
つ
い
て
（
音
羽
）
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取
り
来
て
」
の
「
い
」
は
古
代
の
多
く
の
動
詞
の
頭
に
着
き
、
そ
の
語
を
強
調
す
る
接
頭

語
で
す
。
二
箇
所
に
出
て
く
る
「
変[を

]若ち

」
の
語
は
動
詞
オ[ヲ

]ツ
の
連
用
形
で
、
通
常
「
若
返

る
」「
蘇
生
す
る
」意
味
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
月
の
神
の
霊
威
を
受
け
て
若
や
い
だ
り
、

壮
健
に
な
っ
た
り
す
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
か
ら
、
お
そ
ら
く
、
ヒ
コ
・
ヒ
メ
が
オ[ヲ

]ト
コ

（
男
）・
オ[ヲ

]ト
メ
（
処
女
）
に
な
り
、
つ
ま
り
成
年
を
迎
え
る
と
き
に
も
、
そ
の
霊
威
を
受

け
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
オ[ヲ

]ツ
の
語
か
ら
、
オ[ヲ

]ト
コ
・
オ[ヲ

]ト
メ
の
オ[ヲ

]ト

が
生
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

―
天
の
掛
橋
が
も
っ
と
長
け
れ
ば
い
い
の
に
。
高
山
も
も
っ
と
高
け
れ
ば
い
い
の
に
。

月
讀
の
神
が
持
っ
て
い
る
若
返
り
の
水
を
取
っ
て
き
て
、
あ
な
た
に
差
し
上
げ
、
若
返

ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
に
。

さ
き
の
『
万
葉
集
』
一
首
の
お
お
よ
そ
の
意
味
は
右
の
よ
う
で
し
ょ
う
か
。
年
老
い
た
夫

か
、
父
か
の
若
返
り
の
た
め
に
、
月
の
神
の
霊
威
を
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
た
の
で
す
。

漢
字
で
「
月
讀
」
と
書
く
た
め
、
月
を
数
え
る
（
読
む
）
の
意
味
か
ら
ツ
キ
ヨ
ミ
ま
た
は

ツ
ク
ヨ
ミ
と
な
っ
た
と
説
か
れ
ま
す
が
、
私
は
月つ

く

夜よ

・
ミ
（
神
霊み

、
ミ
系
の
神
、
山
つ
ミ
の
ミ
）

と
見
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
古
代
で
は
月
夜
は
〝
月
の
あ
る
夜
〟
と
〝
月
の

光
（
ツ
キ
カ
ゲ
）〟
と
の
二
つ
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。
人
々
は
月
影
を
も
た
ら
す
不
思
議

な
働
き
と
そ
れ
を
司
っ
て
い
る
霊
威
あ
る
も
の
に
〝
神
〟
を
信
じ
て
い
た
の
で
す
。
十
五

夜
の
明
る
い
路
地
を
子
供
た
ち
は
お
供
え
の
里
芋
や
団
子
を
食
べ
歩
い
て
、
大
人
（
成
人
）

に
な
っ
て
行
き
ま
し
た
。

（
小
堀
邦
夫
著
『
伊
勢
神
宮
の
こ
こ
ろ
、
式
年
遷
宮
の
意
味
』、
五
六
頁
～
五
八
頁
）

『続
日
本
紀
』
に
よ
れ
ば
、
宝
亀
三
年
（
七
二
二
）
八
月
、
大
き
な
台
風
の
災
害
が
あ
っ
た

と
き
、
卜
い
の
結
果
、
伊
勢
の
月
讀
神
の
祟
り
だ
と
さ
れ
た
記
事
が
見
ら
れ
、
こ
の
と
き
以
来
、

九
月
の
祀
り
に
は
荒
祭
神
に
准
じ
て
幣
馬
を
奉
る
こ
と
に
な
っ
た
訳
で
す
が
、
上
古
か
ら
月
讀

神
は
霊
威
あ
る
神
と
信
仰
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
『
続
日
本
紀
』
の
記
録
と
小
堀
氏
の
こ
の
解
説

か
ら
う
か
が
い
知
れ
ま
し
ょ
う
。

と
こ
ろ
で
内
宮
と
外
宮
共
に
月
讀
宮
（
月
夜
見
宮
）
が
あ
る
の
は
何
故
で
す
か
と
、
別
宮
に

当
直
し
て
い
る
と
参
拝
者
か
ら
よ
く
質
問
を
受
け
ま
す
。
近
世
の
あ
る
説
に
よ
れ
ば
内
宮
月
讀

宮
は
月
陰
の
義
を
取
っ
て
本
宮
に
日
月
陰
陽
の
理
を
示
し
、
外
宮
月
讀
宮
は
水
陰
の
義
を
取
っ

て
本
宮
に
対
し
て
水
土
陰
陽
の
理
を
示
す
と
い
い
ま
す
。
ま
た
内
宮
は
月
讀
、
外
宮
は
月
夜
見

と
称
す
る
倣
い
と
近
世
の
頃
か
ら
表
記
の
区
別
を
す
る
例
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
し
か
し
清
在

は
『
毎
事
問
』
に
お
い
て
皆
妄
説
で
あ
る
と
退
け
て
い
ま
す
。
殊
に
月
讀
・
月
夜
見
は
文
字
が

異
な
る
だ
け
で
あ
っ
て
、『
万
葉
集
』
に
文
字
を
変
え
て
記
し
て
い
る
事
例
を
挙
げ
れ
ば
枚
挙

に
遑
が
な
い
と
ま
で
指
摘
し
て
い
ま
す
。

内
宮
は
荒
木
田
氏
、
外
宮
は
度
会
氏
が
お
宮
の
維
持
管
理
を
し
て
い
た
訳
で
す
か
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
の
氏
族
が
霊
威
あ
る
月
讀
神
を
お
祀
り
し
た
の
は
至
極
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
料
致

し
ま
す
。

五
、
高
河
原
神
社
の
由
来

宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
）
に
伊
勢
山
田
の
書
肆
藤
原
長
兵
衛
が
上
梓
し
た
『
伊
勢
参
宮
按
内

記
』
に
、
月
讀
宮
二
座
は
「
宮
後
北
の
端
の
森
に
在
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
宮
後
に

つ
い
て
は
「
外
宮
の
後
に
当
れ
る
町
ゆ
へ
に
、
宮
後
と
い
ふ
な
り
」
と
解
説
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
先
程
も
触
れ
ま
し
た
が
、
豊
受
大
神
宮
別
宮
月
夜
見
宮
の
北
辺
に
も
宮
川
の
一
派
が
流

れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
清
在
の
『
毎
事
問
』
中
に

今
鍛
冶
屋
垣
外
ノ
キ
ト
ラ
ト
云
フ
所
ハ
其
ノ
流
ノ
北
浦
ナ
リ
、
此
ノ
辺
人
家
無
ク
シ
テ
此

ノ
社
地
ヨ
リ
東
辺
皆
ナ
河
原
ナ
リ
、
其
ノ
川
風
ノ
吹
キ
上
ゲ
タ
ル
所
今
ノ
吹
上
町
ナ
リ
、

故
ニ
古
記
ニ
吹
上
村
ト
書
ル
ア
リ
、
其
レ
ヨ
リ
西
ニ
当
テ
河
原
ア
リ
、
是
レ
今
ノ
西
河
原

ナ
リ
、
此
ノ
社
ノ
旧
地
ハ
今
藪
ノ
世
古
ニ
在
テ
石
壇
ア
リ
、
毎
年
十
月
ニ
高
河
原
ノ
祭
ト

称
シ
テ
郷
民
輪
番
ニ
此
ノ
石
壇
ニ
火
ヲ
燭
ス
事
ア
リ
、
寛
文
三
年
精
長
朝
臣
再
興
ノ
日
此

ノ
處
ニ
営
建
ス
ベ
カ
リ
ケ
ル
ガ
民
家
ノ
中
モ
ニ
建
難
ク
穢
気
ノ
畏
モ
有
レ
バ
ト
テ
神
名
秘

書
ノ
注
ニ
月
讀
宮
ノ
東
ニ
在
リ
ト
云
ニ
随
テ
今
ノ
所
ニ
建
タ
ル
ナ
リ
、
又
問
、
月
讀
宮
ノ
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前
ノ
町
ハ
宮
ノ
前
ナ
レ
バ
宮
ノ
前
町
ト
云
ベ
ク
シ
テ
宮
後
町
と
云
ハ
何
ゾ
ヤ
、
答
、
此
レ

外
宮
本
宮
南
面
ニ
テ
其
ノ
後
ヘ
ニ
在
ル
町
ナ
ル
故
ナ
リ
、
前
山
ト
云
フ
号
ア
リ
、
前
山
ト

宮
後
ト
ハ
相
ヒ
対
ス
ル
ナ
リ

と
あ
り
、
月
夜
見
宮
の
裏
手
に
あ
た
る
北
浦
を
キ
ト
ラ
と
称
し
た
こ
と
、
北
辺
の
キ
ト
ラ
か
ら

東
辺
は
人
家
が
な
く
河
原
で
あ
っ
た
こ
と
、
宮
川
の
風
の
吹
き
上
げ
る
地
を
吹
上
町
と
称
し
、

現
在
も
そ
の
地
名
が
踏
襲
さ
れ
て
い
る
こ
と
等
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
戦
前
の
吹
上
村
の
西

も
か
つ
て
河
原
で
あ
り
、
月
夜
見
宮
の
鎮
座
地
を
西
河
原
と
称
し
た
由
縁
が
理
解
で
き
ま
す
。

ま
た
月
夜
見
宮
の
所
在
は
外
宮
本
宮
南
面
に
位
置
す
る
前
山
に
対
す
る
宮
後
だ
と
清
在
は
明
言

し
、
神
名
秘
書
の
注
記
を
典
拠
と
し
て
、
月
夜
見
宮
の
東
に
高
河
原
神
社
が
再
建
さ
れ
た
こ
と

も
示
唆
し
て
い
ま
す
。
な
お
守
良
も
高
河
原
神
社
の
旧
地
は
西
河
原
藪
世
古
、
と
清
在
に
賛
同

し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
御
巫
清
直
は
否
定
的
で
、『
二
宮
管
社
沿
革
考
』
に
お
い
て

唯
神
名
秘
書
ノ
注
ニ
月
讀
ノ
東
ニ
ア
リ
ト
ア
ル
ヲ
ノ
ミ
拠
ト
シ
テ
、
本
社
ノ
旧
地
ナ
ラ
ム

カ
ト
疑
ヒ
、
元
禄
中
其
臆
断
ヲ
主
張
シ
テ
、
遂
ニ
ハ
高
河
原
ノ
旧
地
ト
決
定
シ
、
其
後
ハ

高
河
原
ノ
山
神
ナ
ト
称
ス
ル
ニ
至
レ
リ
。
然
レ
ト
モ
道
饗
ヲ
行
フ
地
ハ
何
處
ニ
テ
モ
千
歳

ノ
旧
地
ノ
所
在
タ
ル
事
ナ
シ
。
山
神
ヲ
以
テ
本
社
ノ
旧
蹤
ト
セ
ム
事
ハ
信
従
シ
カ
タ
シ
。

依
テ
按
ス
ル
ニ
、
応
永
頭
工
日
記
ニ
云
ク
、
応
永
廿
六
年
正
月
四
日
ノ
炎
上
ノ
事
、
月
夜

見
宮
、
同
キ
小
殿
、
河
原
社
、
忌
火
屋
殿
焼
、
ト
云
ヘ
リ
。
此
河
原
社
ト
称
ス
ル
モ
ノ
恐

ラ
ク
ハ
当
社
ナ
ラ
ム
カ
。
然
ラ
ハ
既
ニ
応
永
ノ
頃
月
讀
宮
ノ
域
内
ニ
在
リ
テ
、
共
ニ
類
焼

ア
リ
ケ
ル
ナ
ル
ヘ
シ
。
寛
文
中
ニ
月
讀
宮
ノ
域
内
再
興
セ
ル
ハ
、
古
実
ニ
符
ヘ
リ
ト
ヤ
云

ハ
ム
。
又
竊
ニ
按
ス
ル
ニ
、
高
河
原
社
月
讀
宮
ノ
東
ニ
在
リ
ト
イ
フ
ハ
、
神
名
秘
書
ニ
注

ス
ル
所
ナ
リ
。
社
記
ニ
ハ
唯
山
田
村
ニ
在
リ
ト
注
ス
ル
ノ
ミ
。
神
名
秘
書
ヲ
撰
セ
シ
弘
安

ノ
頃
正
シ
ク
月
讀
宮
ノ
東
ニ
所
在
ナ
リ
シ
ヤ
疑
フ
ヘ
シ
。
地
勢
ヲ
付
度
シ
テ
考
ル
ニ
、
宮

川
ノ
支
流
、
月
讀
宮
々
域
ノ
北
ヲ
西
ヨ
リ
東
ニ
通
シ
テ
流
ル
ヽ
故
ニ
、
西
ハ
高
ク
東
ハ
低

シ
。
サ
テ
月
讀
宮
ヲ
秘
書
ニ
大
河
原
ニ
坐
ス
ト
ア
リ
。
其
大
河
原
ヨ
リ
高
キ
河
原
ニ
当
社

ノ
在
ヲ
以
テ
、
高
河
原
ノ
号
ヲ
負
ヒ
タ
ル
ナ
レ
ハ
、
月
讀
宮
ヨ
リ
東
ニ
在
テ
ハ
名
実
ニ
符

ハ
ス
。
然
ル
ニ
今
モ
月
讀
宮
ノ
西
ナ
ル
一
之
木
町
ニ
大
社
ト
唱
フ
ル
産
神
社
ア
リ
テ
、
地

勢
古
色
ア
リ
。

と
詳
述
し
、
神
名
秘
書
を
典
拠
に
高
河
原
神
社
の
所
在
を
月
夜
見
宮
の
東
に
考
証
し
た
こ
と
に

疑
問
を
呈
し
て
い
ま
す
。
清
直
は
宮
川
の
支
流
が
月
夜
見
宮
宮
域
の
北
を
西
よ
り
東
に
流
れ
て

い
る
故
に
西
は
高
く
東
は
低
い
と
指
摘
し
、
秘
書
に
月
夜
見
宮
の
鎮
座
地
を
「
大
河
原
ニ
坐
ス
」

と
あ
る
、
そ
の
大
河
原
よ
り
も
高
い
河
原
に
高
河
原
神
社
が
所
在
し
な
け
れ
ば
名
実
に
合
わ
な

い
と
考
察
し
、
月
夜
見
宮
よ
り
西
に
あ
る
一
之
木
町
の
産
土
社
を
も
と
の
比
定
地
に
挙
げ
て
い

ま
す
。
現
在
の
月
夜
見
宮
の
北
辺
に
み
ら
れ
る
壕
は
江
戸
期
に
山
田
奉
行
に
よ
り
修
築
さ
れ
た

堤
と
は
い
え
、
一
部
宮
川
支
流
の
名
残
を
留
め
て
お
り
、
大
河
原
・
西
河
原
な
ど
と
称
し
た
当

地
が
か
つ
て
宮
川
の
河
原
で
あ
っ
た
こ
と
を
想
起
さ
せ
ま
す
。
清
直
の
指
摘
が
正
し
け
れ
ば
、

行
忠
の
勘
違
い
に
よ
る
失
考
が
そ
の
ま
ま
古
記
録
と
な
っ
て
、
寛
文
年
間
に
大
宮
司
河
辺
精
長

等
が
検
証
し
て
現
在
地
に
高
河
原
神
社
が
建
て
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
神
名
秘
書

の
記
述
の
正
誤
の
判
断
は
頗
る
困
難
で
あ
り
ま
す
が
、
管
見
に
よ
れ
ば
、「
高
河
原
」
と
い
う

地
名
は
清
直
の
考
証
通
り
、
月
夜
見
宮
よ
り
も
高
い
西
に
位
置
す
る
一
之
木
町
に
求
め
ら
れ
る

と
考
え
ま
す
。
た
だ
月
夜
見
宮
も
高
河
原
神
社
も
そ
の
所
在
が
宮
川
の
支
流
と
関
係
が
深
か
っ

た
こ
と
に
何
ら
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
お
と
わ

さ
と
る
・
神
宮
司
庁
広
報
室
広
報
課
係
長
）

※
本
編
は
平
成
二
十
六
年
十
月
～
同
二
十
七
年
三
月
に
か
け
て
斎
行
さ
れ
た
第
六
十
二
回
神
宮
式
年
遷

宮
・
皇
大
神
宮
別
宮
月
讀
宮
以
下
十
二
所
別
宮
の
遷
御
の
儀
に
お
い
て
、
奉
拝
者
に
対
し
待
ち
時
間

を
利
用
し
て
別
宮
の
歴
史
に
つ
い
て
、
遷
宮
の
沿
革
を
中
心
に
解
説
し
た
内
容
を
も
と
に
、
典
拠
史

料
を
明
示
し
な
が
ら
纏
め
た
拙
論
で
あ
り
ま
す
。
既
に
一
部
の
別
宮
遷
宮
の
歴
史
に
関
し
て
は
、
神

宮
の
機
関
誌
『
瑞
垣
』
第
二
三
〇
号
～
二
三
二
号
で
紹
介
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
を
さ
ら
に
増
補

改
訂
し
て
、
ま
た
書
き
下
ろ
し
の
論
考
も
加
え
て
完
成
さ
せ
た
原
稿
で
あ
る
こ
と
を
申
し
添
え
ま
す
。

別
宮
遷
宮
の
歴
史
に
つ
い
て
（
音
羽
）
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On the History of Detached Shrines in the Ritual for
the Regular Moving of the Deities

Otowa Satoru

A betsugū is an detached shrine (jinja) for one of the main sanctuaries at Ise-Jingū. It is

considered as an important jinja next to the main sanctuary.

Only some jinja were permitted to have the title of betsugū, which was granted through

official documents issued by the emperor in ancient times, or official documents issued by the

government at that time.

According to an old history book of Jingū called the Record of miscellaneous matters at Ise

Shrine, there was a description of rituals for the betsugū sengū (regular moving of the deities at

detached shrines) in 747; therefore, we recognize the fact that the ritual for the regular moving of

the deities was already institutionalized in the Nara Period.

Judging from the scale of the palace and the rank of jinja, the betsugū sengū was conducted at

Aramatsuri-no-miya and Taka-no-miy detached shrines. Besides these two jinja, it is thought that

betstugū sengū was conducted at detached shrines such as Takihara-no-miya and Izawa-no-miya,

which are far from the main sanctuary of Amaterasu-omikami, by recognizing the descriptions

and the records in the three old history books of Jingū: Record of miscellaneous matters at Ise

Shrine, Ceremonial procedures of Ise Shrine in the Engi Era, and the Record of the life of Princess

Yamato.

Tsukiyomi-no-miya was permitted to have the title of betsugū in the Nara Period, and Izanagi-

no-miya was permitted to have it in 867.

According to the description and the record of “Ceremonial procedures of Ise Shrine in the

Engi Era, there were six betsugū (Aramatsuri-no-miya, Izanagi-no-miya, Tsukiyomi-no-miya,

Takihara-no-miya, Takihara-narabi-no-miya, and Izawa-no-miya) that belonged to the Inner

Shrine, on the other hand, there was only one betsugū (Taka-no-miya) that belonged to the Outer

Shrine.

After that, Tsuchi-no-miya was permitted to have the title of betsugū in 1128, the other

Tsukiyomi-no-miya that belongs to the Outer Shrine was permitted to have it in 1210, and

Kazahinomi-no-miya and Kaze-no-miya were permitted to have it in 1293.

In this brief history of the sengū (ritual for the regular moving of the deities at Jingū), this

article describes the historical transitions involving betsugū sengū.

皇
學
館
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
紀
要

第
二
号
（
平
成
二
十
八
年
三
月
）

― 114―


